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「……起きて、涼すず音ね」

　言うと、ピクリと震ふるえる、その長い睫まつ毛げ。

「……んん……」

　俺の美しい恋こい人びとは、小さく呻うめいて、毛布を顔の上まで引き上げる。

　そして毛布にくるまったまま、きゅっと身体からだを丸める。

　その、仔こ猫ねこのような動作が、とても可愛かわいい。

　華きや奢しやな身体、すらりと伸のびた美しい手足。

　顎あごの尖とがった小さな顔、ミルク色の肌はだ、上品な鼻び梁りよう。

　今は閉じられているが、紅茶色の瞳ひとみを持つ大きな目。子供のように無む垢くな唇くちびる。

　美しさを必死で隠かくしているかのような禁きん欲よく的な銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねを、起きている時の彼は、いつもかけている。

　彼は真ま宮みや涼音、二十三歳。この学園の音楽教師になったばかりの、俺の先生だ。

　俺の名前は篁たかむら鷹たか之ゆき、十八歳。この学園の生徒会長で、彼の教え子だ。

「……涼音？　遅ち刻こくしちゃうよ？」

　囁ささやくと、毛布の中から寝ねぼけた声が、

「……んん、あと、五分……」

「夏休み中ならともかく……ここから二人で朝帰りしたところを誰だれかに見られてもいいの？」

「……え……？」

　彼は、毛布の中から顔を出す。

　長い睫毛をしばたたかせて、眠ねむそうな目を開く。

　ゆっくりと起きあがり、焦しよう点てんの合わない目で俺を見つめる。

「……え……ええと……」

「おはよう、涼音」

「……た、鷹之……？」

　呆ぼう然ぜんとした声で俺の名前を呼び、ゆっくり部屋の中を見回し、それから自分の身体を見下ろして……、

「うわあっ！　なんでなんでっ!?」

　ミルク色の頰ほおが、一気に、美しいバラ色に染まる。

　毛布の下、彼は一糸まとわぬ裸はだかのまま。

　ここは寮りようの部屋ではなく、学園の裏庭にあるバラ園。その中の東あずま屋や。

　学園の隠された場所にあるので裸でいても誰かに見られる心配はないが、壁かべがすべてガラス張りのうえ、屋内にもたくさんのバラの鉢はちが置かれているために、まるで屋外で裸で寝ているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「やっ、僕……なんでここで……？」

　彼は泣きそうな顔で毛布を身体に巻きつける。俺は、

「憶おぼえてない？　昨夜、遅おそくまでここで愛し合っていて、感じすぎたあなたは、失神したように眠ってしまって……」

「……あっ……？」

　彼は、昨夜のことを思い出したのか、カアッと頰を染める。

「疲つかれた？　そうだよね、久しぶりだったから、あんなにイッてしまって……」

「うわああ」

　彼は言って、毛布に顔を埋うずめる。あまりに可愛らしくて、俺は思わず笑ってしまいながら、

「ここのところ、二人とも忙いそがしかったから」

　彼のしなやかな身体を引き寄せて、

「……でも、あんまりご無ぶ沙さ汰たにしない方がいいな。ずっとしたかったんでしょう？」

　毛布を引き下ろし、顔を覗のぞき込むと、彼は、

「……ちがっ……！」

「だって、昨夜のあなたは、『まだだめ』とか『もっと』ってたくさん言って……だから、途と中ちゆうでやめて帰るわけにもいかなくて、ついここに……」

「……ああっ、イジワルっ！」

　彼はもうやめて、というようにかぶりを振ふり、バタバタと暴れる。

「涼音、可愛い。今日はこのまま授業をサボって、ずっと二人で過ごしたいな」

　俺は半分本気で言う。涼音は驚おどろいたように顔を上げて、

「だめだよ！　君は、先月、あんなに授業をサボったんだから！」

「どうせ今日は終業式で、明日から夏休み。生徒会の仕事を完かん璧ぺきにこなして先生方の株は上げてあるし、あなたとの約束どおり、定期テストで全教科満点を取ったし」

　言うと、涼音はまるで職員室にでもいるような顔で、

「成績に問題はなくなったかもしれないけど、出席日数がギリギリなのには変わりないんだ。君は来春には大学受験を控ひかえた大切な身なんだからね」

　その教師らしいきっぱりとした口調と、愛の行こう為いの余よ韻いんを残したしどけない姿のギャップ。それが妙みように可笑おかしくて、俺はつい噴ふき出してしまう。

「そんな色っぽい格好で言われても、怒おこられているのか、誘さそわれているのか、わからないよ」

　言うと、涼音は慌あわてて毛布を身体に固く巻きつけ、それから俺をキッと睨にらんで、

「篁くん！　僕は本気で心配しているんだよ？」

「……わかりました、真宮先生。ちゃんと登校します」

　わざと神しん妙みように言うと、涼音は怒ったことを反省するように少し赤くなって、

「う、うん……わかってくれればいいんだ。ごめん、大きな声なんか出して……」

　その姿が年上とは思えないほど可愛くて、俺は思わず、

「ちゃんと登校しますから……ごほうびをください」

「えっ？　ごほうび？」

　驚いた顔をする彼の身体を引き寄せ、顔を近づけて、

「おはようのキス」

　囁くと、涼音はさらにその肌を赤くして、

「だ、だめだよ！　もうすぐ授業が始まるし……」

「キスだけにします。あなたがイヤならエッチなことなんかしないから」

「……ホ、ホント？」

「あなたがイヤでなければしたいところですが」

「……ダっ、ダメ……！」

　睫毛をしばたたかせて頰を染める彼は、本当に可愛らしい。

「じゃあ、キスだけでもいいからしてください。あなたの生徒が、今日一日、真ま面じ目めに過ごせるように」

「……う……」

　彼は、その頰をまたバラ色に染め、

「わかった。ちゃんと登校するんだよ？」

「もちろん」

　俺が言うと、彼は俺の肩かたに摑つかまり、

「……おはよう、鷹之」

　小さく囁いて、チュッと可愛いキスをしてくれる。

　それはほんの軽い口づけ。しかし俺は、その蕩とろけそうなほど柔やわらかい彼の唇の感かん触しよくに陶とう然ぜんとしてしまう。　>>>♥

「……涼音……愛してるよ……」

　囁くと、涼音は目を開き、潤うるんだ目で俺を見上げて、

「……鷹之……」

「おはようのキスを返さなければ。……目を閉じて」

　うなずいて、長い睫毛を従順に閉じる彼が、とても愛いとおしい。

　その花のような唇が、微かすかに開いてキスを誘う。

「……涼音……！」

　俺は感情を制せい御ぎよできなくなって、彼の身体を引き寄せ、深く唇を合わせる。

「……ん……んん……！」

　舌を差し入れると、涼音は甘い声で呻く。

　二人の唇が重なるチュッという音が、朝の空気に淫いん靡びに響ひびく。

　思わず彼を押し倒たおそうとして肩を摑むと、涼音は恥はずかしそうに身じろぎをして、

「んっ、もうダメ！　服を着て、約束どおり、真面目に登校しなさい、篁くん！」

　毛布から手を出し、昨夜床ゆかに落としたままだった衣類を拾い上げようとしている。

「待って、涼音。もう一度だけ」

　言うと、彼は慌てたように、

「ダ、ダメ！　もう……」

「どうして？」

「だって、もう時間ないし……」

「大だい丈じよう夫ぶ。まだ七時前だから。ちゃんと朝の挨あい拶さつができるように、早めに起こしたんだ」

「あ、朝の挨拶？」

「そう。恋こい人びと同士の朝の挨拶、キス、それに、もっと別のこと」

　引き寄せると、彼の身体からだは案の定……、

「涼音？」

　言うと、彼はカアアッと顔を真っ赤にして、

「ちっ、ちがっ！　朝だからっ！　男なら朝は当然こうなるはずでっ！」

　俺の腿ももに当たった彼の脚あしの間には、勃たち上がった硬かたいものが、存在を主張していた。

「朝だから、ってだけじゃなさそうだけど？　キスでこんなに感じちゃったんだ？」

　言うと、恥ずかしがり屋の涼音はますます真っ赤になって、

「せっ、先生である僕に、そんなことを言うなんて……」

「先生なのに、生徒の前でこんなところを……」

　俺は言って毛布の中に手を入れ、彼の硬い屹きつ立りつの側面を、指先でつん、とつついてやる。

「……ああっ！」

　それだけで甘い声を上げてしまう彼を抱だきしめて、

「……こんなところを、こんなにしてしまっていていいの？」

　耳元で囁ささやいてやると、彼は泣きそうな顔をして俺を睨み、

「はっ、放しなさい、篁くんっ！　僕は君の……」

「先生でもあるけれど……その前に、恋人だろう？」

　言うと、彼は目を見開いて、動きを止める。彼の美しい紅茶色の瞳ひとみが、ふっと甘く潤む。

「そうだよね？」

　見つめてやると、涼音は恥ずかしそうに瞬まばたきを速くする。

「じゃあ、授業の前に、あと一回だけ。……いい？」

「えっ？　あ、ダメだよ！　真面目に授業を受けるって言ったのに！」

　涼音は拒きよ絶ぜつの言葉を口にするが、その肌はだは発情したようにバラ色に染まっている。

「授業は真面目に受ける。終わったらね。涼音がイヤならやめておくけれど……これ……」

　彼の屹立の形を指でたどる。

「……ダメ！　ダメだよっ！」

　彼は俺の胸に手をついて、俺の手から逃にげようとする。

　完璧主義者で潔けつ癖ぺきな性格の涼音は、自分の欲よく望ぼうや快楽よりも、道徳や責任感を優先させる。

　しかし彼は、その性格とはアンバランスな、とても感じやすい身体をしていて……、

「……このままでは、涼音の方が、授業ができないんじゃない？」

　言いながら、片手を彼の腰こしにまわし、しっかりと捕つかまえる。

「……そっ、そんなことは……」

「本当？」

　言いながら握にぎり、そっと指を動かすと、思わず、というように目を閉じて、彼は甘い吐と息いきを漏もらしてしまう。

「……は、あぁんっ……！」

　その顔があまりにも色っぽくて、俺はもう我が慢まんできなくなりながら、

「もっと喘あえがせたい。イカせてもいい？」

「……ダメ、ダメだよ……」

「本当にダメ？」

　言いながら、その限界まで硬く勃ち上がった屹立をキュッと扱しごいてやると、彼は身体をビクンと大きく震ふるわせて甘いため息を漏らし、かすれた声で、

「……ダメ……イッちゃう……からっ……」

　俺は彼の耳に口を近づけて、

「……あなたが言う『ダメ』は、『してはダメ』という意味ではなくて、『もっとじっくりしてくれなければダメ』という意味なんですね……真宮先生？」

　耳に囁きを吹ふきかけると、それだけで、手の中の彼の屹立がピクンと跳はね上がる。

「……や、ああ……イジワル……」

　泣きそうな声に、俺の理性が吹き飛んでしまう。

　俺は、彼の身体を包む毛布を一気にはぎとる。

「……あっ……！」

　カウチの上、一糸まとわぬ裸ら体たいをさらした涼音。

　華きや奢しやだが女め々めしいところのない、少年らしさを残したしなやかなその身体。

　淡あわい翳かげりを浮うかべた、ひたすらに滑なめらかなミルク色の肌。

　そして、舐なめたら甘いお菓か子しのような、ヴァージンピンクの可愛かわいい胸の飾かざり。

　生まれたままの姿の涼音は、本当にうっとりするほど美しくて……、

「……あ……見ないで……」

　自分がどれほど美しいかまったく自覚していない涼音は、羞しゆう恥ちに泣きそうになりながら、毛布を身体に引き寄せようとする。

「隠かくさないで」

　俺はその手をそっと摑んで動うごきを封ふうじ、

「涼音は、本当にどこもかしこも美しいよ」

　囁いて身をかがめ、蜜みつを滲にじませる涼音の屹立に顔を近づける。

「……やっ、いやだ……」

　涼音は慌あわてて滑らかな腿を摺すり合わせるが、そんなことで欲望を隠せるわけがなく……。

「……はぁっ……あぁ、んっ！」

　感じやすい先せん端たんを口の中に含ふくんでやると、涼音は今にも達してしまいそうな声を上げる。

「……ダメっ！　本当にもうダメっ……あっ……」

　押しのけようとして、俺の髪かみに絡からむ指。しかしわざとチュプッと音を立てて吸い上げてやると、彼は甘いため息を漏らして、無我夢中の仕草で俺の頭を引き寄せてしまう。

「……はふっ……んん……」

　しかし、すぐに我に返ったように慌てて俺の肩かたを押し返して、

「……んう……っ！　ダメっ！　ダメだよっ！」

「ダメ、じゃなくて、イイって言ってごらん？」

　唇くちびるをつけたまま囁いてやる。ベルベットのようなその先せん端たんを舐め上げてやると、

「……ひっ！　ああーっ……！」

　彼の華奢な腰がひくんと跳ね上がり、その先端のスリットから花の蜜のように透すき通った液体が珠たまになって滲む。

「……ダメ、もう、ダメ……」

「意地を張らないで、イイと言って。いつまでもダメ、と言っていると……」

　彼の、俺の唾だ液えきに濡ぬれて震える屹立から顔を上げ、

「……このままにして、やめますよ？　真宮先生？」

「……いやだ……君は……イジワルだ……」

　涼音はつらそうに呻うめいて、身体を震わせる。

「同じ男として、この状態で放ほうり出されるのがどんなにつらいかわかります。だから……」

　彼がイカないように、わざと触ふれずに、その屹立に息を吹きかけてやる。

「……や、ああっ……！」

　涼音はそれだけの刺し激げきにも反応して、屹立をビクンと震わせる。

　その固く閉じた瞼まぶたの隙すき間まから、綺き麗れいな涙なみだが滑すべり落ち、朝の光に煌きらめく。

　このまま、彼の蕾つぼみを一気に貫つらぬきたい、という獰どう猛もうな欲望が、俺の内側を激しく焼いた。

　それほど、涼音は色っぽくて。

　……しかし。

　俺は、自分の欲望を抑おさえ込もうと、必死で深呼吸をする。

　……ここは、我慢だ。

　恋人同士になってから、数え切れないほど身体をつないだ。

　しかし、涼音の蕾は、不慣れな初うい々ういしさを残したまま、恥はじらい、堅かたいまま男を拒こばむ。

　愛している、と心から囁き、丁てい寧ねいに愛あい撫ぶして、涼音は初めて身体からだを開いてくれる。

　……たっぷり時間をかけないと、涼音が壊こわれてしまう。

　……壊れなくても、少なくとも、腰を抜ぬかすくらいのことにはなりそうだ。

「……イカせて、って言ってください。お願い、を忘れないで」

「……う……」

「でないと、このままにしますよ？」

「……ああ……」

「お願い、イカせて、って言ってください、先生」

「……学校に行く前にコンナコトをするなんて……ダメだ……篁くん……」

　涼音は、最後の理性を振ふり絞しぼるかのように苦しげな顔をして言う。

「……それに、きっと君は我慢できなくなって最後までしてしまって……それで授業をサボることになって……」

　しかし、その表情とはうらはらに、ヒクリと震えて蜜を垂らす、その屹立。

「このままにしていいの？」

　指先でチョン、と弾はじいてやると、彼は放ってしまいそうな声で甘く呻く。

「……あうっ……うう、ん……！」

　それから、自分が甘い声を上げたことを恥じるようにムキになった顔で、

「こ、このままにされたって、別に……」

「一人エッチなんか、できないくせに。このままで学校に行ったら、廊ろう下かですれちがって俺の顔を見ただけで……また勃たってしまいますよ？　今までにもそういうことがあったはずだ」

「あっ！」

　涼音がとても驚おどろいた顔をしたところを見ると……そういうことが今までにもあったんだな。

　俺は、なんだかとても愛いとおしくなって彼の身体を引き寄せて、

「安心して。ちゃんと、イカせるだけでやめてあげる。その後できちんと学校に行くよ」

「ほ……本当？」

「本当」

　その目を覗のぞき込むと、涼音は恥ずかしそうに目を潤うるませる。俺はその唇に唇を近づけ、

「だから、安心して、イカせてって言ってごらん？」

　囁ささやきを唇に吹きかけると、涼音は感じてしまったように身を震わせる。俺は、

「授業に遅おくれてしまうよ。それに、部活の朝練の生徒に朝帰りを目もく撃げきされてしまうかも……」

「あっ、そうだっ！」

　涼音はいきなり我に返ったように目を見開き、

「夏休みになったらオーケストラ部も朝練がある！　足りない備品がないかをチェックしておかなきゃ！」

　すっかり教師の声に戻もどって言うと、毛布を身体に巻きつける。

　実は、彼はとても視力が悪い。手て探さぐりをするようにして、サイドテーブルから大切にしているオメガの時計を取り、腕うでにはめる。

　それから真ま面じ目めそうな銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけて、すっかり教師モードに戻ると、

「君もいつまでも裸はだかでいないで、さっさと服を着なさい、篁くん！」

　カウチから下りて、床ゆかに散らばっていた二人分の衣類をかき集める。

　俺の分の服を俺の膝ひざの上に積み上げ、自分は見事な早はや業わざで服を着終えると、

「僕は先に帰るから！」

　部屋を横切りながら言い、ドアのところで振り向いて、人差し指を立て、

「戸と締じまりをきちんとして。遅ち刻こくをしないで。わかったね？」

　厳しい声で言ってから、ふとその目元を桜色に染めて、

「……ええと、さっき言えなかったから……」

　俺の裸の肩に、ひんやりと心地ここちいい彼の指が触れる。彼の美しい顔がゆっくりと近づき……、

　チュッ。

「……僕も愛してる、鷹之……」

　小さく囁かれた言葉に、俺の鼓こ動どうが速くなる。

　俺は、「真面目に授業に出る」という約束を忘れて、彼の身体を引き寄せようとしてしまう。

　涼音は、「ダメ」というように俺を甘く睨にらみ、また学校で、と言い残して踵きびすを返す。そしてそのまま、サンルームから走り出て行く。俺は呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送って、

「……逃にげられてしまった……」

　呟つぶやいてから、しかし、と思い直して、思わず笑えみを浮うかべてしまう。

　……それなら、学校で、うんとイジメさせてもらうよ、涼音……。
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「もう！　鷹之ったら！」

　僕は頰ほおを熱くしながら呟き、開いたままだったシャツの一番上のボタンを閉める。

「あんなところで寝ねちゃった僕も僕だけど、朝からアンナコトをするなんて！」

　思い出しただけで、恥ずかしくて泣いてしまいそうだ。

　僕は真宮涼音、二十三歳。この私立伯はく鳳ほう学園に音楽教師として採用されたばかりの新人教師。

　僕の恋こい人びとは篁鷹之、十八歳。この私立伯鳳学園の三年生。学力は余よ裕ゆうで万年トップ、スポーツ万ばん能のう、おまけにものすごい美形。中学卒業の歳までスイスの有名な寄宿制の学校で過ごし、高校からは日本の経済と経営学を学ぶために日本に帰ってきたという生はえ抜きのエリート。教師たちからの信しん頼らいもあつい生徒会長だ。

　彼と初めて出会ったのは、四ヶ月前。

　僕は音楽教師の採用試験に落ちてしまって、落ち込んで、町を歩いていて。そこで三人連れの男たちに因いん縁ねんをつけられて、ケンカを売られるのかと思ったら、いきなり服を脱ぬがされそうになって。逃げようとして、でも敵かなわない、とあきらめかけた僕を助けてくれたのは、一人のハンサムな男の人だった。

　もともと人見知りをする地味な性格で、しかもピアノにのめり込んでいて。そのうえ僕は伯父おじさんと伯母おばさんに女の子みたいに厳しく門限を定められていた。

　だから、僕には軽いデート以上の女の子との深い恋れん愛あい経験すらほとんどなくて。そんな僕が、同性との恋愛経験なんか、あるわけもなくて。

　彫ほりが深くて、一見冷たそうに見えるほど完かん璧ぺきに整った顔。

　でも獰猛な情熱をたたえて僕を見つめた、精せい悍かんな黒い瞳ひとみ。

　彼は、僕と同い年か、でなかったら少しだけ年上に見えた。

　僕はハンサムな彼に見とれ、その低い声に聞き惚ほれた。

　そして、彼の優やさしい誘ゆう惑わくに、僕は何もかも忘れてうなずいてしまった。

　僕は、信じられないけど、その夜……そのまま彼と一夜をともにしてしまったんだ。

　その翌朝、僕は会ったばかりの彼と身体をつないでしまったことに怯おびえを感じて、彼が寝ている間にホテルを後にしてしまった。

　僕は、彼のことを知らないままに逃げたことを後こう悔かいし、二度と会えないと思って苦しんだ。

　しかし、鷹之はあきらめずに僕の行方ゆくえを捜さがし、そして僕がこの学校に臨時採用の音楽講師としてやってくるきっかけを作ってくれた。

　サラリーマンだと思っていた彼がまだ高校生で、しかも自分の教え子になったことに僕はまた怯えた。

　しかも彼は有名な財ざい閥ばつ・篁家の御おん曹ぞう司し、そのうえ篁コンツェルンの次期総そう帥すいで。

　僕は、彼の将来を思うあまりに彼を拒きよ絶ぜつしてしまい。でも彼は、少し強ごう引いんなやり方で、自分が求められていることを僕に感じさせ、運命を信じさせてくれた。

　僕は、臨時採用講師から、正式な音楽教師としてこの学園に勤めることになった。

　そして……恋人になった鷹之と、こんな甘くて熱くてイケナイ生活を送っている。

　僕は秘密のバラ園のある学園の裏庭から、植物園の脇わき道みちに沿って歩く。植物園には、英国のキューガーデンを思わせるような優ゆう雅がなデザインの施ほどこされたガラス張りの温室があり、曇くもりガラスに南国産の巨きよ大だいな木々が茂しげっている影かげが映っている。そこから続くお洒落しやれなカフェでは、本格的な英国式のアフタヌーンティーを楽しむことができる。山の中にあるお坊ぼつちゃま学園として知られるこの学校には洒落たレストランやカフェがいくつもあるけど、植物園を見み渡わたせるこのカフェは鷹之たち生徒会役員（とオマケの顧こ問もん補ほ佐さの僕）のお気に入りの場所だ。

　植物園の脇道を抜け、前庭に出る。前庭には芝しば生ふが青々と広がり、その向こうには煉れん瓦がでできた立派な校門が見える。校門から校舎の正面まで続くアスファルトの道路。その両りよう脇わきにはポプラの木が真夏の朝の風に葉を揺ゆらし、煉れん瓦が敷じきの歩道に涼すずしげな影を落としている。

　煉瓦造りの大きな講堂、国内の学校の中でも有数の蔵書を誇ほこるという、石造りの立派な図書館、その後ろ側にある体育館までが見渡せる。

　校門の正面にそびえ立つ本校舎は、ヨーロッパの建物を思わせるような古めかしい煉瓦造り。

　石造りの大階段、古びた煉瓦の壁かべと白の窓まど枠わく。壁に伝うアイビー。

　威い風ふう堂どう々どうとした建物は、由ゆい緒しよ正しい私立伯鳳学園の歴史にふさわしい。

　ここは、お金持ちの子息が集まるのでも有名だけど、それだけじゃなくて、県内でもトップクラスの偏へん差さ値ちを誇る進学校だ。

　全国模試でも上位を独どく占せんするほどの優ゆう秀しゆうさで、教育界にもその名が知れ渡わたっている。

　基本的には全ぜん寮りよう制せい。交通の不便さもあって、ほとんどの生徒は学生寮に入る。教師用の職しよく員いん寮りようもあるから、僕はその一室を借りて暮らしている（歴史あるホテルのスウィート並みに設備が整っているすごい部屋だから……職員寮っていうイメージとはほど遠いんだけど）。

　こんなリッチな名門校の音楽教師をできるなんて、庶しよ民みんの僕には信じられないほどの幸運。

　しかも愛してる鷹之といつも一いつ緒しよにいられて……この学園での毎日はとても幸せなんだよね。
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　午前中だけだった授業が終わり、その後の終業式もなんとか無事に済み。

　私立伯鳳学園は、夏休みに突とつ入にゆうした。

　ほとんどの生徒がこの学園の寮で暮らしている。たいがいの生徒は長い休みには実家に帰省してそこで過ごすが、寮に残ることも許されている。

　俺は、学園の設備が整っていて不自由がないのと、自由な校風になれてしまった身体からだで一ヶ月半も堅かた苦くるしい篁の家で過ごすのはまっぴらなのと、何よりも涼音が部活動の関係で最後の数日間以外は実家に帰らないというので……俺も夏休みはほとんど家に帰らないことに決めた。

　篁家の総帥（俺の父親だ）から、「夏休みには一度帰ってこい」という命令が下っている。面めん倒どうなことになるのでそれには逆らわないが……ギリギリまで学園で過ごし、最後の一いつ泊ぱく二日くらいでお茶を濁にごしてやろうと思っている。

　……生徒がほとんどいなくなる学園内でなら、涼音と思う存分愛し合えるし……。

　思っただけで、身体が熱くなる。

　……今朝は、あんな顔をしておきながら逃げてしまったし。

　……夏休みいっぱいをかけて、うんとお仕置きしなければ。

　責任感が強く、教師という職業に生き甲が斐いを感じている涼音は、学校の就業時間をとても気にする。いつも、「もう授業が始まってるからダメ」だの、「まだ放課後じゃないからダメ」だの言って、俺の腕の中から逃げてしまう。

　土曜日は、最近顧問補佐を兼けん任にんするようになったオーケストラ部の練習で彼は忙いそがしいし、日曜日は、月曜の朝早くからの職員会議に遅刻しないために、彼は早く寝てしまう。

　だから、涼音と愛し合えるのは、ほとんどが平日。始業の鐘かねが鳴る前か、放課後を知らせる鐘が鳴った後。……しかし。

　俺は、さっき明るい陽光の下で見た、涼音の眩まばゆい裸ら体たいを思い出す。

　……夏休みに入ってしまえばもう、「授業が」という言い訳も使えないよ、涼音。

　俺の中に、甘く、獰どう猛もうな気持ちがわき上がる。

　……俺にとっては高校生最後の夏休みだ。たくさん思い出を作らないとな。

　……容よう赦しやしないで、思い切り楽しませてもらうことにしよう。

　思わず、フッと笑ってしまった俺に、

「楽しそうですね、篁会長」

　隣となりの席に座った男が言う。

　彼は、三年生の小山内おさない智とも彦ひこ。この学園の生徒会の副会長。

　茶色の目と髪かみをした、色気のある美形だ。しかしそのけだるげな雰ふん囲い気きとはうらはらなしっかりとした性格で、成績も優秀。会長である俺のサポートを完璧にこなしてくれている。

「これから一ヶ月半、授業がないんだ。高校生なら誰だれでも楽しい気分になるだろう？」

　言うと、彼はその端たん整せいな顔に可笑おかしそうな笑えみを浮かべて、

「そんな可愛かわいらしい理由ですか？　ハニーとの夏の甘い休日を想像していたのでは？」

　……さすが俺の右みぎ腕うで。すっかりお見通しだな。

　得意そうに眉まゆを上げる彼に、俺は何も言わずに肩かたをすくめてみせる。

　ここは、観察用の熱帯温室と渡り廊ろう下かでつながった、ガラス張りのカフェ。

　いつもは校舎内にある生徒会室で会議が開かれているが、終業式が終わってもう夏休み、せっかくの天気の日に部屋にこもるのはいやだという役員たちの要望で、このカフェに来ている。

　高い天てん井じよう。壁がなくガラス張りになっているために、隣にそびえ立つ温室の続きのように見えるが、熱帯の植物を育てるために高温多た湿しつになっている温室サイドに比べて、ここは冷れい房ぼうが効いていて別世界のように爽さわやかだ。

　伯鳳学園は、静岡県の山の中にある。

　山を下り、街に行くまでには車で一時間はかかる。しかも車を持っている教師ならともかく、山を下りるバスは多い時間でも三十分に一本、昼間は二時間に一本という不便さだ。

　しかし、この学園は財閥の鳳おおとり家が豊富な資金をつぎ込んでいるために、広大な土地を生かした贅ぜい沢たくな設備が整っている。

「僕、この学園に入学してくるまで、心配で仕方がなかったんですー。いくらお坊ちゃまたちが通う有名な進学校だからって、あんまり田舎いなかじゃ我慢できないかもって。でも……」

　同じテーブルにいる多た嶋じままことが、満足げな顔でミルクティーを一口飲んで、

「こんなに本格的な英国風のティータイムができるんだもん、この学園に来てよかったですー」

　小リスのような顔をした彼は、世せ田たが谷やに実家がある大金持ちの家の次男。二年生で、この学園の生徒会の書記をしている。

　テーブルの上には、軽めとはいえ、正式なアフタヌーンティーの準備が調ととのっている。

　三段積みにされた皿の一段目には、キュウリとスモークサーモンの薄うすいサンドイッチ。二段目には一口大のプチケーキ、一番上には小型のスコーンとクロテッドクリーム、それにジャム。

「これなんか、この近辺の山で採れたベリーを、ここのシェフが手作りでジャムにしたものらしいですー。こんなのを食べられるだけでも、この学園に来てよかったって思いますー」　>>>♥

　小山内が、くすくす笑って、

「多嶋くんは本当に甘いモノが好きだね。女の子みたいで可愛いなあ」

「あっ、小山内副会長だって、アフタヌーンティーセット三段積みにしてるくせにっ！」

「そういえばそうだね。アフタヌーンティーを食べて、夕食を軽くすませるのは、英国にいた頃ころからの習慣なんだ」

　彼は穏おだやかな声で言って、目に落ちかかった髪をかき上げる。

「どっちにしろ、よくそんな甘いモノが食べられるなあ」

　感心したように言ったのは、生徒会会計の村むら瀬せ直なお隆たか。高校三年とは思えないほど落ち着いた男で、とても頼たよりになる。……が……。

「だって、僕、体力ないから。甘いモノ食べてスタミナつけておかないと、いざと言う時に困るもん。村瀬先せん輩ぱいに押し倒たおされた時とか、ね」

　多嶋からウインクをされ、村瀬は真っ赤になっている。頼りになるはずの村瀬は、最近は恋こい人びとである多嶋の影えい響きようか、とみに三枚目になりがちだ。

　このカフェの一番の上席、奥まったソファは、いつからか生徒会専用のスペースになっている。ほかの生徒たちのテーブル席とは観葉植物で仕切られているので、少しくらいならきわどい冗じよう談だんも許されるが……。

「……あのお！　お話し中、もうしわけありません！　失礼しますう！」

　観葉植物の脇わきから覗のぞいた少年が、いきなり叫さけぶ。

　驚おどろいて目を上げると、彼は俺を見つめていきなりカアッと赤くなり、

「ああっ！　会長に、こんな近くでっ！」

　黄色い声を上げて、一番近くにいた多嶋に、

「……こっ、これっ！　お願いしますうっ！」

　破れそうに膨ふくらんだ紙かみ袋ぶくろを差し出す。多嶋は、慣れた仕草で受け取って、

「はーい。配っときまーす。ご苦労さまでーす」

　少年は、お願いします、と言ってから、もう一度俺を見て、きゃあーっ！　と叫ぶ。そして、逃にげるようにそのまま走り去る。観葉植物の向こうから、篁会長に見つめられちゃったあっ！　と言っている声。そのまま姦かしましい集団が、カフェから出ていく。

「……あんな声を出されたら、誰でも何事かと思って見ると思うが……」

　俺がため息をつくと、多嶋が、

「彼の夢を壊こわしちゃいけません！　彼はあの一いつ瞬しゆんだけで、一ヶ月は幸せに浸ひたれるんですから。これも学園の生徒会役員の務めですよ！……さて」

　彼は紙袋の中から、手紙の束を一ひと摑つかみ取り出して、

「本日のファンレター、分配しまーす。……篁会長、篁会長、小山内副会長、篁会長……」

　言いながら、トランプでも配るようにテーブルの上に手紙を積み上げていく。

「ああーっ、ナマイキに、村瀬先輩にファンレターを出したヤツがいる！　僕の恋人と知っての狼ろう藉ぜきかぁっ？」

　彼は手紙の裏を返して差出人を確かく認にんし、

「隣のクラスの館たて林ばやしかっ！　どうも最近突つっかかってくると思ったら！　夏休みが終わったら早さつ速そく対決してやるっ！」

　拳こぶしを握にぎりしめている。村瀬が、慌あわてたように、

「やめなさい、まこと。俺はその館林くんという子は顔も知らないし……」

「それでもねえ～……」

　言いかけた多嶋が、ふと口をつぐむ。

「どうした、まこと？　何か……」

「……しっ」

　言いかけた村瀬を、多嶋は口の前に立てた人差し指で黙だまらせる。

　カフェのドアが開いた音がして、話しながら数人の生徒が入ってきた声が聞こえる。

「……だーからあ、海水浴大会に行けば、涼音先生の半はん裸らの写真が手に入るだろう？」

　観葉植物の向こうから聞こえてきたその言葉に、俺も思わず耳をそばだてる。

「……海水浴大会に行ったら絶対に水着になるし。それをさりげなく写真に撮とって……」

「……うっそだろうっ？　涼音先生の水着写真、欲しすぎる～っ！」

　俺たちは、思わず顔を見合わせる。

　……涼音の水着写真？

「涼音先生、脚あしとかも細いしなあっ！　真っ白な内うち腿ももとか見たら、おれ、鼻血噴ふくかもっ！」

「涼音先生、肌はだが真っ白だし……乳ち首くびとか、きっと、きれーなピンクだぞっ！」

「おおおーっ！　絶対そうだっ！　たまらないーっ！」

　……涼音の乳首、だと？

　俺の頰ほおが思わずピクリと引きつる。

　俺だけが知っている、涼音のしなやかな裸体。ふわりとしたミルク色の肌。

　彼らが想像したとおり、涼音の胸の飾かざりは淡あわいヴァージンピンクで、しかも小さくて甘い果実のように可愛らしくて、尖とがってしまったところは食べてしまいたくなるほど美味おいしそうで……。

　俺は拳を握りしめて、心の中で叫ぶ。

　……俺以外の男に、見せてたまるか……！

「しかもそんな写真が手に入ったら、どうする？　一ヶ月は夜のオカズに使えるだろ？」

「うおおおーっ！　もう実家なんかに帰ってる場合じゃないっ！」

「そうそう！　絶対に海水浴大会に参加しないとっ！　参加申込書、さっさと書こうぜ！」

　俺はため息をついて立ち上がる。

　……隠かくれて知らぬふりをしていてもいいが、盗ぬすみ聞きは趣しゆ味みではないし、それに……。

「話の邪じや魔まをしてすまないが……」

　言いながら、観葉植物の陰かげから出る。

　カフェの入り口近くにいた四人の生徒が、顔を引きつらせて目を見開く。裏返った声で、

「たっ、篁会長っ！」

　レジメンタルタイとブレザーの洒落しやれたこの学園の制服がいかにも似合わない、本当に高校生？　というほどゴツい体たい軀くをした……たしかラグビー部の二年生たちだ。

　……放っておいたら、発情して、涼音を抱かかえて浜はま辺べから逃げていきそうだ。

　少し脅おどしておくか、と思った俺は、

「海水浴で写真を撮ることは、別に校則違い反はんではない。しかし、無断で他人の写真を撮るのは、あまり紳しん士し的ではない。相手に失礼にあたる場合もある」

　俺は、固まってしまった彼ら四人の顔を、長すぎるほどの時間をかけて、順々に眺ながめやってから、

「紳士的でないやり方は、この私立伯鳳学園の校風とは合わない。そうだろう？」

「……はっ、はいっ……」

　四人は怯おびえきった顔で、コクコクとうなずいている。

「わかってくれたのなら結構。もし、真宮先生の水着姿の写真を隠し撮どりしたいと言っている生徒がほかにもいたら、伝えてくれないか？」

「なっ、なんでしょうか？」

「ご本人の許可なしに真宮先生の写真を撮らないこと。先生に対して失礼にあたるからね」

　俺は、わざとにっこりと、満面の笑えみを浮うかべてみせて、

「尊敬すべき先生に失礼なことをするような生徒は、この学園にはふさわしくない。……君たちも、そう思うだろう？」

　口元の笑みはそのままに、しかし目では本気で睨にらんでやると、四人はサアッと青ざめて、

「おっ、思いますっ！　そのとおりですっ！」

　彼らは叫んで、テーブルの上に広げてあった海水浴大会の申込書を慌ててまとめると、

「しっ、失礼しますっ！」

　口々に言って、カフェから走り出ていく。俺の背中に向かって、副会長の小山内が、

「今年は、例年になく、寮りように残りたがる生徒が多い。何かあると思ったんですよ」

　ため息をついて言う。村瀬が、

「そういえば、帰省届は来週のアタマからに集中しています。みんな、今週末の海水浴大会に参加してから帰省する気だったんですね。去年の夏休みの時は、終業式が終わったらみんなすぐ帰省、今いま頃ごろの時間はもう学園内はガラガラって感じだったのに」

「彼らだけを注意してもムダですね。参加を希望した生徒のほぼ全員はそれが目的でしょう」

「たしかに」

　小山内の言葉に、俺は深いため息をつく。村瀬が困った声で、

「せっかく無事に夏休みに突とつ入にゆうしたと思ったら、また事件の予感ですね。まさか真宮先生が、海水浴大会なんかに出席を希望しているとは」

　海水浴大会というのは鳳学園長が単なる趣味で開いている夏休みの行事だ。彼とその取り巻きくらいしか毎年参加しないので、すっかり忘れていたのだが……。

「油断しましたねえ。あの学園長が、真宮先生の水着姿を見たがらないわけがなかったです～」

　多嶋が言って、頭を抱える。俺は、怒いかりを必死で抑おさえながら、

「信じやすい真宮先生は、きっと『全員参加の年中行事で』などとだまされて、出席希望の書類を書いたに違ちがいない。……あの学園長、一度きちんと思い知らせないと……」

　思わず呟つぶやくと、村瀬と多嶋がヒッと息をのみ、小山内が楽しそうに笑って、

「あの学園長にそんなことが言えるのは、学園広しといえども、生徒会長のあなた一人ですよ」

　ここは、学園長の一族が運営する学校なだけに、教師陣じんもほとんどが学園長には逆らえない。そしてオレ様でマイペースな学園長の、ほとんど言うがままになっている。

　俺がいる篁家はこの学園に多額の寄付をしているし、篁の一族と鳳の一族は古い付き合いだ。そのうえ俺は、時として教師よりも多大な権力を与あたえられる、この学園の生徒会長。

　だから逆に、学園長に対してできるだけ意見はしたくないのだが……。

「涼音に関しては、妥だ協きようできない。しかし、今回は今さら学園長に抗こう議ぎしてもムダかな？　涼音が本当は海に行きたくない……などというのならば別だが……」

　多嶋が、そういえば、と顔を上げて、

「涼音先生、『このへんに綺き麗れいな海水浴場があるの？』とか、『山を下りれば綺麗な海があるって聞いたし、いいところだよね』とかって、最近よく楽しそうに海の話を……」

「ああ、おれも聞かれました。どうやら、涼音先生は楽しみにしてしまっているようですねえ」

　村瀬も言って、ため息をつく。小山内が、

「海水浴大会の後、涼音先生の水着写真が闇やみ取とり引ひきされることは言うまでもないでしょう」

「このままじゃあの天使みたいな真宮先生の裸はだかが、全校生徒の一人エッチのオカズに……っ！」

「まこと。そこまで露ろ骨こつに言わなくてもいいから……」

　顔を赤くして言う村瀬に、多嶋はムキになったように、

「だってそうじゃんっ！　この学園にはプールがないし、なんとか無事に夏を乗り切れるかと思いきや、こんなところに落とし穴があるなんてっ！　真宮先生～っ！」

　涼音の大ファンである彼は、頭を抱えて苦く悩のうのポーズになる。そして横目で俺を睨み、

「でも、生徒会長。恋こい人びとであるあなたが把は握あくしてないなんて、手て抜ぬかりで……っ！」

「まこと！」

　村瀬が困った声で叫さけぶ。副会長の小山内は、多嶋に賛成です、という顔で俺を見て、

「こうなったら、真宮先生がその肌をさらさないように、彼が泳ぐことを妨ぼう害がいするしかありません。海水浴にカメラ持参禁止なんてことはできませんし。真宮先生が脱ぬいだら、絶対に写真を撮られるでしょう。しかもその写真が高値で取引されることは必至です」

　俺はまたため息をついて、

「わかった。真宮先生が、みんなの前で脱がないように、妨害しよう」

「せっかく海に行っても泳げないなんて、真宮先生、ちょっと可哀かわい想そうですけどね～」

　同情するような多嶋の声。ふとある考えが脳のう裏りをよぎった俺は、

「大だい丈じよう夫ぶ、彼には、誰だれにも見られないところで泳いでもらえばいいんだ」
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「真宮せーんせい♪」

　職員室のデスクの脇わきに立った誰かが、浮かれた口調で言う。

　僕は、「また来た！」と思いながら書類から目を上げずに、

「……吉よし村むら先生。なんでしょうか？」

「冷たいなあ。顔くらい上げてみせてよ」

　言いながら僕のデスクの脇にしゃがみ込み、僕の顔を下から見上げる。

「……ああ、真宮先生、いつ見ても本当にお美しい」

　甘ったるい声で囁ささやかれたその言葉に、僕は深いため息をつく。書類の挟はさまったファイルを、バフン！　とわざと勢いよく閉じる。それから彼の顔を睨み下ろして、

「ご用はなんでしょうかっ？」

　言うと、彼は懲こりずにうっとりした声で、

「……ああ、怒おこった顔もまた麗うるわしい。あなたはまるで咲さきかけの一輪のバラ……」

「さて、と。僕は寮に帰りますので失礼します」

　僕は、彼のフザケた言葉を無視してイスから立ち上がる。

　彼は吉村徹とおる先生。この学園の生物教師で、僕の先せん輩ぱいにあたる人だ。

　黙だまってればモテそうなハンサムなのに、性格は妙みようにカルくて、僕は初めて会った日に、もういきなり口説かれた。もちろん彼独特の冗じよう談だんだったんだけど、そういう冗談に慣れていない堅かた物ぶつの僕は、最初からけっこう面めん食くらってしまった憶おぼえがある。

　……彼の冗談は軽く受け流していいんだって、最近やっと解わかったんだよね。

「真宮先生～！」

　吉村先生はしゃがんだ姿勢のまま僕を見上げて、情けない声を出す。

　なんだか可哀想になって、相手をしようとした僕に、

「相手はしなくてオッケーです。私を差し置いて真宮先生を口説こうなんて百年早い」

　後ろから聞こえた低い声。振ふり向くと、そこには養護教きよう諭ゆの天あま瀬せ直なお貴き先生が立っていた。

　ハンサムな顔、逞たくましい身体からだを高そうなスーツに包み、その上に白衣を羽織っている。彼は、女性ならクラクラしてしまいそうな強きよう烈れつな流し目を僕に送って、

「ところで……明後日あさつての学園長主しゆ催さいの海水浴大会。真宮先生は出席なさいますよね？」

「……え？　ええ」

「本当ですかっ？」

　吉村先生と天瀬先生の声が綺麗にハモる。僕は、

「え？　だって強制参加なんですよね？　学園長がそうおっしゃっていましたけど？」

「もちろん、強制参加ですよ！」

　驚おどろいている僕の手を、天瀬先生が妙に嬉うれしそうな顔で持ち上げ、そのままギュッと握にぎって、

「いやあ、楽しみですよ、真宮先生！」

　床ゆかにしゃがみ込んでいた吉村先生が立ち上がり、天瀬先生の手から僕の手を奪うばって、

「俺も、とっっっても楽しみですよ、真宮先生！」

「……は、はあ……」　>>>♥

　僕は、よく解らない二人のハイテンションに呆あつ気けにとられてしまいながら、

　……なんだろう？　生徒たちとみんなで行く海水浴が、そんなに楽しみなのかな？

　……まあ、僕もたしかに海に行けることで、ちょっとはワクワクしてるんだけど……。

「僕も楽しみにしていますけど……」

　言うと、二人は意味不明の喜びの声を上げる。それから吉村先生が、

「新しい水着を買わなくては！　真宮先生、俺の水着姿に期待していてください」

「あなたの水着姿など誰も見たがりませんよ、吉村先生。さて、私も新しい水着を買いに、これから街の方までドライブしようかな？」

　天瀬先生が、僕の方を振り向いて、

「……あなたの水着姿なら、全校生徒が見たがっています。これから、街まで行きませんか？　このへんは田舎いなかだけれど最近は観光客も多いので、海沿いには洒落しやれた店がたくさんできたんですよ。いいレストランを見つけたので、できれば夕食をご一いつ緒しよに……」

　その強烈な流し目に、僕は鼻白みながら、

「い、いえ、水着なら学生時代のものがありますし……」

「それなら、食事だけでも」

「あっ、天瀬先生！　抜ぬけ駆がけは禁止です！　真宮先生、それなら俺とこれから食事を」

　身を乗り出してくる天瀬先生と吉村先生のテンションに、僕は思わず後ずさりながら、

「ええと……夏休みにオーケストラ部に外部講師の先生がいらっしゃるので、その準備で忙いそがしいんです。だから……遠えん慮りよしておきます」

　残念だ！　と二人の声がハモる。二人は口々に、

「それなら新しい水着で、差をつけさせてもらいますよ、天瀬先生。真宮先生は俺の若い身体にメロメロになるはずです」

「差をつけるのはこちらの方ですよ、吉村先生。真宮先生は私のセクシーな身体を見て、惚ほれ直すはずです」

　二人は牽けん制せいし合うように睨にらみ合ってから、僕の方を振り向き、

「期待していてください、真宮先生！」

　声を揃そろえて言い、先を争うようにして職員室から駆かけ出していく。

　僕はその後ろ姿を見送りながら、ため息をつく。

　……男の僕に気があるようなことばっかり言って……二人とも冗談がきついなあ。

　……いつも僕の前では言い争ってばかりだし。

　……でも……。

　二人がいちいち声を揃えていたことを思い出して、僕は一人で噴ふき出してしまう。

　……あの二人、けっこういいコンビなんじゃないかなあ？
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「……海かあ」

　僕は、クローゼットの引き出しの奥から、水着を引っぱり出しながら呟つぶやく。

　学園は山の上にあるけど、山を下りていくとそこには綺き麗れいな海岸が広がっている。

　もしかして海水浴に行く機会もあるかも？　と思って、水着を持ってきておいてよかった。

　音大時代、体育の授業のために慌あわてて買った、地味な水着だけど。

　……まあ、僕の水着姿なんて誰だれも見ない。適当な水着でオッケーだろう。

「プールは授業で入ってたけど……海なんて、子供の頃ころに行ったきりだなぁ」

　父さんがまだ忙しくなくて、母さんがまだ元気だった頃、一度だけ、海に連れていってもらったことがある。子供だったからどこの海だったのか解らないけど……岩に囲まれた真っ白な海岸がとても美しかったことだけは憶えてる。

　あの蒼あおい海を思い出すだけで、胸がきゅっと痛くなる。

「……ちゃんと名前を憶えていたら、もう一度行けたかもしれないけど」

　母さんが亡なくなり、父さんが海外での音楽活動を主にするようになってから、僕は父さんの兄夫ふう婦ふ、僕にとっては伯父おじさん、伯母おばさんにあたる人たちの家庭で育った。

　二人は別々の学校で教師をしていて、だから長い休みの間でも、なんだかんだとそれぞれの学校の仕事に追われていて。だから、あまり長期にわたって家を空けるなんてことはできなかった。

　友達と一緒に近所のプールに行った憶えはあるけど、僕は身体が弱かったから、ちょっと腰こしが引けてしまってあまり頻ひん繁ぱんに、じゃなかった。

　大学生になっても、伯父さんと伯母さんは僕が泊とまりでどこかに出かけることを許してくれなかった。女の子じゃないのに、って思ったけど、僕はピアノに夢中だったから、遊びに行くことにまで考えが及およばなかったし……。

　……だから、特に不満も感じなくて。

　コンコン！

　ドアを叩たたく音に、僕は現実に引き戻もどされる。

「……はい！　鍵かぎ、開いてます！　どうぞ！」

　ドアに向かって叫さけぶと、ノブがカチャリと回り、ドアが開いて……。

「鍵はかけなきゃダメだって、いつも言ってるだろう？」

　そこに立っていた背の高い人物を見るだけで、僕は思わず赤くなってしまう。

「……鷹之」

「入っていい？　少し話があるんだけど」

　うなずくと、彼が部屋に入ってきて、後ろ手にドアを閉める。そのまま条件反射みたいに彼が鍵をかけたのを見て、僕はアセって、

「ま、まさか鍵をかけなきゃいけないようなことをするつもりじゃ……」

　彼は一いつ瞬しゆんきょとんとした顔をしてから、ぷっと噴き出し、

「それは、俺を誘さそってるんですか、真宮先生？　リクエストとあらばいくらでも……」

「ちっ、違ちがうってば、もう！」

「それはいいとして。学園長主催の海水浴大会には、あなたも参加……」

　言いながらリビングに入ってきた鷹之は、僕の手の中の水着に目を留め、

「……やはり、参加する気のようですね」

　なんだか憂うれうようなため息をつく。僕は、なんだろう、と思いながら、

「うん。すごく楽しみなんだ。海じたい、すごく久しぶりだし。……何？　何か問題が？」

　言うと、彼はその形のいい目で僕をちょっと睨んで、

「この学園の中には、あなたを狙ねらってるオオカミが、山のようにいるんだからね。みんなの前で水着姿になったらだめだよ、涼音」

　なんだか怒おこったみたいな声で言われて、僕は驚おどろいて、

「どうして？」

　聞いてしまってから、僕はちょっと赤くなって、

「僕は君みたいに逞たくましくないし、こんなナマっ白ちろい身体からだ、明るいところでなんか見たくないかもしれないけど……」

「そうじゃなくて。みんながどんなに涼音の裸はだかを見たがっているか……知ってる？」

「えっ？」

「夏休み中、しかも、学園長主しゆ催さいの男ばかりの海水浴大会なんか、毎年誰も参加者がいないんだ。海に行きたければバスに乗れば好きなだけ行けるんだから。だから参加するのは、学園長と、それに学園長に密ひそかに憧あこがれてるファンの子たちくらいだったはずなのに……」

　その言葉に僕は目を丸くして、

「え？　だって学園長が、海水浴は強制的に全員参加するモノだって……」

「それは噓うそ。だまされたね、涼音」

「ええっ？　いつもは強制参加じゃないの？　じゃ、なんで今年に限って……」

　言うと、鷹之は手を伸のばし、長い指でチョン、と僕の鼻の頭をつついて、

「あなたのせいだよ。学園長はあなたの水着姿を見たくて、そんな噓を言ったんだろう。しかもあなたが参加すると聞いて、生徒たちがどんどん参加を希望しているんだ」

「僕が？」

「生徒たちは大おお騒さわぎだよ。あなたの水着姿が見られるって」

「ええっ？」

「だから……みんなの前では、裸になるのは禁止」

「ええええっ？　それじゃ、海水浴にならない！　そんな命令は聞けないからね！」

「でも、涼音の身体を、ほかの男なんかに見せたくないんだ」

　なんだかムキになったような口調。彼は大だい富ふ豪ごうの御おん曹ぞう司しで、成績優ゆう秀しゆうで、将来を嘱しよく望ぼうされていて。だけど、なんだか……、

「鷹之。そんなこと言って、子供みたい」

　思わず噴き出してしまってから、鷹之の顔に気づいて、僕は言ったことを後こう悔かいする。

　彼はそのハンサムな顔に、すごーくイジワルな笑いを浮うかべて、

「そんなことを言う人には、俺がいかにオトナかをきちんと証明しなければ」

　彼の腕うでが、僕の身体をがっちりと捕つかまえる。いきなりシャツのボタンを外されて……。

　驚いてる間に、彼の顔が僕の胸に下りる。乳ち首くびのすぐ脇わきに、彼の柔やわらかい唇くちびるが触ふれ……、

「や、ああ……ん！」

　チュウッと強く吸い上げられたら、彼のキスに慣らされた僕の身体はピクンと震ふるえてしまう。

「……うん、これならみんなの前で裸にはなれないですね」

　満足げな視線を追って目を落とすと……僕の乳首の脇にはくっきりとキスマークが……。

「……ああーっ！　信じられない、こんなことするなんてっ！　やっぱり子供みたい！」

　思わず叫んでしまった僕は、そのまま鷹之に押し倒たおされ……彼がいかにオトナかを、さらに証明され……。
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「真宮先生！　どうして脱ぬがないのかな？」

　鍛きたえられた筋肉質の身体にビキニの水着。サングラスできっちりキメた学園長が、楽しそうに僕に言う。

「海に来てまで長なが袖そでシャツじゃ、夏の気分が味わえませんよ！」

「ええと……水着になりたいのはやまやまですが……」

「それなら脱ぎましょう、真宮先生！」

「そうそう！　それじゃ暑いでしょう？　恥はずかしがらずに脱ぎましょう！」

　これも派手なビキニの水着でキメた吉村先生と天瀬先生が、口々に言う。

「先生！　一いつ緒しよに泳ぎましょうよー！」

　取り囲んできた生徒たちにまで言われて、僕は、

「いや、一緒に泳ぎたいのはやまやまなんだけど……」

　僕はいちおうトランクス型の水着を着ていたんだけど、上にはしっかり長袖の綿シャツを羽織っている。

　……だって、こんなキスマークが山のようについた身体を、他人ひと様さまには見せられないよ！

　……もうっ！　鷹之ったらっ！

「どうしたんですか、先生？　恥ずかしいの？」

「可愛かわいすぎるっ！　顔赤くしちゃってっ！」

　……可愛いなんて言われるのは……教師としてどうなのかなあ……？

　なんだか悩なやんじゃう僕の耳に、

「先生はシャイなんだから。みんなでイジメちゃだめですよ」

　笑いを含ふくんだ声。人ひと垣がきをかき分けてきたのは、生徒会副会長の小山内くんだった。

　助かった、と思った僕に、小山内くんは片目をつぶって、

「もしかしたら……脱げない理由があるのかもしれないし？」

　まわりの生徒たちが、

「なんなんですか、先生？」

「まさかっ、キスマークがあるとかっ？」

　……うっ……！

　図星を指されて僕が思わず息をのむと、小山内くんが楽しそうに笑って、

「そうじゃなくて。陽ひに灼やけたくないんでしょう、先生？」

「え？」

　そういえば、小山内くんもしっかり長袖のシャツを着こんでいて……、

「僕もどっちかというと色が白い方だから、わかりますよ。先生くらい真っ白な肌はだをしてると、陽に灼けると真っ赤になって痛いでしょう？」

　言いながら、被かぶっているキャップを目ま深ぶかに引き下げる。

　僕を取り囲んでいた面々は、なあんだ、と口々に言ってほっとしたようにため息をつく。

　……そういえばそうだ。

　この学園では校舎と寮りようの行き来ばかりだったからすっかり忘れてたけど……毎年、真夏に長時間屋外で過ごしたりすると、肌が赤くなって火傷やけどしたみたいに痛くなるんだった。

　……なんか、今もちょっと、鼻の頭がひりひりしてきたかも？

「先生」

　後ろからした声に振ふり向くと、そこにはどこかに姿を消していた鷹之が立っていた。

「これを」

　彼が僕に差し出したのは、海の家で売っていそうな麦むぎわら帽ぼう子しだった。

　可愛いリボンなんかついていないのがまだ救いだけれど、大きさがだいぶ小こ振ぶりで、まるで夏休みの子供がかぶっていそうな……、

「えっ？」

「頰ほおが少し赤くなっています。日射病予防のためにもかぶった方がいいです」

　彼が言いながら、僕に麦わら帽子を差し出す。僕はそれを受け取りながら、

「子供じゃないんだから！　それにこの帽子、小さすぎないかな？」

「そんなことはないと思います。かぶってみてください」

「でも子供用じゃない？　この大きさ。きっと入らなくて……」

　僕は言いながら、帽子を頭に載のせ……るつもりが、すぽっとそれは頭にはまってしまう。

「あれ？」

「ぴったりでしょう？」

　鷹之がちょっと自じ慢まんげに言う。

　その目は、なんだかからかうような色を浮かべて、僕の身体の上を一往復する。

　その、あなたの身体のことなら隅すみ々ずみまで知ってます、とでも言いたげな顔に、僕は赤くなる。

　……うっ、高校生のくせに、教え子のくせに、そんなセクシーな目で教師を見るなんてっ！

　思うけど、生徒の視線だけで赤くなっちゃう僕の方が……教師として問題かも……。

「先生、アタマ小さいっ！」

「それ、子供用じゃないのかなあ？」

「なんか可愛いー！　夏休みの子供みたい！」

　生徒たちに言われて、僕はちょっとムキになって、

「こら、先生に向かって子供みたいなんて言うんじゃない！　篁くん！　これってちゃんと大人用だよね？　子供用にしては大きすぎる！」

　鷹之を見上げると、彼はますます可笑おかしそうな顔になって、

「ええと……中学生用と書いてありました」

　真っ赤になった僕を見て、生徒たちが笑う。

　……夏だし、海だし、開放的になって教師をからかってもかまわないんだけど……。

　……僕だと、教師とはいえ、威い厳げんなさすぎてシャレにならない……。

「さて、先生。泳げない上に陽ひ灼やけもできない。浜はまにいてもつまらないでしょうから……」

　彼は、岩場の向こうの方を指さして、

「俺も付き合いますので、海岸沿いを散歩に行きましょう」

　周りの生徒たちが悲鳴のような声を上げるけど、鷹之に睨にらまれると、慌あわてて口をつぐむ。

　僕は、小山内くんを振り返って、

「小山内くんも水に入らないんでしょう？　一緒に行く？」

　言うと、小山内くんは、とんでもない！　というように慌ててかぶりを振って、

「邪じや魔まをしたら、生徒会長に、あとでヒドイ目に……」

「え？」

「いえ。僕は木こ陰かげで本でも読んでいますので」

　にっこり笑って、感謝してね、とでも言いたげな目で鷹之の方を見て、そのまま踵きびすを返す。

「さ、行きましょうか、先生？」

　鷹之が、さりげなく僕の肩かたを抱だく。　>>>♥

　生徒たちが、うわーっ、と叫さけんだのを聞いて僕は真っ赤になってその腕うでの中からすり抜ぬけて、

「ええと、誰だれか一緒に行きたい人……」

　言うけど、みんなはまず鷹之の方を見て、それから、遠えん慮りよしておきます、と言う。

　僕はみんなの視線を追って鷹之の顔を見上げ……こんな怖こわい顔で睨まれたら誰もついてこないよね、と道連れを探すのをあきらめる。

　　　　◆

　鷹之は、僕の手を引いて砂すな浜はまを歩き……海に突つき出した桟さん橋ばしにつれていってくれた。そこには知り合いに前から頼たのんであったっていう、小さなボートがつないであって。

　ボートといっても海遊びに使うビニールボートじゃなくて、オールがついている、レスキユーにも使えそうなしっかりとしたゴムボート。

「この近所にはうちの別べつ荘そうがあるので、知り合いも多いし、けっこう詳くわしいんです」

　鷹之は、器用にオールを操あやつり、岩場沿いにボートを進めながら言う。

「へえー」

「地元の人間しか知らない、面おも白しろいところにご案内します」

「へ？」

　鷹之が指さしたのは、ボートじゃないと入れない位置にある岩場に開いた裂さけ目みたいな穴。

　幅はばはこのボートがやっと入れるくらい。しかも高さは……、

「水面ギリギリじゃない！　入れないよ！」

「イタリアの、青の洞どう窟くつに行ったことはありますか？」

　言われて、僕はかぶりを振って、

「ない。でも内部の写真なら見たことあるよ。洞窟の入り口から光が中に射さし込んで、光線の加減で水が真っ青に見える、あそこだよね？」

「ええ。あの青の洞窟の入り口も、とても狭せまくて、ボートに伏ふせて内部に入るんですよ」

「えっ？　そうなの？」

「その要領で、ボートに頭を伏せて入ります」

「待って、待って！　僕、暗いところは……」

　……そう、僕は雷かみなり恐きよう怖ふ症しようの上に暗い場所にはけっこう弱いし……。

「それに、僕はいいけど、漕こいでる鷹之が頭を……」

　怯おびえながら言うと、鷹之は僕に片目をつぶってみせて、

「大だい丈じよう夫ぶ、涼音のためなら多少頭をぶつけても……」

「ダ、ダメだよ！　危ないからやめようよっ！　ねえ、Ｕターンしてっ！」

　僕は焦あせるけど、鷹之はそのままオールを操って、ボートはどんどん洞窟に近づき……、

「頭を下げてください、涼音」

　鷹之は肩かた越ごしに後ろを見ながら、力強くボートを漕いでいる。

「ダ、ダメだよっ！　危ないからっ！　止めて止めてっ！」

　僕は言うけど、船は静かな海面を勢いをつけて進み、とても止められる状態ではなくて……、

　鷹之の後頭部が岩場にぶつかりそうになり、僕は思わずボートの上で半分立ち上がる。

「涼音！　立たないで！」

「鷹之、危ないよっ！　鷹之が頭をぶつけるくらいなら、僕がっ！」

　彼の頭を抱かかえ込もうとした僕は、勢いよく後ろに押されて驚おどろく。

　鷹之に抱だきしめられたままボートの底に仰あお向むけに倒たおれ、麦わら帽子がふわりと脱ぬげる。

　鷹之の肩越しに見える、青い空、そして僕らの上を通り過ぎる岩の壁かべ。

「……あっ……通れた……」

　言うと、鷹之は怒おこった声で、

「ボートの上では立ち上がらない。それに『鷹之が頭をぶつけるくらいなら僕が』って、どういうこと？」

「だ、だって、僕は君の先生なんだよ？　生徒がケガをするくらいなら自分が……っ！」

　思わず叫んだ声が、洞窟の中にこだまする。

「まったく……」

　鷹之は大きくため息を吐はき出し、それから僕の身体からだをキュウッと抱きしめて、

「……あなたと俺は、先生と生徒である前に、恋こい人びと同士なんですよ？」

「……あ……」

「あなたがケガをするところを見ていられるわけがないでしょう？　無む茶ちやしないでください」

　心底ほっとしたような声で言われて、僕の心がキュッと痛む。

　……そういえば、あのまま立ち上がっていたら、ボートが転てん覆ぷくして二人とも海に落ちる、なんて事態にもなりかねなかったんだ。

　……僕がパニックにならなければ、きっと危ないことになることもなくて……。

「……ご……ごめん……僕……ちょっと怖くて……」

「頭をぶつけることが？」

「あと、暗いところに入るのが。だからちょっとパニクっちゃって……」

「ああ、そういえば、真っ暗なところが怖いんでしたね」

「……う……」

　言われて、僕は自分が今どこにいるかを思い出してしまう。

　洞窟の中は真っ暗だった。明るい太陽の下にいたせいで、ほとんど視界が利きかない。

「洞窟なんかに誘さそって悪かったかな？……今も、怖い？」

　言って、優やさしく抱きしめてくれる腕。

　ボートが水面を滑なめらかに進む感覚と、僕を抱きしめてくれている彼の身体だけを感じる。

「……あ……」

　僕の中にあった微かすかな怯えが、少しずつ消えていく。

　薄うすい布越ごしの彼の体温。のしかかる格好で押しつけられた、水着に包まれた彼の下腹。そして絡からみ合う二人の脚あし。

　彼のしなやかな脚の筋肉の感かん触しよくに、僕の身体の奥がトクンと疼うずいた。

　怯えの代わりに僕の身体に走ったのは……、

「……こ……怖くないよ。だから……もう、放して……」

「どうして？」

「……ええと……そろそろ漕がないと、どこまで流されるかわからなくて危ないし……」

　僕が赤くなりながら言った時、身体に軽い振しん動どうが伝わってきた。洞窟の入り口と反対側の壁にボートが軽くぶつかって、そのまま跳はね返ったらしい。

「そんなに広い洞窟じゃない。それにここにはほとんど人が来ないし、このまま漂ただよっていても大丈夫だよ」

「……あっ……だけど……」

「だけど、何？」

　腰こしに彼の手がまわり、ぐっと引き寄せられる。

　彼の身体に自分の下腹がグリッと当たる感触に、僕はカアッと真っ赤になった。

　……なっ、なんでこんな場所で勃たっちゃってるの、僕……？

　……しかも、恋人とはいえ、年下の、しかも自分の教え子に欲よく情じようしちゃうなんて……！

「だめ、放しなさい、篁くんっ！」

　思わず叫ぶと、鷹之はなんだかすごくイジワルに笑って、

「どうしたんですか、真宮先生？」

　身体の間に滑すべり込んできた手。逃にげる間もなく、僕の屹きつ立りつが手の中に捕とらわれてしまう。

「……ここが……」

　言いながら手を微かに動かされただけで、硬かたくなった欲よく望ぼうがまたドクンと熱を持つ。

「……あっ、だめっ……」

　かぶりを振ふって逃げようとする僕を、彼は容よう赦しやなく抱き留め、またキュッと握にぎりしめて、

「……こんなに硬くなっていますよ？」

　そこから走ったあまりの快感に、僕は思わず息をのむ。

「……くぅ、んっ！」

「気持ちいい？」

　耳元で囁ささやかれたら、身体が痺しびれて動けなくなってしまって……。

「……よくな、い……放しなさい、篁、く……」

「二人きりの時に、先生ぶってそうやって名字で呼んだら……」

　言いながら、握りしめた手をクッと動かされて、僕の身体が反り返ってしまう。

「……あぁっ……」

「……名字で呼んだら、こうしてお仕置きですよ？」

「ダメ……生徒である篁くんが、先生の僕にそんなことをしたら……」

「……ほら、また、そんなこと……」

　言いながら、水着の布越しに、屹立を巧たくみに愛あい撫ぶされる。

　そこから走った快感に、脚に力が入ってぐんっと伸のびてしまう。

　濡ぬれた足の裏がボートの底を滑って、キュッと音をたてる。

「……あっ、ああんっ……やめなさ、篁く……」

「そんなに可愛かわいい顔をして、本当に強ごう情じようなんだから。それともお仕置きをされたくてわざと言ってるの？」

「……あっ、ちがっ……！」

「そうなんだね？」

　彼の指が僕の水着の中に、そっと滑り込んでくる。

「……ああっ……ダメぇっ！」

「ダメ？」

　イジワルに囁きながら、彼の滑らかな指先が、僕の先せん端たんを丸く撫なでる。

「……ああ……ぅっ……！」

　トロリ、と溢あふれさせてしまった透すき通った蜜みつを、彼の指がゆっくりとすくい上げて、

「もうこんなに濡らしてしまって。あなたは本当にエッチな先生だ」

「……あっ……ちがっ……」

「違ちがわないよ。その証しよう拠こに……」

　感じやすい先端に蜜を、ヌル、と塗ぬり込められて、僕の足が勝手に突つっ張ぱってしまう。

「はあっ……あぁんっ！」

　濡れた足の裏と船底の板の擦すれる、ギュウッという音がなぜかとても淫いん靡びな感じ。

　僕が動いたせいで、ボートが、不安定に揺ゆれる。

「……やあっ、放して、こわ……」

「怖こわくないよ。これくらいじゃひっくり返らないから。……俺の指だけを感じて」

　摑つかまるもののない不安感、暗くら闇やみに遮さえぎられた視界。

　そう言われたら、なんだかますます彼の指だけをリアルに感じてしまって……、

「……んっ！」

　僕の屹立を、トロリと蜜が流れ落ちてしまう。

「……ほら。またこんなに溢れさせた」

　それを側面に塗り込められて、僕の脚が空に跳ね上がる。

「……ああ、んっ……」

　身をよじらせて逃げようとする僕の水着を、彼の手が容赦なくはぎ取ってしまう。

「……やっ、ダメ……っ！　水着がないと帰れないってば！」

「あとで返してあげますから。おとなしくしないと、ボートが転覆してしまいますよ？」

「……うっ……」

　硬こう直ちよくした僕のシャツのボタンを、彼の指がゆっくりと外していく。

「……あっ、もうダメっ！」

「今さら止めてももう遅おそいですよ」

　言いながら、シャツをはだけられる感覚。

　彼の体温が肌はだに近づいて、ため息が僕の胸をくすぐり……、

「……ぁあ……んんっ！」

　そのまま乳ち首くびの先に触ふれてくる、柔やわらかで濡れた感触。

　……鷹之の唇くちびる……。

　思っただけで、僕の乳首は、女の子のそれみたいに硬くしこってしまう。

　……ああ、なんて恥はずかしいんだ、僕の身体からだって……！

「あ……やめなさ……篁く……」

　羞しゆう恥ちに逃げようとする僕を、彼は容赦なく引き寄せて、

「……そんなことを言いながらも、乳首を、こんなに硬くして」

　囁き。そして尖とがって敏びん感かんになった僕の乳首に触れてくる、柔らかな彼の唇。　>>>♥

「……やあ……！」

　包み込み、チュッと強く吸い上げられ、舌で責せめ苛さいなむように舐なめ上げられて、僕の背中にビリビリと電流が走った。

　電流は、硬くなった屹立に流れ込んで、先端から蜜をまたトロリと流させて……。

「……あ……やあっ……！」

「……また、こんなに濡らして。気持ちがいいの？」

　囁いて、わざとゆっくりと乳首を舐め上げてくる。同時に屹立を握った手をじらすようにそっと動かされて、あまりの快感に僕の背中がグッと反り返ってしまう。

「……ああっ……やあ……やめて……っ！」

「気持ちがいいって言って。言わないと……」

　彼が言って、ふとその動きを止める。

　さんざんなぶられた僕の身体の中で、行き場のない快感が嵐あらしのように駆かけめぐる。

「……いやっ……お願い……」

　苦しくて、思わず言ってしまった僕に、彼がわざと甘い声で、

「何をお願いしているの？　やめてっていうからやめてあげたのに」

　……ああ……。

　僕の目め尻じりから、快楽の涙なみだがこぼれ落ちた。

　……彼は、なんてイジワルなんだろう……？

　……でも……。

　僕の心が、愛いとしさにキュッと痛む。

　……彼のこと、こんなに好きなんだ、僕……！

「……涼音……お願いがあるなら言ってごらん？」

　囁かれ、屹立を包み込んだ手をゆるく動かされる。僕は息をのんでしまってから、

「……んんっ！……鷹之……欲しい……」

「……欲しい？　何を？」

　答えながら、指先を、感じやすい屹きつ立りつのくびれに沿ってくすぐるように動かされる。

　蜜でトロトロになったそこへの愛撫は、震ふるえるような快感を僕に伝え……、

「……あっ……あっ……あぁ、ん……っ！」

　僕の腰こしが、何かを欲しがって、勝手に揺れてしまう。

「自分から腰を揺らすなんて。天使みたいな清らかな顔をしてるくせに、エッチな人だ」

　イジワルな声で囁き、まるでお仕置きをするみたいに手の動きを止められてしまう。

「……あっ……ああ……いやあ……！」

　全身を行き場のない快感が荒あれ狂くるい、先端から、またトクンと蜜が溢れる。

　……ああ、このままじゃ……オカシクなっちゃう……！

　鷹之の逞たくましい屹立の形を憶おぼえ込んだ僕の蕾つぼみは、彼を欲しがって震えていて……、

「……お願い……鷹之が欲し……」

　思わず言ってしまった僕に、鷹之はなんだかすごくイジワルな声で、

「……そんなふうに自分から生徒におねだりしたりして。あなたは本当にイケナイ先生だ……」

　……本当にそうだ……。

　僕は遠のきそうな意識の底で思っていた。

　……生徒と二人で海水浴大会を抜ぬけ出して、洞どう窟くつの中とはいえ、屋外で、こんなこと……！

　恥ずかしくて彼の胸に顔を埋うずめた僕に、鷹之は優やさしい声で笑う。

「……ちゃんとおねだりできたから、ごほうびをあげないとね」

　きゅっと抱だきしめてくれるけど、そのまま僕の上から起きあがってしまう。

　与あたえられる快感への期待に勝手に震えている僕の身体。置き去りにされて、洞窟の空気が、熱くなった肌の上にひんやりと冷たい。

「……鷹之？」

　鷹之がボートの底に腰を下ろしてオールを手に取ったのを見て、僕は驚おどろいてしまう。

　彼はオールを器用に操あやつって、ボートを洞窟の出口に向かわせている。

　……僕の身体をこんな状態にして、海岸に帰っちゃうの……？

　……ひどい！　全然ごほうびじゃない……！

　起きあがり、手て探さぐりでシャツと水着を拾って身につける。だけど限界まで勃たち上がった硬かたい屹立が水着の布をしっかりと押し上げていて、こんな膨ふくらみを隠かくせるわけもなく……。

　ここまで感じてしまってからじゃ、これを鎮しずめるまでにすごく時間がかかりそうで……。

「……鷹之……ひどい……！」

　僕は泣きそうになりながらシャツをかき合わせ、

「……こんなにされて、しかも途と中ちゆうでやめられて。これじゃ、拷ごう問もんだよ……！」

　……はっ、早くコレを鎮めないと……！

　僕は深呼吸をするけど、そんなことで蜜まで垂らしたそれが治まるわけもなく……。

「……そのままにされて、つらいの？」

　鷹之が、慣れた様子でオールを操りながら、楽しむような声で言う。

　すごく憎にくたらしいのに、でも僕の屹立は、鷹之の存在じたいに感じてしまって、まったく鎮まる様子がなくて……！

「……つ、つらいよ……」

　僕の唇が、勝手に弱音を吐はいてしまう。鷹之は、クスリ、と楽しそうに笑って、

「安心して。まだみんなのところに帰ったりしないから」

「……え？」

「このままじゃ、俺の方が我が慢まんできない。涼音にのしかかって、そのまま我を忘れて……揺ゆれでボートが転てん覆ぷくするかもしれない」

「えぇっ？」

　真っ赤になる僕に顔を近づけ、鷹之はチュッとキスをしてくれて、

「誰だれにも見られない砂すな浜はまがある。そこで、うんとリクエストに応こたえてあげるよ」

「えええっ？」

　僕は驚いて声を上げるけど……僕の身体は待ちこがれるみたいに反応してしまう。

　……ああ、こんな自分の身体が、ものすごく恥ずかしい……！
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　両側を岩場に挟はさまれ、外界から遮しや断だんされた白い砂浜。

　少し離はなれた場所に、砂の上に引き上げたボート。荷物の上には、涼音が大切にしているオメガの時計と、そして彼をいつも堅かた苦くるしいイメージに見せている銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがね。

「……あ……鷹之……！」

　理性の象しよう徴ちようである眼鏡を外された涼音は、とても頼たよりなく、とても美しい。

　白い砂の上に押し倒たおされた陽光の下の涼音は、そしてとてつもなく扇せん情じよう的だった。

　綿のシャツをまとわりつかせただけで、滑なめらかな胸と平らな腹部が露あらわになっている。

　彼の水着を、さっきまでなぶっていた屹立が、つらそうに押し上げている。

　俺は、自分が脱ぬいだシャツを彼の腰の下に敷しいてやり、その水着を一気にはぎ取る。

「……あっ……！」

　投げた彼の水着が砂にまみれる様子が、なんだかとても淫いん靡びだ。

「……や、ああ……っ！」

　涼音は恥ずかしげに身体をよじらせて微かすかに抵てい抗こうするが、その頰ほおは色っぽく染まっている。

「いや？　それなら、このままの格好でみんなのいる海岸に帰るよ？」

　もちろんそんな気はないが、イジメるために言ってみると、彼は目を潤うるませて、

「……そ……そんなのダメ……」

　必死の顔で見上げてくるところが、とても可愛かわいい。

「それなら、きちんとお願いしてください、真宮先生」

「……イ、イジワル……」

　彼はとてつもなく色っぽい声で呟つぶやき、それから羞しゆう恥ちに目元を染めながら、

「……して……」

　そのかすれた声が、俺の理性を一気に吹ふき飛ばす。

「いつもの、月の光の下で見るあなたもとても美しいけれど、太陽の下で見ると……」

　真っ白な胸の上に尖とがるピンク色の乳ち首くびに、チュッとキスをしてやる。

「……ああぁっ……！」

　感じやすい彼は、それだけで放ってしまいそうな声を上げて、身体からだを震わせる。

　そこから続く下腹には、俺の愛あい撫ぶを待ちこがれ、蜜みつを垂らす彼の屹立。

　脚あしの間の隠された場所には、思い出すだけで俺に我を忘れさせる蕾がある。

　彼の限界近くまで勃ち上がった屹立が、ヒクンと震えてまた透すき通った蜜を溢あふれさせた。

　屹立を流れた蜜が、また谷間に流れ込んでいく。彼の美しい蕾は、その蜜で濡ぬれ、震えながら脈打っているはずだ。

「……本当にエッチだね、あなたの身体」

「……いや……あっ！」

　彼は、屹立を見つめられていることに気づいて声を上げ、恥はずかしそうに腿ももを摺すり合わせて、両手で屹立を隠す。

「隠さないで。こんなに綺き麗れいなのに」

「……だ……だってこんな、太陽の下で……」

　イヤ、というように可愛くかぶりを振ふる姿が、俺の獰どう猛もうな気持ちに火をつける。

「そういえば、こんなに陽ひの当たるところでは……」

　俺は言いながら手を伸のばし、脇わきに置いてあった荷物の中から、涼音のために買っておいた陽ひ灼やけ止めのローションを取り出す。

「……それって……？」

「あなたみたいに色が白かったら、長時間陽に当たっていたらすぐに肌はだが赤くなって痛むだろう？　ちゃんとケアしておかないと」

「……あ、そういえば、ちょっとヒリヒリするかも……」

「と思って、学園の購こう買ばい部で買っておいたんです。自分には陽灼け用オイル、あなたには……」

　フランス製の陽灼け止めローションの瓶びんを示すと、彼は目を丸くして、

「あ、ありがとう。君って本当に、教師想おもいの、親切な生徒会長……」

　言いながら起きあがろうとする彼の肩かたを、俺は片手で押さえる。

「えっ？」

「親切で買ったわけではありません」

　彼を押さえつけたまま、歯を使ってローションの蓋ふたを開ける。砂の上に蓋を吐き出し、

「楽しいことにも使えるかな、という下心で買ったんですよ」

　笑えみを浮うかべると、涼音はカアッと頰を染め、両手で脚の間を隠す。

「……た、楽しいことって……まさか……？」

　逃にげようとする彼の肩を、さらに砂に強く押しつけて、

「俺が教えたことを、もう憶おぼえたみたいですね。あなたは優ゆう秀しゆうな先生であるだけでなく、優秀な生徒でもある」

「……あ……」

「そう。俺が『楽しいこと』と言ったら、それはあなたが今想像したようなことを指すんです」

「あっ……やあ……！」

　驚いて目を丸くする彼の胸の上で、ローションの瓶をそっと傾かたむける。

　両手で脚の間を隠しているせいで、彼の柔やわらかな胸が寄っている。

　膨らみかけた少女のそれのような微かな丘おか、その上で存在を強調してしまっている乳首。両手で必死に隠された淡あわい蔭かげとの対比が……とても淫みだらだ。

「……あっ……あっ……」

　瓶の口からゆっくりと流れたローションが、彼の胸の上にトロトロと落ちる。

　それは彼の乳首の先せん端たんにかかり、その尖った形をたどるようにして流れる。

「……あ、んん……！」

　涼音のストロベリームースのように淡い色の乳首。そこを流れ落ちる白いローション。それはまるでデザートの上に彩いろどられた甘い甘いミルクのようで。

「……あ、あ、あっ……！」

「あなたの身体は、本当に美味おいしそうだ。こんなに甘く熟してる」

　親指と人差し指の先で、乳首の先端に触ふれてやる。

「……やっ！」

　ヌルリ、と摘つまみ上げると、涼音の身体にさざ波のような震ふるえが走った。

「……ああーっ！　くう……んっ！」

　感じやすい涼音は、それだけの刺し激げきでもう大きく息を喘あえがせ、

「……ダ……ダメ……っ！」

　悲鳴のような声を上げる。

「ダメ、じゃないでしょう？　陽灼け止めのローションは身体からだ中じゆうに塗ぬらないと意味がない」

「だっ、だけど……！」

「せっかく塗ってあげているんだから、おとなしくして」

　瓶を傾け、彼の身体中にローションをたっぷりと垂らす。

　手のひらにすくい上げ、首筋から肩、肩から腕うでに丁てい寧ねいに塗っていく。それから彼の鳩尾みぞおちに手を当て、粘ねん度どの高い液体を肌に塗り込めるようにしてゆっくりと手を滑すべらせてやる。

「……あっ、ああぁ……っ」

　潮と、灼けた砂の匂においに、ローションのココナッツミルクに似た甘く濃のう厚こうな香かおりが混ざり合う。

　ヌルヌルになった手のひらで、乳首の上に触れるか触れないかの円を描えがいてやる。

「……あ、あぁっ……」

　尖った乳首を親指と人差し指で摘み上げ、クリクリッとひねってやると、

「あっ……ダメ……っ！　あっ、ああーっ！」

　そこだけでイケそうなほど胸が感じやすい彼は、目を閉じ、我を忘れた様子で、俺の指の動きに合わせて背中を反り返らせてしまう。

「涼音。いつまでも隠かくしていないで、腕を上げて。お腹なかにローションが塗ぬれないよ？」

「……いや……こんな明るいところで……」

　涼音は頰を染め、ダメ、というようにかぶりを振る。

「言うことを聞かないのなら……」

　彼の両手の上から、たっぷりとローションを垂らしてやる。彼の指の隙すき間まから、白い液体が、彼の大切な部分に流れ込んでいく。

「……あああ……っ！」

「お仕置きとして、うんとエッチなコトをさせてしまおうかな？」

　彼のたっぷりと濡れた両手の上に、俺は手を重ねる。

「こうして動かすと……」

　彼の両手ごと、ゆっくりと、手を上下に動かしてやる。

「あ、あああーっ！」

　彼の屹きつ立りつと彼の手が擦すれ、プチュ、プチュン、という淫らな音を立てる。

　自分の両りよう脚あしの間に手をやり、身体を反り返らせる彼は、とても美しく、淫いん靡びで、まるで……。

「……自分でしているみたいで、ものすごくエッチだ」

「や……ああっ！」

　涼音は抵てい抗こうしようとするが、容よう赦しやなく手を動かしてやると、どうしようもなく感じてしまったように、その白い脚を砂の上に突つっ張ぱらせる。

「やっ……んんんっ……！」

　涼音の綺麗な形の足の指が、ぎゅっと砂を摑つかむ。

「自分でする時も、そんな声を出してしまっているの？　本当にエッチな先生だな」

「……ちがっ……自分で……なんか……っ！」

　涼音の手の向こう、屹立が、ビクビク、と跳はね上がる感かん触しよくが、俺の手にも伝わってくる。

　俺は彼が限界なのを確かめてから、手の動きを止め、息を切らす彼の耳に口を近づけ。

「その手を離はなして、俺の背中にまわしなさい。でないと、ずっとイカせてあげないよ？」

「……ああ……イジワル……」

「ん？　それとも自分の手でイクところを、俺に見せたいの？　それも興奮しそうだけれど」

　涼音は驚おどろいたように目を見開き、泣きそうな顔でかぶりを振る。

「イカせて欲しかったら、その手を離して。俺の背中にまわして」

　羞しゆう恥ち心しんの強い涼音は、この世の終わり、というような思いつめた顔で、脚あしの間から手を離す。

　今にも涙なみだを零こぼしそうに目を潤うるませながら、おずおずと俺の背中に手をまわす。

　いつもピアノを弾ひいているために、白魚のような美しい見かけによらず、その指先は硬かたい。

　俺にとってはその感触は、涼音の人生を表しているようで、とても愛いとおしいものだ。

　しかし、彼はいつもそれを気にしていて、俺の背中に手をまわす時、指先を触れさせないようにして仔こ猫ねこのように手先を丸くする。

　おずおずと触れてくるその感触も、また可愛かわいくて微笑ほほえましいのだが。

「……俺の背中に手をまわした、ということは……イカせて欲しいんだね？」

　囁ささやくと、彼は俺から目をそらし、困った顔で小さくうなずく。

「それなら、ちゃんと『イカせて』って言ってごらん」

　言いながら、手のひらで彼の屹立を包み込む。涼音は息をのみ、それからかすれた声で、

「……イカ……せて……」

　そしてギュッと目を閉じ、こんな顔を見ないで、とでも言いたげに俺の肩かたに額をつける。

　彼が、愛あい撫ぶの予感に身体からだを硬かたくしているのが解わかる。肌はだにかかる彼の息が速い。

　……可愛すぎる……。

　その、いつまでも慣れない初うい々ういしさ。強い羞恥心。

　彼にとっては、これだけの言葉を言うのにも大変な覚かく悟ごがいるのだろう。

　その自制心を吹ふき飛ばすほどに強く健けな気げに俺を欲ほつしてくれるのが解って、彼から求められる時、俺はいつも胸が熱くなる。

「……愛してるよ、涼音」

　囁くと、反り返った長い睫毛がゆっくりと開く。涼音の美しい紅茶色の瞳ひとみが、俺を見上げる。

「……鷹之……僕も……」

　自分を律するように、ピアノを弾く時には厳しく引き締しめられるその唇くちびる。今はほころんだ花のように微かすかに染まり、言葉を確かめるようにゆっくりと動いて、

「……愛してる……」

　その甘い響ひびきの声が、俺の最後の自制心までも吹き飛ばしてしまう。

　俺は手のひらにたっぷりとローションを取り、その手を彼の細い腿ももの間に滑り込ませる。

「……あっ、あっ、鷹之っ……！」

　濡ぬれた指を、ヌル、と蕾つぼみに滑り込ませると、涼音は泣きそうな顔で俺の背中に爪つめを立てる。

　彼が自分の指先の硬さを忘れ、俺の背中にこうして爪を立てるのは……もう夢中になって後あと戻もどりができない、という合図だ。指を引き抜ぬくと、彼はつらそうに身をよじらせ、甘い甘い声で、

「……ああぁっ、鷹之っ……」

　そして俺は、何もかも忘れて、彼の美しい脚を押し広げ……。
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「……愛してる……」

　僕は、彼の身体にすがりつき、心から囁く。

　自分の身体がこんなにも熱くなることに、僕は自分で驚いてしまう。

　鷹之は手のひらにたっぷりとローションを垂らし、その手を僕の腿の間に滑り込ませてくる。

「……あっ、あっ、鷹之っ……！」

　僕の口から、自分の声とは信じられないほど甘ったるい声が漏もれてしまう。

　……ああ、なんて恥はずかしい声を出しちゃってるんだろう……？

　思うけど、もう我が慢まんできなくて。

　彼のどうしようもなく濡れた指が、ヌル、と僕の蕾に滑り込んでくる。

　僕はもう何も解らなくなって彼の身体にすがりつき、内部を侵おかす彼の美しい指を感じる。

　……ああ、もうダメ……！

　蕾に差し込まれた指だけで達してしまいそうになった瞬しゆん間かん、彼は僕の蕾から指を引き抜いた。

「……ああぁっ、鷹之っ……！」

　放出できなかった苦しさに身をよじらせた僕の脚を、彼は容赦なく押し広げる。

　身体に垂らされたローションが流れ込み、ヌルヌルに濡れてしまった僕の谷間。

　彼の視線にさらされるのは、気が遠くなりそうなほど恥ずかしいことで……。

　羞しゆう恥ちに喘あえぐ僕をさらになぶるように、鷹之はイジワルな声で、

「……あなたはイケナイ先生だ。生徒である俺の前で、ココを……」

　二本に増やされた彼の指が、プチュッと音を立ててまた蕾に差し込まれる。

「……ああぁっ！」

「……こんなに濡らしてしまって」

　わざとプチュプチュと音を立てながらゆるゆると指を揺ゆらされ、押し広げられて、僕はもう狂くるいそうなほどに感じてしまう。

「……あっ、あっ、鷹之……っ！」

　僕の身体がクッと反り返り、彼の指をキュンッと締め上げてしまう。

「ああ……本当にイケナイ人だ。こんなに締め上げてくるなんて……」

「……い、いやあ……」

「……俺が欲しい……？」

　苦みを含ふくんだ男っぽい声で囁かれて、僕はもう何もかも忘れて、

「……ほ……欲しい……」

「じゃあ、もっと脚を広げて。俺を誘さそってごらん」

「……イ……イジワル……！」

　あまりの恥ずかしさに、僕の目め尻じりから涙が零れ落ちた。

「どうして泣くの？　まるで俺がイジメているみたいだ」

「イジメてるじゃないかあ！」

「イジメてなんかいないだろう？　だって、あなただって、こんなに……」

　言って、先走りの液に濡れそぼった僕の屹立を、キュッと握にぎりしめる。

「……ああっ！」

「……あなただって、こんなに感じてしまってるくせに」

　親指で、ヌルヌル、と先せん端たんを丸く撫なでられて、僕の腰こしがヒクヒクと震ふるえてしまう。　>>>♥

「脚を開いて、『来て』って誘って。でないとこのままにして、イカせてあげません」

「……や……あぁ……」

　……これ以上ジラされたら、オカシクなっちゃうよ……。

　僕は、泣きながら脚を大きく開く。

　通り雨が近いのか、肌はだ寒ざむく感じる潮風が、僕の身体の上、そして濡れた谷間を撫でる。

　そのヒヤリとした感覚に、自分がどんな恥ずかしい格好をしているかを改めて思い知る。

　僕の唇から、かすれた声が漏れた。

「……来て、鷹之……」

　必死の想おもいで見上げると、鷹之はなんだかつらそうな顔で苦く笑しようして、

「……すごい。そんな色っぽい目で誘われたら、俺の方がいきなりイッてしまいそうだよ」

　囁いて、その言葉どおり逞たくましく反り返った屹きつ立りつを、僕の蕾に強く押し当ててくる。

　痛みの予感に身体をこわばらせる僕を、鷹之は優やさしく抱だきしめて、

「……呼吸を止めないで、息を吸って、吐はいて。……そう、いい子だ」

　必死で息を吐いた僕の蕾に、グッと押し入ってくる、彼の屹立。

「……あっ、鷹之っ！」

　入ってきたのは先端だけなのに、締め上げて拒こばもうとしてしまう不慣れな僕に、

「……大だい丈じよう夫ぶ、怖こわくないから。力を抜いて、感じてごらん。……愛してるよ」

　鷹之は根気強く囁き、二人の肌の間で蜜みつを垂らす僕の屹立を、指で愛撫してくれる。

「……あっ、ああ……！」

　喘ぎ、力が抜けて蕩とろけてしまった瞬間を狙ねらって、僕の蕾を、逞しい屹立がさらに深く貫つらぬいた。

　身体を走った強い電流に、身体が反り返る。震える僕の身体を鷹之は抱きしめ、囁ささやきで、

「……動くよ。大丈夫？」

　僕は我を忘れてうなずき、無意識のうちに脚あしを開いてしまいながら、

「……お願い……来て……！」

「……いい子だ。ちゃんと誘えたね」

　彼がゆっくりと抽ちゆう挿そうを開始する。その緩かん急きゆうをつけた巧たくみな動きに、僕はただ喘ぎ、感じ、彼の背中に爪を食い込ませる。

「……あっ、ああっ、鷹之っ！」

「……あ……すごいよ、涼音……」

　囁いて、彼が僕を激しく奪うばう。二人だけの砂すな浜はまに、クチュ、クチュ、という淫みだらな音が響く。

「……あ……鷹之いっ……！」

　叫さけんだ僕の額に、ポツン！　と大おお粒つぶの水すい滴てきが落ちてくる。

　何？　と思って思わず目を開けると、見上げている空は夕立雲に覆おおわれていて。

　僕らを囲む白い砂に、ポツポツ！　と音を立てて雨の粒が落ちてきていて。

「あ……雨が……」

「まだ余よ裕ゆうみたいだね。そんな余裕がある人には……」

　グッと突つき入れられて、僕は思わず喘いでから、

「……ああん！　……ちょっと待って！　雨宿りしないと二人ともずぶ濡れに……」

「明るいからどうせ通り雨だよ。俺は別にいいし、あなたは……」

　鷹之はすごくイジワルな顔で笑って、濡れそぼった僕の屹立をツン、と指先でつついて、

「……あなたは、もうすでにこんなにずぶ濡れだし？」

「……あ……イジワル……！」

　一つになった僕らを、あたたかい雨が包み込んだ。雨がローションを溶とかし、抽挿のリズムに合わせて肌はだがヌルヌルと滑すべる。まるで全身を愛あい撫ぶされているようで、激しい快感がわき上がり……。

「……ああっ！　鷹之ーっ！」

　僕は彼にすがりつき、二人の身体からだの間に、ドクンドクン！　と激しく白い蜜を放ってしまう。

「……愛してる、涼音……！」

　鷹之はセクシーな声で囁いて、締しめ上げる僕の深い場所に、激しく欲よく望ぼうを撃うち込んだ。

　息を弾はずませる僕に、鷹之が優しいキスをする。それから、甘い甘い声で僕にこう囁くんだ。

「……楽しい夏休みになりそうですね、真宮先生！」


（海辺のイケナイふたり　ＥＮＤ[image: ．]）
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　……すごい……。

　……さすが、毎年全国大会に出場するだけのことはある……！

　音楽室。伯鳳学園のオーケストラ部の練習を見学しながら、僕は思っていた。

　課題曲が、チャイコフスキーの『イタリア綺き想そう曲きよく』。自由曲が、シベリウスの『ヴァルス・トリステ』。

『イタリア綺想曲』は古くから親しまれた曲で、そんなに難易度は高くないようなイメージだけど、完かん璧ぺきなリズムと演奏能力がないとアラがとても目立ってしまう。約十六分五十三秒もあるから、集中力も必要だ。改めて聴くと、雄ゆう大だいな感じでとても美しい。

『ヴァルス・トリステ』は憂ゆう愁しゆうを含んだロマンティックな曲。緩ゆるやかなだけに表現の緻ち密みつさが要求される。オーケストラ部のメンバーは、高校生とは思えない表現力でこれを演奏し、冒ぼう頭とうの部分なんか、本当に絶ぜつ妙みようで。

　僕がうっとりと聴きき惚ほれている間に、曲はエンディングにさしかかり……演奏が終わる。

　音楽主任でオーケストラ部顧こ問もんの中なか野の先生が、ゆっくりと指揮棒を下ろして、

「それでは、今日の練習はここまで」

　生徒たちはホッとした顔で楽器を下ろし、ありがとうございました、と声を揃そろえる。

　中野先生は、得意げな顔で僕を振ふり向いて、

「どうでした、真宮先生？　遠えん慮りよなさらず、正直にご感想をどうぞ」

　僕は、つめていた呼吸を、ため息にして吐き出し、

「……すごい。想像していたよりもずっとレベルが高いです」

　僕がこの学校に来てから一ヶ月がたつ。いちおう副顧問になったけど、間にテストが入っていたこともあって、部員全員が揃った演奏をきちんと聴きいたのは、今日が初めてだったんだ。

「緻密で、正確で、とても素す晴ばらしい演奏だと思います」

　僕が言うと、中野先生は嬉うれしそうにうなずき、生徒たちは照れたような眩まぶしそうな顔で笑う。　>>>♥

「次の練習曲には、ピアノで真宮先生が入れるものを選びましょう。チャイコフスキーの『ピアノ協奏曲第一番変ロ短調』あたりはどうです？」

　中野先生の言葉に、僕はちょっとアセる。

　……生徒たちに置いていかれそう……。

「か……考えておきます……」

　中野先生は、ぜひ、と念を押してから、生徒たちの方を向き直って、

「明日からは、講師の田た邊なべ先生が練習を見てくださいます。ビシビシ鍛きたえられるからね」

　その言葉に、二年生と三年生の生徒が悲鳴を上げる。中野先生は、僕に向かって、

「田邊先生は、今夜九時のバスで到とう着ちやくするそうです。その頃ころに学園長室にお願いします」

「あ、はい。ピアニストの田邊昌まさ秀ひでさんに直接お会いできるなんて、楽しみです」

　僕が言うと、中野先生は温和な顔で笑いながら、

「ちょっと愛あい想そはないけれど、才能に溢あふれる、とても素晴らしい方だから」

　彼は楽がく譜ふを揃え、指揮棒と一いつ緒しよに小こ脇わきに抱かかえる。それから、部員たちに向かって、

「楽器は各自きちんと揃えて棚たなにしまう！　ゴチャゴチャに突っ込まれてたら、田邊先生に恥はずかしいぞ！　小学生じゃないんだから何度も言わせるな！」

　明るくていい子だけど、ちょっと落ち着きのない彼らは、はぁ～い、と適当な返事をする。

　ヴァイオリンやヴィオラは各自の持ち物だから持ち帰れるけど、ホルンやコントラバスなんかは音楽室の棚に置いていかれる場合が多い。どうせ寮の部屋では練習できないし。

　……うっ、またゴチャゴチャにしまわれそう。あとでちゃんとチェックしにきた方がいいな。

　中野先生は、僕に、じゃあまたあとで、と言って、音楽室を出ていく。

　生徒会の書記とオーケストラ部の副部長を兼けん任にんしている多嶋まことくんが、ヴァイオリンをケースにしまいながら、

「今日中に遊んでおくんだよ！　明日からは、オーケストラ部の練習で全然遊べなくなる……どころか夏休みの宿題をしてるヒマもなくなるんだから！」

　一年生の部員たちに向かって叫んでいる。一年生の部員たちは、

「それってもしかして、夏休みの宿題の提出を遅おくらせる口実になりませんか？」

「そうそう、それならちょっとくらい部活が忙いそがしくてもいいかなあ、ね、真宮先生？」

　僕は苦く笑しようしてしまいながら、

「いくらオーケストラ部が全国大会に出場するからって、それは許されないよ。ちゃんと宿題は始業式の日に提出すること。それに……」

　僕は、中野先生からもらっていたオーケストラ部の練習スケジュールを眺ながめ、

「いくら厳しい講師の先生だって、宿題ができなくなるほどシゴきはしないだろ。練習時間は、朝の二時間と夕方の二時間、一日たったの四時間みたいだし」

「『たったの』じゃないんですよおっ！　練習、すんごい厳しいんですうっ！」

　多嶋くんが叫び、ほかの二年生と三年生の部員が大きくうなずいている。

「まあ、練習の密度は濃こいのかもしれないけど……昼間の時間は練習はないんだよね？」

「そ、それはそうなんですけど……」

　多嶋くんは、なんだか言いにくそうに言葉を濁にごらせる。僕は、

「だからちゃんと宿題はやること。……いいね？」

　部員たちは、渋しぶ々しぶ、という声で、はぁ～い、と返事をする。多嶋くんが身を乗り出して、

「気をつけてくださいねっ！　先生みたいなタイプ、田邊先生に本気でイジメられそうっ！」

「イジメる？　いくら厳しい先生だって、イジメたりはしないだろ？」

　言うと、二、三年生の部員たちは、あの田邊先生ならやるかも、と口々に言う。

　……それって、僕があまりにも頼たよりなさそうってコトかなあ？

　……もしかして、僕ももうちょっと厳しく指導した方がいい、とか？

　僕はフクザツな気持ちで苦笑してしまいながら、

「田邊先生が講師として夏休み中にいらっしゃるようになってから、オーケストラ部のコンテストでの成績は格段に上がってるみたいだけど？」

　多嶋くんは言葉に詰つまってから、

「……たしかにそうなんです。でもお……怖こわいのには変わりがなくてぇ……」

　僕も、こういう気持ちにはちょっとは憶おぼえがある。

　音大時代の恩師には、今から考えるとそうとうお世話になった。

　その時には、厳しくて怖い、とばかり思っていたけど、今から考えると僕みたいに平へい凡ぼんな生徒にも、熱心に指導してくださったってことで。だから今ではとても感謝してるんだ。

「ともかく。秋になったらコンテストがあることには変わりない。多少厳しくても、素晴らしい先生に指導していただけることに感謝しなきゃ。……ね？」

　生徒たちは、複雑な顔のまま、はぁ～い、と返事をする。多嶋くんが、

「それより。さっき中野先生が言ってたチャイコフスキー、ぜひやりましょうよっ！」

「……え？」

　僕が驚おどろいていると、三年生でオーケストラ部の部長の竹たけ橋はしくんが、

「その曲、実は俺たちの発案なんです。真宮先生のピアノ、もっと聴きたいですし、一度でいいから先生と一緒に演奏したいんです」

「えっ、でも僕……」

「十月のコンテストが終わったら三年は引退ですから、その前に、ぜひ」

　三年生たちが、僕の方に身を乗り出している。僕は冷や汗あせをかきながら、

「え、ええと……返事は、中野先生と、それに僕の実力とよく相談してからね」

　三年生は、もう決まったような感じで歓かん声せいを上げている。多嶋くんが、

「それよりっ！　まずは真宮先生！」

　歓声に負けないような大声で、

「田邊先生に気をつけてください！　学園のアイドルに手を出されたりしたら、僕ら……」

　本気で心配そうな顔をしている彼に、僕は思わず笑ってしまいながら、

「わかりました。それは、せっかくの講師の先生と気まずくなりたくないから、指導法とかでケンカなんかしないで、ってことだよね？　大だい丈じよう夫ぶ。僕にとっても勉強の機会だから、ちゃんと一歩引いて指導を受けることにします」

「……う……そうじゃなくて、本当に手を出されるんじゃないかとぉ……」

　多嶋くんは何かを言いかけ、それからため息をついて、

「……まあ、自覚のない真宮先生に言ってもしょーがないですねえ」

　僕は、みんな、どうしちゃったんだろうなあ、と思いながら席を立ち、

「ええと。僕は生徒会室の方に顔を出してくる。篁くんが残って書類整理をしているはずだ」

　そう。新米教師の僕は、勉強のためにオーケストラ部の副顧こ問もんと、生徒会の副顧問を兼任しているんだ。まあ、オーケストラ部の方は中野先生、生徒会の方は会長の鷹之が頼りになるから、僕はただのユーレイ顧問って感じなんだけど。

　多嶋くんは、なんだか嬉しそうに顔を輝かがやかせて、

「篁会長によろしく！　そして生徒会室で押し倒たおされないように気をつけてくださいねっ！」

　その言葉に、部員たちはヒューヒュー言ったり嘆なげいたりと忙しい。

　僕と鷹之が恋こい人びと同士っていうのは、鷹之が僕にセマる生徒たちを牽けん制せいするためにわざと流した噂うわさ話ばなしだ。教師たちも生徒たちもガセネタだって知っていて、でもよく冗じよう談だんのネタにされる。

「もう。またソンナコトを言ってからかうんだから！　アレは冗談なんだってば！」

　怒おこったフリで音楽室を出ながら、しかし僕は一人で真っ赤になってしまう。

　……まさか本当に恋人同士だなんて、誰だれも夢にも思ってないだろうな……。
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「俺はオーケストラ部ではないので、詳くわしいことは知らないのですが……」

　生徒会室。生徒会長用のデスクに座った鷹之が言う。

「……田邊先生の指導はそうとう厳しいようです。しかし、悔くやしいですが顔はハンサムなので、生徒にはファンが多いのも事実です。しかし……」

　鷹之は、なんだか妙みように真しん剣けんな顔で僕の顔を見つめて、

「……気をつけてください。あなたみたいな人は、簡単にあいつの餌え食じきになりそうだ」

「多嶋くんといい、君といい。どうして、揃そろいも揃って僕がイジメられるって言うのかなあ」

　僕は思わず苦笑してしまう。

「僕ってそんなに教師として情けない？」

「教師として情けない、ではなく、人間として魅み力りよく的すぎるんです」

「えっ？」

「こんな、天使のように綺き麗れいな顔をしているくせに……少しも自覚がなくて、どんな男にも笑いかけてしまう」

「自覚がないんじゃなくて、僕は少しも綺麗じゃないってば」

「そこが自覚がないというんです」

　鷹之はため息をついて、

「だから、あなたには、しょっちゅう、自分が誰のモノか思い知らせてあげなくてはいけない」

　高校生とはとても思えない、すごくセクシーな流し目を僕に送って、

「この書類の整理が終わったら、一いつ緒しよにあなたの部屋に行きましょう。あなたがどんなに綺麗で、どんなに俺を興奮させるか、じっくり教えてあげます」

　年下、しかも生徒である彼。なのにその囁ささやきだけで、僕は情けなくも真っ赤になってしまう。

「……だっ、だめだよ。僕は講師の先生をお迎むかえするための準備があるから、音楽室に戻もどらなきゃ。君はおとなしく部屋で夏休みの宿題をやりなさい」

「音楽室？　雷かみなりが来そうですよ？」

　言われて窓の外を見ると、さっきまで夕焼けが広がっていた空に、黒い雲が広がっている。

　……うっ、雷、すごく嫌きらいなんだけど……。

「しかももうすぐ暗くなる。停電になるといけないから、おとなしく寮りように帰った方がいい」

　ちょっと笑いを含ふくんだような彼の声に、僕はムッとして、

「べ、別に怖くないっ！　僕は教師なんだからっ！」

　思わず叫さけんで席を立ち、背中に鷹之の視線を感じつつ、生徒会室を出る。




　　　　◆◇◆




　……田邊さんって、そんなに怖いヒトなのかなあ？

　田邊昌秀さんの名前は、僕ももちろんよく知っているし、ＣＤも持っている。世界に通用する、才能溢あふれるピアニストだ。

　ＣＤには写真がなかったし、僕は音楽雑誌とかはあまりチェックしないから、顔は解わからない。でも、プロフィールを見たら、実は僕が出た音大の先せん輩ぱいだった。だけど、同級生にも先輩にも『田邊』なんて名字の人はいなかったから……きっと歳が離はなれてるんだろう。

　……しかし。鷹之まで、『あなたは餌食になりそうだ』だなんて。

　大だい富ふ豪ごうの御おん曹ぞう司しで、しかも世間慣れしている鷹之は、いつも冷静沈ちん着ちやくで。

　僕は初めて会った時には、社会人だって思いこんじゃったほど、オトナで。

　……あの鷹之が、あんな顔するなんて。思い出したら笑ってしまいそうだけど……。

　ゴロゴロゴロ……。

「……うっ！」

　僕は、窓の外から聞こえてきた雷の音に、身をすくませる。

　昔、遊んでいた公園で近くの樹きに雷が落ちたのを見て以来、僕は雷がけっこう怖くて。

　もう七時近い。すっかり暗くなった空には、分厚い黒い雲が広がっていて。

「……大丈夫、大丈夫。建物の中にいれば……うわっ、うわっ！」

　バリッという音とともに空に稲いな妻ずまが走ったのを見て、僕は思わず後ずさる。

　光と音がほぼ同時……ということは雷はすぐそばまで来てるってことで。

　ここは山の上にある学園のせいか、雷が鳴ると、停電なんかもしょっちゅうで。

「……やっ、やだなあ、停電とかしたら……」

　僕は呟つぶやきながら、手に持っていた楽器ケースを棚たなにしまおうとして……、

「わっ！」

　すごい轟ごう音おんとともに稲妻が走り、僕は思わず楽器ケースを抱だきしめて目を閉じる。

　そしてゆっくり目を開けるけど……、

「……あ……」

　視界は真っ暗。一いつ瞬しゆん、目が見えなくなっちゃった？　と思うほどの闇やみ。

「……て、停電だ。一人でいる時に限って……ツイてない……」

　本当は手て探さぐりで廊ろう下かに出て、鷹之のいる寮に走り帰りたい。

　でも普ふ段だんから方向音おん痴ちの僕が、暗くら闇やみの中で寮までたどり着くのは不可能な感じで。

　しかも。ちょうど棚から楽器ケースを外に出したところ。

　床ゆかには楽器が溢れ出した状態で、だからこのまま音楽室から逃にげ帰るわけにはいかない。

　……ああ、やっぱり鷹之の言うとおり、おとなしく部屋にいればよかった……？

　今さら思うけど、後こう悔かい先に立たずってやつで。

　僕が雷かみなり嫌ぎらいなのを知ってる鷹之は、停電になりそうな嵐あらしの夜には、いつも一緒にいてくれるんだけど……。

　……教師が生徒を頼たよってどうするんだよっ！

　自分を叱しかりつけるけど、やっぱり暗がりで稲いな光びかりだけを見てるのは、とても怖こわくて。

「……うう……鷹之……迎えに来てくれないかなあ……」

　僕は思わず呟いてしまう。

　……気が利きく上に面めん倒どう見みがいい、しかもクールな顔に似合わずすごく優やさしい彼なら……冗談じゃなく、本当に迎えに来てくれそうで……。

　ガラガラッ！

　音楽室の入り口の引き戸が開く音がして、僕は思わず振ふり返る。

　……鷹之だっ！

「て……停電になっちゃった……けっこう怖いんだけど……」

　僕は、自分の居場所を知らせようとして言う。それに応こたえるように、こっちに向かって音楽室を横切ってくる足音。

「……あ……」

　逞たくましい腕うでが、僕の身体からだを抱きしめる。僕の顎あごに手がかかり、体温が近づいて……、

「……んん……」

　唇くちびるに、柔やわらかい唇が重なってくる。奪うばうような、激しいキス。　>>>♥

　舌が強ごう引いんに僕の歯列を割り、情熱的に僕の口こう腔こうを侵おかす。

　……何も言ってくれないのも、いつもより乱暴なキスも、僕が言うことを聞かなかったのをちょっと怒おこってるせい？

「……鷹之……怒ってる……？」

　呟くと、ふと唇が離れていく。

「……どうしたの……？」

　いきなり身体を突つき放されるようにされて、僕は転びそうになる。

「……なっ、何……？」

　彼はいきなり踵きびすを返し、そのまま音楽室を走り出ていく。乱暴にドアの閉まる音。

　……ど……どうしちゃったの……？

　僕は呆ぼう然ぜんと暗がりに立ちつくしながら、

　……鷹之、そんなに怒ってるの……？

　……でも、迎えに来てくれて、キスまでしながら、いきなり突き放すことないじゃないか！

　ちょっとムッとした僕の耳に、

　ガチャ！

　音楽準備室の方から、ドアが開く音がする。懐かい中ちゆう電灯の光が僕を照らして、

「涼音！」

　暗がりに響ひびいた声に、僕は驚おどろき、そして呆然とする。それは僕の待ちこがれていた……、

「た、たか……篁くん？」

　僕が言うと、彼の苦く笑しよう交じりの美声が、

「俺以外、誰だれもいないよ。だから名字で呼ばないで」

「……えっ……」

「ここにいて、怖がってるんじゃないかと思ったんだ。やっぱりいた」

　……「やっぱりいた」ってことは、鷹之は、今ここに来たばかりで。

　それに、音楽室のドアから出て、違ちがう方向の準備室のドアから入ってくるのは不可能で。

　……ってことは……。

　僕は、混乱しながら思う。

　……今さっき、暗がりで僕にキスをしたのは……誰？

　まだ唇に残ってる、キスの感かん触しよく。

　僕はてっきり鷹之だと思ってたけど、思い出してみると……違うかもしれない。

　鷹之のキスは、いつも味わうみたいにセクシーで。

　さっきのキスは、なんだか切せつ羽ぱ詰つまったみたいにすごく乱暴で。

　……だ、誰とキスしちゃったの、僕……？

　僕は一人でアセり、停電の暗がりを初めて感謝する。

　……明るいところでまじまじと顔を見られてたら、様子がおかしいことがバレちゃう。

　……鷹之に問いつめられたら、噓うそはつけないし。

　……僕が誰かとキスをしたなんて解ったら、けっこう妬やきもちやきの鷹之は、きっと犯人は誰だって捜さがし始めるだろうし……。

「どうしたの？　そんなに怖かった？」

　暗がりに響く鷹之の優しい声。聞くだけで、胸が熱くなるようなその美声。

「う、うん……ちょっとだけ怖かったかな……」

「声がうわずってる。ちょっとだけじゃなくてけっこう怖かったんだろう？」

　懐中電灯の光が揺ゆれて、彼が部屋を横切ってくる。僕の肩かたを包んでくれるあたたかな手。

「……鷹之……」

　僕は思わず、彼の身体にキュッと抱だきついてしまう。胸に頰ほおを埋うずめると、芳かぐわしい鷹之のコロンの香かおりがする。そういえば、さっきはこの香りがしなかった。

　……鷹之……ごめん……あの時点で気が付かなきゃいけなかったのに……。

　……僕、知らない誰かに、キス、されちゃったよ……。

　思わず頰をすり寄せてしまった僕に、鷹之が、なんだかちょっと嬉うれしそうに、

「涼音の方から抱きついてくれるなんて珍めずらしい。……俺に会いたかった？」

「……うん。鷹之、助けて、って心の中で思ってた」

　後ろめたさゆえに本音を言ってしまった僕に、鷹之が優しい声で笑う。

　……ごめんね、鷹之。

　……怖かったからとはいえ、誰か別の人とキスをしちゃうなんて……。

　思ってから、僕はあることに気づいて、一気に青くなる。

　……僕、誰かにキスされたあの時、『鷹之』って相手のことを呼んじゃった……！

　……僕が鷹之と、普段からキスをしているってことが、その相手にバレちゃった……？

「……あっ……」

　その時、ふいに電気がついた。眩まぶしさに僕は目を細める。懐中電灯を消した鷹之が、

「なんだ、せっかくロマンティックな雰ふん囲い気きだったのに」

「あ、ええと。誰かに見られたらいけない。この音楽室のドアってガラス窓がついてるから、覗のぞかれるかもしれないし」

　言いながら、鷹之の身体をそっと押しのける。彼は楽しそうに笑って、

「じゃあ、ガラス窓のついていない部屋ならオッケー？　生徒会室に移動しますか？」

「しないよ！　もう！」

　彼に動どう揺ようを気取られないように、僕は慌あわてて言う。

「それより、これを棚に片づけるのを手伝ってくれる？」

　床に並んだ楽器ケースを示すと、鷹之は、

「いいですよ。そのかわり、夕食が終わったら、部屋に招待してくれますね、真宮先生？」

　彼の楽しそうな声を聞きながら、僕はなんとか落ち着こうと深呼吸する。

　もしかしたら、鷹之の名前まではちゃんと聞き取れなかったかもしれないし。

　第一、暗がりでいきなりキスして、でもいきなり突き放すなんて変だ。もしかして、人ひと違ちがいで誰かほかの子とキスしてるつもりだったのかもしれないし。

　どっちにしろ心配していてもしょうがない。もし誰かに何か言われたら、その時はその時で。

　……もうほかの誰かとのキスのことなんか忘れよう……。

　思って、ため息をついた時……、

　プルルル！

　音楽室のデスクの上の電話が鳴った。僕は慌てて部屋を横切り、受話器を取って、

「はい、音楽室です」

『真宮先生？　そこにいたんだね』

　聞こえてきたのは穏おだやかな美声。だけど、その奥に不思議にセクシーな響きを含ふくませた……、

「鳳学園長！」

『田邊氏が到とう着ちやくしたんだ。今、学園長室にいらっしゃるんだが。よければ真宮先生も……』

　学園長からの電話に、僕は青くなって、

「えっ？」

　時計を見ると、彼が乗ったバスが到着するって聞いていた時間は、とっくに過ぎている。

　……やばい！　音楽担当の中では、僕が一番の新人なのに……！

「すみません！　すぐにうかがいますので！」

『待っているよ。あまり急いで廊ろう下かで転ばないようにね』

　学園長は楽しそうに言って、電話を切る。僕は慌てて受話器を置きながら、

「ちょっと席を外していい？　田邊先生が到着なさったから、ご挨あい拶さつに行かなきゃ」

　鷹之は僕を見つめて、キュッと眉まゆを上げてみせて、

「わかりました。ここは俺が片づけておきます。スキを見て襲おそわれたりしないように」

　僕は思わずドキリとしてから、急いで、

「君や、部員たちがそんなことばかり言うから、緊きん張ちようしちゃうよ。そんなに怖こわい人？」

「用心するに越こしたことはない。涼音はいつも無防備すぎるんだから。それじゃ、いつ悪者にさらわれてもおかしくないよ」

　大おお真ま面じ目めな顔で言われたその言葉に、僕はため息をついて、

「仮にも講師の先生を悪者扱あつかいするなんて……」

「ちゃんと用心してください。せっかく手に入れたお姫ひめ様をほかの男にさらわれたら、俺は悔くやんでも悔やみきれない」

「講師の先生を悪者扱いしないこと。それに男性教師の僕をお姫様なんて言わないこと」

　僕は苦笑しながら、

「とりあえず、ご挨拶に行ってくるよ。寮りようの方で、また」

　言うと、鷹之はムッとした顔で、

「そんな可愛かわいい顔で笑うと、あの男に押し倒たおされるかもしれない。きりっとして」

「……う……」

　生徒にこんなことを言われていていいの？　と思いながら、

「じゃ、行ってくるから。ごめん、ここ、よろしくね」

「オーケー。あとでしっかりごほうびをもらうから、覚かく悟ごして」

　鷹之の声を背中に受け、赤面しつつ、僕は音楽室を出る。

　　　　◆

　コンコン！

「失礼します、真宮ですが……」

　ノックをしながら言うと、中から、学園長の声が、

「どうぞ」

　僕は緊張をほぐそうと深呼吸して、

「失礼します」

　言って、そっとドアを開ける。

　学園長室のデスクの前には、タバコを指に挟はさんだ背の高いナイスミドルの男性が立っている。

　彼は鳳倖こう司じ学園長。まだ三十代の頃ころに、この名門校の学園長になったほどのやり手。

　この学園を運営する大だい富ふ豪ごう、鳳一族の一員だ。

「真宮先生、寮の部屋にいないと思ったら、音楽室にいたんですね。熱心でよろしい」

　なんとなく笑いをこらえているような声で言う。

　彼は、ベテランのショーモデルみたいなすごい美形。

　歳は四十四歳って聞いたけど、陽ひに灼やけた頰と、引き締しまった身体からだが、彼をもっと若く見せている。

　僕の父さんもこの学園の出身で、鳳学園長はなんと僕の父さんの同級生だったらしい。

　鳳学園長に言わせると、僕の父さんと彼とは『恋こい人びと同士ではないけれど、そのギリギリくらいに仲がよかった』らしい。手紙でさりげなく聞いたら、父さんは『二度と会いたくないくらいの、犬けん猿えんの仲』って返事をよこしたから……本当のところはちょっとナゾだけど……。

　ソファには、こっちを向く格好で音楽主任の中野先生、先せん輩ぱいの三み好よし先生、それに産休が明けたばかりの野の中なか先生が座っていた。

　中野先生は楽しそうに僕を手招きし、まだ若い三好先生は眉を上げて、『緊張する～』という顔をして見せ、野中先生は僕に軽く笑いかけてから、すぐに視線をソファの向かい側に戻もどし、うっとりと頰ほおを染める。

　僕に背中を向けた位置のソファには、見慣れない、背の高い男の人が座っていて……。

「紹しよう介かいしましょう。毎年、この時期にはオーケストラ部の講師を務めてくださる、ピアニストの田邊昌秀氏です。お名前はご存じでしょう？」

「ええ！　それはもちろん……あ！」

　彼に挨拶をしなきゃ、とソファをまわり込もうとしていた僕は、ゆっくりと振ふり向いた彼の顔を見て、そのまま固まってしまう。

「……え……っ？」

「久しぶりだな、真宮涼音くん」

　振り向いたのは、なかなかお目にかかれないようなすごいハンサム。

　額に落ちかかった、茶色の髪かみ。

　神経質そうに寄せられた、きりりとした眉。

　男っぽい目、琥こ珀はく色の瞳ひとみは、厳しい光を宿している。

　いつも外国人と間ま違ちがわれる、と言っていた、日本人離ばなれした彫ほりの深い顔。

　彼は……、

「……き……」

　僕は、呆ぼう然ぜんとしたまま、

「……岸きし本もと、先輩……！」

　呟つぶやいた声が、驚おどろきにかすれてる。

『田邊昌秀』と呼ばれた彼は、音大時代のオーケストラ部の先輩、岸本昌秀さんだった。

　彼は、眉み間けんに深いシワを刻んで、

「大学を卒業後、家の事情で名字が変わった。これからは田邊と呼んでくれ」

　僕を見つめてきた彼の目は、昔と変わらず、激しい怒いかりを含んだように強く光っている。

　僕は昔から、彼の目を見ると、萎い縮しゆくして、つい怯おびえてしまう。

　単なる思い込みだと思うんだけど……いつもあまりに強い視線で見つめてくるから、くだらないやつだな、って蔑さげすまれているような気がしてしまって。

　……やっぱり怖い……！

「……そうなんですか……失礼しました……」

　声帯が緊張のあまりがちがちに萎縮してしまって、怯えたようなかすれ声しか出せない。

「ええと……」

　僕は、とりあえずちゃんと自己紹介しなきゃ、と思ってソファをまわり込んで彼の前に立ち、

「ごぶさたしてます。音大時代にはお世話になりました。今はこの学園の音楽教師をしてます。よろしくお願いいたします、田邊先輩」

　言って、僕は深くお辞じ儀ぎをする。目を上げると、彼はその秀しゆう麗れいな眉をちょっとだけ上げて、

「よろしく。……学生ではないのだから『先輩』は不要だ」

　無感情な声で言って、僕への返答とする。

　彼は音大時代からきっと大物になるって教授たちにも生徒たちにも言われていた。それに僕が一年坊ぼう主ずの時に、彼が四年生。だから、もともと大先輩だっていうのもあるんだけど……。

　あまりにもそっけない彼の態度に、僕はどうしていいのか解わからずに立ちつくし……、

「真宮先生、どうぞ座ってください」

　学園長の声に、ハッと我に返る。彼の方を見ると、その顔にはちょっと面おも白しろがるような笑えみが浮うかんでいた。

　……うわあ、黙だまって突つっ立っていたら、邪じや魔まな上にマヌケだよね……！

　僕は真っ赤になりながら、

「は、はい！　失礼します！」

　慌あわてて、空いていた一人掛がけのソファに座る。

　岸本先輩……じゃなくて、田邊さんは、スッと空気を切るような鋭するどい視線で僕を見る。

　……うわあ……。

　僕は一人掛けのソファの上で硬こう直ちよくしたまま、真っ直すぐにその視線を受け止めてしまう。

　……こっ、こわい……。

　その、人を軽けい蔑べつするような視線は、音大時代から変わっていない。

　オーケストラ部の練習の時、この目で見られて、何度、その夜にうなされたことか。

『本当にバカだな、こいつは』っていう彼の心の声が聞こえてくるような……。

　彼は長すぎるほどの時間、僕を見つめた後、すっと視線を学園長の方にそらして、

「彼を教師として採用するとは、鳳学園長もお目が高い。真宮くん……いえ、真宮先生は、大学生の頃から将来を嘱しよく望ぼうされていましたから」

　その冷たく聞こえるほど無感情な声が、僕の心にチクリと針みたいに突き刺ささる。

　……うっ……。

　……なんだか……『音大時代から劣れつ等とう生だった彼を採用するなんて、あなたも趣しゆ味みが悪い』って言ってるみたいに聞こえる……。

「あの真宮柾まさ音ねの息子むすこである彼が、ピアニストにならずに教師になったことは少々不思議ではありますが」

　……あっ……！

　その言葉に、僕はそのまま硬直する。

　才能に溢あふれ、高名なピアニストとして世界に名の知れ渡わたっている僕の父さん。その息子のくせに才能がなく、プロの音楽家どころか音楽教師としても就職浪ろう人にんしてしまった経験のある僕。

　父さんの名前を出され、比ひ較かくされるのは、僕にとっては一番キツいことで……。

「明日にでも、君のピアノを久しぶりに聴きかせてもらおう。いいね？」

　無感情に言われた彼の言葉に、僕は青ざめる。

「……は、はい……」

　彼は僕の顔を真っ直ぐに見つめ、低い声で、

「楽しみにしているよ」

　呟くように言い、もう僕のことなんか眼中にない、というように学園長と話を始める。

　……やっぱり、僕、この人、怖こわい……。

　僕は泣きそうになりながら、心の中でため息をつく。

　……ああ、これからの二週間、彼と一いつ緒しよに過ごさなきゃならないなんて……。
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「……はあー……」

　紅茶をカップに注ぎながら、涼音が、またため息をついている。

　この学園の寮りようは、中庭を囲んだコの字の形をしている。短い縦の棒にあたるところには、食堂、喫きつ茶さ室、購こう買ばいなどが入り、コの字の長い二辺が、それぞれ職しよく員いん寮りようと、学生寮になっている。

　ここは、俺の部屋がある棟むねの向かい側……職員寮の涼音の部屋だ。

「涼音？」

　呼んでみるが、返事はなく、また、深いため息。俺は、ソファから立ち上がって、

「どうしたの？　田邊に何か意地の悪いことをされたのか？」

「そ……そうじゃないけど……」

　涼音は言いかけてから、ふと真ま面じ目めな顔になって俺を睨にらんで、

「臨時とはいえ、講師に来てくださった方を、呼び捨てにするなんて……」

「彼の家と俺の家は、昔から付き合いがあるんだ。岸本……じゃなくて今は田邊、先生、は、子供の頃ころから顔を知っている」

「……え？　本当？」

「歳が離はなれているから親しくはないけれど。昔からやつはエバりくさって、感じが悪くて……」

「こら！　篁くん！　講師の先生のことをそんなふうに言わない！」

　涼音の小言に俺は肩かたをすくめて、

「彼の家は財ざい閥ばつだが、家庭内はいろいろと複雑だったらしい。田邊の姓せいは、彼の母方の一族のものだよ。ご両親が離り婚こんしたと聞いたから」

「大学生の頃は、岸本先せん輩ぱい、じゃなくて田邊さんもいろいろ悩なやんだりしてたのかな？　でもなんだか彼はいつも超ちよう然ぜんとしていて、そういう弱い感情とかにはあまり縁えんがないような気も……」

「そう。あの男に、そんな人間的な感情はないよ。……そして、そんな話はもうおしまいだ」

　俺は言って、涼音の身体からだを抱だきしめる。照れたように身じろぎする彼の耳に口を近づけ、

「楽器ケースはきちんと片づけました。だから、ごほうびをください」

　言いながら、その華きや奢しやな身体をソファに押し倒たおす。甘いため息をつく彼にキスをして、そのまま俺は我を忘れてしまった。

　……この後、あんな事件が起こるとは思わずに。
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　次の日の、音楽室。

　オーケストラ部の練習の後、僕はまるで居残りみたいに田邊さんに呼び止められてしまった。

　ピアノを弾ひくのをどうしても引き延ばしたくて、僕は鷹之の話題を振ふったんだけど……。

「篁家と私の一族は、古くからの付き合いなんだ。だからこの学園の生徒会長、篁鷹之のことも、昔からよく知っている」

　彼は意外に饒じよう舌ぜつで、鷹之のことを話してくれていた。僕は、鷹之のいない場所で彼のことを聞き出すみたいでよくない、と思いつつ、ついつい身を乗り出して聞いている。

「彼のヴァイオリンを、聴いたことはある？」

「いいえ」

「私は人の演奏を誉ほめるのはあまり趣味ではないんだが……彼には類たぐい希まれなる才能があった」

　僕は驚おどろいて、

「じゃあ、どうしてやめてしまったんでしょうか？」

「彼は、篁家の跡あと継つぎだからね」

「……え？」

「篁鷹之は、一時期ヴァイオリンにのめり込んで、勉強がおろそかになった時期があった。彼の祖父、当時の篁家総そう帥すいに、将来の妨さまたげになる、といってヴァイオリンを取り上げられた」

「そんな……！」

　その言葉に、僕は青ざめる。

「それで、そのままヴァイオリンをやめさせられてしまったんですか？」

　田邊さんは肩をすくめて、

「そうらしいね」

　……僕なんかたいした才能はないけど、ピアノを弾ひけなくなることを考えただけで、おかしくなりそうになる……。

「……篁くんは、ヴァイオリンを続けたい、と反はん抗こうしなかったのでしょうか？」

「本当にヴァイオリンを選ぶのなら、反抗しただろうね。だが、彼はまったく反抗せずにその命令に従ったらしい。もともと彼は篁家に逆らうような性格ではないんだろう」

「そう……ですか？」

　鷹之はどちらかといえば気が強い方だ。この学園ではとても優ゆう秀しゆうな生徒会長として知られていて、強ごう引いんに見えても信念に基もとづいたその采さい配はいには、時には教師たちも舌を巻くほどで……。

「……篁くんは、寂さびしくなかったのでしょうか？」

「旧家というのはそういうものだ。簡単に反抗できるようなものではないんだよ」

　……じゃあ、もしかして……。

　僕の身体からすっと血の気が引く。

　……鷹之といつか結ばれたい、なんていうのは……不可能な夢なんだろうか？

　鷹之は、日本でも有数の富ふ豪ごう、篁家の長男で、篁コンツェルンの次期総帥だ。

　彼のお父さんは、『息子むすこが二十五歳になったら、総帥の座を明け渡したい』なんてことを取材で話しているほど、鷹之に信しん頼らいを置いている。

　彼は、彼を取り巻く一族の人々の期待を一身に背負ったサラブレッドで。

　平へい凡ぼんな僕なんかとは、本当に住む世界の違ちがう人。

　……僕がいることで、彼の輝かがやかしい未来に、傷がついてしまうかもしれない。

　……僕が彼と一緒にいることは、許されないことなのかもしれない。

　鷹之は、大だい丈じよう夫ぶだ、ずっと一緒に生きていこう、って言ってくれたけど、この考えは、僕の心の奥底に、いつでも冷たく、重く、沈しずんでいるんだ。

「……さて」

　この話は終わりだ、というふうに肩をすくめ、彼は僕の顔を見つめる。

「久しぶりに、君のピアノを聴きかせてもらおうか、真宮くん」

　恐おそれていた言葉を言われ、僕は硬こう直ちよくする。

「……え、ええと……」

　なんとか理由をつけて演奏を避さけようとした僕の言葉を、

「君の得意なショパンでいい」

　彼は、厳しい声で遮さえぎる。それから真っ直すぐに僕を見つめて、

「あの頃よりもさらに熟練した演奏が聴けることを期待しているよ」

　彼の言葉に、僕はますます硬直してしまう。

　……だって、鍛たん錬れんどころか、音大を出た後、ほとんどピアノなんか弾いてなくて。

　弾いていない、というよりは、父さんに対するコンプレックスと、教師の採用試験に落ちたことに対する自己嫌けん悪おと、僕がピアノを弾くことを嫌きらう伯父おじさんと伯母おばさんへの遠えん慮りよで……僕は一時期、ピアノが上手く弾けなくなってしまっていた。

　自分のピアノを見失い、自分に対する自信もまったくなくなった僕に、鷹之は、自分らしく生きればいいって教えてくれた。

　だから、鷹之の恋こい人びとになれて、僕はやっとまた自分らしいピアノが弾けるようになったんだけど……。

　……でも、ブランクがすごく長かったのはたしかで……。

「どうした？　真宮くん？」

　厳しい声で言われて、僕は冷や汗あせを流しながら、

「ええと……教師の仕事が忙いそがしくて、ここのところなかなか弾く機会がなくて……」

「くだらない言い訳をして、私の時間を無む駄だにさせないでくれ」

　無感情に言われた彼の言葉に、僕はますます硬直してしまいながら、

「はっ、はいっ！　すみませんっ！　いきます！」

　僕は自分を叱しかりつけるようにして、無理やり鍵盤に指を下ろし、最初の音を奏かなでる。

　曲はショパンのノクターン。音大時代から弾き慣れた曲で。

　成績査定コンサートで、審しん査さ員の教授たちから満点に近い評価をもらったこともある（僕の指導をしてくれていた教授だけは、いい気になるとイケナイ、って言って点数を引いたけど）。

　だから、ショパンは、僕の多くはないレパートリーの中で一番まともに弾けるんじゃないかっていう、いわば得意分野で。

　だから、僕の指は、メロディーを憶おぼえていて。

　だから、こんなに緊きん張ちようしていても、我ながらいい演奏が……。

「……違う」

　後ろから聞こえた低い声に、僕は耳を疑った。

　……え……？

「そこはノン・レガートではない！　ポルタートだ！　そんな乾かわいた音でどうする？」

　……ええっ……？

「ポルタート！　もっと離はなれがたく、優ゆう雅がに音を切る！　ペダルを慎しん重ちように使う！」

　……えええっ……？

「音圧をきちんと保つ！　それでは強すぎる！　マルカートではない！……ああっ！」

　矢や継つぎ早ばやに言われる彼の言葉に僕は混乱し、僕の指はカチカチにこわばり、とても演奏とは言えないような状態で絡からみ合い……。

「……もういい。やめなさい」

　彼は怒ど鳴なるのをようやく抑おさえているような声で言い、僕の指をそのままの形で硬直させる。

「真宮くん」

　呼ばれて、僕は逃にげ出したいのを必死でこらえて振り向いて、

「……は、はい……」

　答えた声が、知らずに震ふるえてしまう。

「君はもう、ピアノを捨てたのか？」

「……え……？」　>>>♥

　全身から、血の気が引いていく。

「そんな演奏をして、あの真宮柾音の息子むすことして、恥はずかしくないのか？」

　彼はその切れ長の目で僕を真っ直ぐに睨にらみつけ、

「そんな演奏をするのなら、いっそピアノなどやめてしまいなさい」

　……『そんな演奏をするのなら』……？

　僕の脳のう裏りに、彼の言葉が響ひびき渡わたる。

　……『いっそピアノなどやめてしまいなさい』……？

「私がいる二週間のうちに、もっとまともに弾けるようになってくれ。でないと……」

　彼は、僕を鋭するどい視線で凍こおり付かせて、

「……私は、君を、あの真宮柾音の息子として、許すことができない」

　吐はき捨てる口調で言い残し、彼は部屋を出ていく。

　僕は、呆ぼう然ぜんと、その場に取り残される。
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　学園の秘密の庭。そのガラス張りのサンルーム。

　涼音は、もう三時間も、同じショパンのノクターンを弾ひき続けている。

「……あっ」

　涼音は小さく声を上げ、そのままぴたりと演奏を止める。

　それから、その華きや奢しやな背中を震わせて、

「……だめだ……こんな演奏じゃ……」

　血を吐くような苦しげな声で言う。

　俺には、ほぼ完かん璧ぺきに聴こえていたその曲。ヴァイオリンを長いこと習っていたせいで、音感には自信がある。

　たぶん、これを聴いたほとんどの人間が、素す晴ばらしい演奏だと絶賛するだろう。

　……しかし。

　涼音は長い睫毛を伏ふせ、絶望的なため息をつく。

「……どうして、こんなふうにしか弾けないんだろう……？」

　独り言のような微かすかな言葉。その悲しげにかすれた声が、俺の胸を激しく痛ませる。

「……涼音」

　言うと、彼はまるで俺の存在を忘れていたかのように肩かたをびくりと震わせる。

「……え？」

　振ふり向いた彼に、俺は無駄な言葉と知りながらも、

「俺には、素晴らしい演奏に聴こえるよ」

「噓うそ、つかなくていいよ」

　震える声で言って、俺を見上げ、

「鷹之は優やさしいからそんなことを言ってくれるけど」

「噓じゃないよ。それよりも、もう三時だよ。こんなことをしていたら身体からだが……」

　そう言った瞬しゆん間かん、涼音の瞳ひとみの奥に、何か激しい光がよぎる。

「鷹之！　お願いだから！」

　涼音は、彼らしくない激しい声で俺の言葉を遮る。それからつらそうなため息をついて、

「……ごめん。大きな声なんか出して」

　彼の視線が、俺からそれる。

「篁くん……君はもう、寮りように戻もどった方がいいんじゃないかな？」

　教師ぶった言葉、必死に感情を押し殺したような声。

「涼音。あなたは？　昨夜も、その前も、ちゃんと寝ねていないだろう？　明け方までここで練習して、お風ふ呂ろと着き替がえのためだけに部屋に戻ってるんじゃないのか？」

　涼音はギクリとしたように青ざめてから、小さな声で、

「そんなことはないよ。それに……もう少しだけ練習したら、今夜もちゃんと帰る」

　彼の衰すい弱じやくしきって青ざめた顔、そしてさまよう視線が、噓をついていることを示している。

　……涼音をこんなにしてしまったのは……、

　俺の脳裏に、田邊の無感情な顔がよぎる。

　……涼音は、どうしてあんな男のために……？

　田邊は、涼音の音大時代の先せん輩ぱいだったらしい。

　……もしかして、音大時代から、涼音は、あの男に特別な感情を……？

　俺の心に、暗い嫉しつ妬との火が燃え上がる。それは不思議な強い炎ほのおとなって、俺の内部を焦こがす。

　涼音は、両手で顔を覆おおうようにしてため息をつき、

「ダメだ。こんなことじゃ、田邊さんの前で弾けないよ」

「そんなに……彼との約束が大事？」

　自分の声が怒いかりにかすれているのに気づく。

「大学時代、涼音とあの男は、特別な関係だったんじゃないのか？　恋こい人びと同士とか？」

「まさか！　僕と田邊さんは、そんな関係じゃないよ。僕が抱だかれたのは、正しよう真しん正しよう銘めい、鷹之が最初だったし……」

「じゃあ、何？」

　涼音は驚おどろいたように俺を見上げ、それから言葉を探すように視線を泳がせる。それから、

「そんな関係じゃないんだ。そうじゃなくて……」

　彼の一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよが、俺の怒りに火をつけてしまう。

「『そんな関係』？」

　俺は、自分の感情を制せい御ぎよできなくなって、涼音の腕うでを摑つかむ。

「俺と涼音は、たしかに身体の関係だ。じゃあ、涼音と田邊は、肉体関係以上の精神的なつながりがあるってこと？」

「ちっ、ちがっ……そうじゃなくてっ……！」

　俺はもう我が慢まんできずに、彼の身体を抱き上げ、カウチに押し倒たおしてしまう。

　……ああ、こんなふうにしたいわけじゃないのに……！
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「俺と涼音は、たしかに身体の関係だ。じゃあ、涼音と田邊は、肉体関係以上の精神的なつながりがあるってこと？」

「ちっ、ちがっ……そうじゃなくてっ……！」

　僕の言葉を遮さえぎるようにして、彼の腕が僕を抱き上げる。そのままカウチに押し倒されて、

「……やっ、やめて、鷹之！」

　鷹之は、僕の両手首をしっかりと押さえ込み、厳しい顔で、僕の顔を覗のぞき込む。

「やめないよ。心も、身体も、あなたのすべては、俺のもののはずだ」

「そ、そうだけど……」

「それとも、心はずっと昔から、田邊のものなのか？」

　その冷たい声が、僕の心を凍らせる。

　……鷹之は、僕を信じてくれていないの……？

　思ったら、なんだか泣いてしまいそうになる。

　……こんなに愛しているのに、心が伝わらないなんて。

「……そこで黙だまるんだ？　それは肯こう定ていってことだね？」

「違ちがうっ！　そうじゃなくて……！」

「もういい！」

　鷹之が叫さけんで、僕の腕を摑む。

「……いやっ……！」

　僕は必死で抵てい抗こうするけど、彼の力は驚くほど強くて。

「逃にげないで。そんなに俺に抱かれるのが嫌いやなのか？」

　ぎゅっと腕を摑んだ手に力を込められて、僕は思わず、

「……い、痛いよ……放して！」

　手を振り払はらった拍ひよう子しに、鷹之の手を強くはたいてしまう。

「……あ……」

　鷹之の顔に、激しい怒りの色がよぎる。

「俺とセックスするのが、そんなに嫌？」

「……あ……ちがう……そうじゃなくて……」

「じゃあ、何？　ほかの男のことで頭がいっぱいなのか？」

　……鷹之……？

　あまりの言葉に呆然とした僕を、鷹之が強い力で押し倒す。

「……やっ……！」

「あなたは俺だけのものだ」

　その黒い瞳の中の獰どう猛もうな光に、僕はそのまま硬こう直ちよくする。

「誰だれにも渡わたさない。あなたの身体に、あなたのすべてが誰のものかを思い出させてあげる」

「……鷹之……や、あ……っ！」

　いきなりベルトの金具を外されて、僕は驚いて逃げようとする。

「逃げないで。痛いことをされたくなかったら」

「いやだ、そんな……」

「聞き分けのない人だ」

　鷹之は、僕のベルトの金具を摑み、そのままシュッと、それをスラックスのベルト穴から引き抜ぬいてしまう。

「……あっ！」

「お仕置きです。少し痛いかもしれないけれど……あなたが抵抗するのが悪いんですよ」

　彼は片手で僕の両手首を摑み、僕のベルトで固く縛しばり上げる。

「やめて！　これを解きなさい、篁くん！」

　僕は必死で解こうとするけど……革かわのベルトはきっちりと僕の手首を締しめ上げ、とても解けるような状態ではない。

「解かない。あなたに、自分が誰のものなのか、きちんと自覚してもらうまでは」

　彼が、なんだか胸が痛くなるような声で囁ささやいて、僕のスラックスの前に触ふれてくる。

　両手を上に上げられ、自由が奪うばわれた状態で、ファスナーをゆっくりと下ろされる。

「……いっ、いやあっ……！」

　暴れれば暴れるほど、僕の革のベルトは僕の手首に食い込んで……、

　……痛い……。

　僕は泣きそうになるけど、それは手首の痛みのためじゃなくて。

　その痛みは、とても悲しい思い出を、僕に思い起こさせたんだ。

　まだ気持ちが通じ合っていないと二人が思い込んでいた頃ころ。

　僕は、彼の将来のことを思って、愛してるって言えなくて。

　彼は、僕が自分の保身のために彼を拒きよ絶ぜつしているんだと思い込んでいて。

　そして鷹之は、僕を脅おどし、ほとんど無理やりのように……何度も僕を愛撫した。

　僕の身体からだは、彼に抱かれて、感じ、悦よろこんでいた。

　でも、彼は僕を愛してないのでは？　と思っただけで、心がとても寒くて。

　その時のつらい気持ちを思い出すだけで、僕はいつでも泣いてしまいそうになり……。

　鷹之の手が、ファスナーの隙すき間まから滑すべり込んでくる。

「……あっ……！」

　慌あわてて逃げようとするけど、彼の手に下着の布地ごと屹きつ立りつを握にぎり込まれたら、もう身動きができなくなって。

「どうして、ココを……」

　鷹之が厳しい声で言って、いつの間にか硬かたくなった僕の屹立をギュッと扱しごき上げる。

「……あぁ……はぅっ！」

　いつもの優やさしい愛あい撫ぶとは違ちがった乱暴な動き。だけど彼の愛撫はやっぱり巧たくみで。

　僕は思わず甘い声を上げてしまい、それから慌てて唇くちびるを嚙かむ。

「……どうしてココを、こんなに勃たててるんですか？」

「……あっ……ちが……」

「違わないだろう？　こんな刺し激げきだけで……」

　布地ごと僕を摑んだまま、彼の手が滑る。

　くびれの部分を指で扱き、それから先せん端たんの感じやすい部分を刺激して……。

「……あっ、やあっ……！」

　彼はもう片方の手で僕のボタンを外し、シャツをはだけさせる。

　僕が息をのんだ瞬しゆん間かんに、僕の乳ち首くびを唇で包み込み、そのまま強く吸い上げる。

　同時に、屹立をキュッと絞しぼり上げるようにして愛撫されて……、

「……や……ああー……っ！」

　僕の背筋を、震ふるえるような快感が駆かけ上った。

　僕は、いきなり放ってしまいそうになり、慌ててかぶりを振ふってこらえる。

「……ダメっ！　やめて……！」

　言うけど、僕の先端からは、もう先走りの蜜みつが溢あふれ、下着を濡ぬらしてしまっている。

「……縛られて、無理やり愛撫されて……やめて、と言いながらも、こんなに感じている」

　かすれた声で囁きながら、彼の指先が、僕の先端に円を描えがく。

「……いや……ああっ！」

　濡れた下着越ごしの、ヌルヌルという感かん触しよくに、僕はまた震えてしまう。

「……あなたは本当に悪い人だ」

　尖とがりかけている胸の先端に、彼がキュッと歯をたてる。

「……あんっ！　やあっ……！」

　強い刺激でさらに尖らせ、感じやすくさせてから、濡れた唇と舌で、乳首を巧みに愛撫する。

「……あっ……いやだ……あぁ……んっ！」

　彼の舌が先端を往復するたび、僕の腰こしが、勝手に、ピクン、ピクン、と跳はね上がってしまう。

「……いや、と言いながら、自分から腰まで動かしてしまうなんて。もしかして……」

　彼の手が、ひときわ強く僕の屹立を扱き上げる。

「……別の男の手を想像して、感じているんですか？」

「……え……？」

　鷹之は、僕を思いつめたような目で見下ろして、

「もしかして、あの男の愛撫を想像して……感じている？」

「……あの男……？」

　僕はその言葉の意味が解わからずに呆ぼう然ぜんとし、それからハッと気がついて、

「もしかして……田邊さんのことを言ってるの？」

　僕の中に、激しい怒いかりがわき上がる。

「どうして、田邊さんと僕が、そんな関係だなんて思えるんだよ？」

　僕は鷹之を睨にらみ上げて、

「そんな関係じゃないって、言ったじゃないか！」

「……涼音……」

　鷹之は、なんだかすごく傷ついたような目で、僕を見つめる。

　納なつ得とくしてくれたのかな、と思った瞬間、彼の黒い瞳ひとみに、獰猛な光がよぎった。

「『そんな関係』とは……」

　彼の手が、いきなり僕のスラックスと下着を一気に引き下ろす。そのまま脚あしから引き抜かれ、

　床ゆかに落とされて……僕の火ほ照てった下半身が、ひやりとした空気にさらされてしまう。

「……こんな関係のことですか？　真宮先生？」

　彼が苦しげに囁いて、顔を僕の屹立に近づける。何をされるのか予感した僕は、

「やっ、ダメだよっ！　やめてっ！」

　彼の唇を避さけようと、身をよじらせるけど、両手首を固く革ベルトで拘こう束そくされたままでは逃にげることもままならなくて……。

「……ああーっ！」

　チュプッという淫みだらな音とともに、僕の屹立が、彼の口こう腔こうに銜くわえ込まれる。

　そのまま動きを止められて、僕は緊きん張ちように呼吸を浅くしながら、

「……は、あぁ……やめ……はなし、て……んんーっ！」

　いきなり強く吸い上げられて、僕の腰が跳ね上がった。

　彼のたっぷりと濡れた巧みな舌が、僕の弱点をグイグイと責めてくる。

「やっ！　ああっ！　ああんっ！」

　頭の芯しんから痺しびれてしまうような感覚。

　屹立に血液がさらに流れ込むにつれ、僕の脳からは理性が溶とけ出してしまうようで……。

「ダメ、ダメ！　くう、んっ！」

　足先から駆け上った電流が腰に集結し、屹立の先端から、また先走りの蜜が溢れる。彼は口腔でそれを受け止め、また濡らしたね、と言うように、舌先で先端のスリットをたどる。

「やあっ、いやあぁっ！」

　そのあまりにも強きよう烈れつな刺激に、僕はいきなりイッてしまいそうになる。

「お願い、もうっ！」

「……もう、何……？」

　唇で触ふれられたままで囁ささやかれ、たっぷりと濡らされた先端にかかるその息だけで……僕の屹立は、ビクンと反応して熱く震えてしまう。

　だけど、反対に、心は凍こおり付きそうなほどに冷たくなって。

「放はなして……もう……いやだ……」

　逃げようとしてよじる僕の腰を、彼は大きな手でしっかりと押さえつけ、

「だめだよ。俺よりも田邊の言葉を優先させるあなたを、俺は許さない」　>>>♥

　その冷たい響ひびきの声が、僕の心臓に無数の針のように突つき刺ささる。

「……そうじゃない……ちが……っ！」

　誤解を解こうと口を開くけど、言い訳は聞きたくない、とでもいうように深く銜え込まれ、舌で容よう赦しやなく愛撫されて、僕の言葉はただの喘あえぎに変わってしまう。

「……うっ……うう、ん……ダメぇ……っ！」

　彼を押しのけたくて視線を落とすと、僕を口で愛撫する彼の顔が目に入ってしまう。

　彼は、僕の反応を見み逃のがすまいとするように、しっかりと僕を見上げていた。

　目をそらしたいのに、そのあまりに強い視線に、僕はそのまま目をそらせなくなってしまう。

　限界まで反り返った僕の屹きつ立りつを、見せびらかすように、彼の舌がゆっくりと舐なめ上げる。

「……はあ、うぅ、んっ……！」

　僕の屹立は、ビク、ビクン、と震え、また透とう明めいな蜜を先端から溢れさせる。

　たっぷりと垂らされた彼の唾だ液えきと、僕の蜜が溶け合い、屹立を伝う。

「……イケナイ人だ、こんなにヌルヌルにしてしまって……」

　彼は、僕から視線をそらさないままで囁く。

　見上げてくる、うっとりするほどハンサムな彼の顔。苦しげに眉み間けんを寄せた様子が、ものすごくセクシーで。彼は、こんな淫らなことをしているのに、本当に高貴で優ゆう雅がに見えた。

　反対に、男の舌で感じ、屹立を反り返らせ、こんなに蜜を垂らしてしまう自分は……どうしようもなくいやらしい人間みたいに思える。

　逃げようとしてもがく僕の腰を、彼は片手で簡単に抱だき留める。

　もう片方の手でしっかりと僕の屹立を握にぎり、わざとゆっくりと顔を近づけてくる。

「……いや、お願いだから、もう……」

　僕の屹立が、チュプッと淫らな音を立てて、彼の口腔に吸い込まれる。

「……いやっ……いやあ……ああー……っ！」

　強く吸い上げられ、気が遠くなりそうなほどの快感とともに、僕は白い蜜を飛ばした。

　彼が、コク、という音をたてて、僕の蜜を飲み干す。

　……ああ、こんなに愛してるのに……。

　鷹之が、ぐったりした僕の身体からだの上に本気でのしかかってくる。

　手首からベルトが外されるけど……僕にはもう、抵てい抗こうする気力も残っていなかった。

　のしかかってくる彼の重みを感じながら、僕は思っていた。

　……どうして、こんなに悲しいんだろう……？
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「……涼音……」

　カウチの上、涼音が失神するようにして眠ねむっている。

　長い睫毛の下には、憔しよう悴すいしきったように青ざめた頰ほお。

　小さく開いた唇くちびるには、いつもの果実のような艶つやはない。青ざめて、つらい夢に喘ぐような浅い寝ね息いきを漏もらしている。

　薄うすいシャツの下、速く上下する細い肩かたが、とても痛々しい。

　……こんなに弱っている彼を、無理やりに抱だいてしまうなんて……。

　俺の胸が、後こう悔かいと自分に対する嫌けん悪おで真っ黒に染められていく。

「……悪かった、涼音……」

　思わず囁くと、彼の瞼まぶたが微かすかに震ふるえ、美しい眉まゆがキュッと寄せられる。

「……鷹之……いや……」

　その唇から漏れた拒きよ絶ぜつの言葉が、俺の心臓に深く突き刺さる。

　万が一、唯ゆい一いつ鍵かぎを持っている学園長が入ってくる時の用心のために（最近はここが俺と涼音の愛の巣になっているのを知っているので、彼はまずここには来ないが、念のため）、俺は手を伸のばし、涼音のはだけていたシャツをきちんと直してやる。

　それから、毛布で彼の身体を包んでやる。

「……おやすみ、涼音」

　俺がここにいたら、きっと涼音は悪夢を見続けるだろう。

　囁いて、枕まくら元もとのスタンドを消す。

　ガラスの温室とはいえ、ここは外に音が漏れないようにしっかりとした造りだ。すきま風で風邪かぜをひく心配もない。

　食堂に殺さつ到とうする生徒たちの声で朝早くからざわつく寮りようよりも、きっとよく眠れるだろう。

　……それにここなら、あの田邊に見つかることもない。

　俺は、後ろ髪がみを引かれる思いで部屋を横切り、温室の扉とびらを開く。

　振ふり向いて、月明かりに照らされた涼音の寝ね顔がおを確かめて、呟つぶやく。

「……愛してるよ、涼音」

　……せめて、今夜は、君にゆっくり眠って欲しいんだ……。
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　……鷹之……いや……。

　僕は、鷹之に置いていかれる夢を見て、うなされていた。

　瞼に当たる陽ひの光を感じて、僕の意識はゆっくりと重い眠りの底から浮ふ上じようしてくる。

　なんだか、一晩中、同じような悲しい夢を見ていた気がする。

　夢なのも解わかってる、目を覚ましたらきっと鷹之が一いつ緒しよにいてくれることも。

　鷹之は、この部屋に僕を置き去りにしたことなんかないから。

　石の床ゆかの上、こっちに歩いてくる静かな足音に、僕は安あん堵どのため息をつく。

　……やっぱり、鷹之が僕を置いていくことなんかなくて……？

　横たわっている僕の頰に、ひんやりとした指が触れてくる。

　……鷹之……。

　僕は目を閉じたまま、彼の指を感じ……。

　……あれ……？

　……なんだか、いつもと違ちがう……？

　僕の頰をたどる指先は、肌はだをちょっとひっかくような、ざらついた感かん触しよくで。

　……まるで、僕の指先みたいに硬かたい……？

　鷹之は、いつも僕の手を「白くて綺き麗れいだ」って誉ほめてキスしてくれるけど、僕は自分の女の子みたいに細くて弱そうな指が嫌きらいだ。

　それに僕の指先は、ピアノの弾ひきすぎのせいで、硬くなっていて触さわるとざらついている。

　僕は自分の指先が柔やわらかくないことがいつも気になっていて、彼の裸はだかの背中に手をまわす時は、ちょっと気をつけて猫ねこみたいに指先を丸くしてる（すぐに我を忘れちゃうけど）。

　それに比べて鷹之は、お金持ちらしい、すごく滑なめらかで手入れの行き届いた指先をしてる。

　鷹之の純じゆん粋すいさをあらわしてるような柔らかい指先が、僕はすごく好きで。

　……鷹之じゃ、ない……？

　その考えに僕は青ざめ、慌あわてて目を開けて……、

「うわっ！」

　僕は思わず叫さけんで飛び起きる。

　眼鏡めがねのないぼやけた視界でもはっきり解る、その立ち姿。そこにいたのは……、

「田邊さん！　どっ、どうしてこのサンルームのことをご存じなんですか？」

　言ってしまってから、僕はハッとして、

「もしかして、昔、この学園の生徒会長をしていらした……とか？」

　そう。この庭のことは、歴代の生徒会長なら知っているはず。

　生徒会長は学園長から鍵かぎを預かって、この庭のバラの世話をする。

　ほかの生徒のデート場所に使われたりしないように、生徒会長はこの庭のことを口外しないことを学園長と約束する。

　だから、生徒たちだけじゃなくて先生方も、この庭のことは知らないんだけど。

　受験間近になって生徒会長の座を後こう輩はいに譲ゆずる時、このバラ園の鍵は学園長に返すことになっている。だからここに入れるのは、その時の生徒会長と、学園長の二人きりのはずで……？

　思わずけげんな顔をしてしまったであろう僕に、田邊さんは、

「在学中は、この学園の生徒会長だった。それに毎年、夏休みの間は練習のためにここの鍵を借りることになっている。去年、ここの鍵を借りたまま返すのを忘れていたので、学園長に許可を得ないで入ってきてしまったのだが……」

　本当は練習室として使われるはずのサンルームで寝ねていた僕のことを、田邊さんは不ふ審しんそうな顔で見返して、

「真宮くんこそ、どうしてここに？」

　……あっ……！

　心臓がドキンと跳はね上がる。

　……生徒会長経験どころかこの学園の卒業生でもない僕がいる方が、たしかに、アヤシイ。

「……ええと……」

　……まさか、僕と鷹之が恋こい人びと同士であることを知っている学園長が、デート場所として提供してくれてる、なんて絶対に言えないし……！

「君も、私と同じように、練習室としてここを使わせてもらっている？」

　彼の言葉に、僕は慌ててうなずいて、

「ええっ！　はい！　そうなんですっ！」

　叫んだ僕を、彼はまだなんだかすごく不審そうな顔で見て、

「この部屋のピアノは、真宮柾音が練習をしたピアノだ、と在学中から学園長が自じ慢まんしていた。私ですら、さんざん頼たのみ込んでやっと弾くことを許可されたんだ。……君が、このピアノを弾くことを許可されたとはね」

「……え？」

　……それは、僕程度の腕うでじゃ、このピアノを弾く権利はないってこと……？

　……たしかに僕には才能なんか全然ないけど……。

　僕は青ざめる。田邊さんは、

「……まあ、君は真宮柾音の息子むすこさんだし。きっと特別なんだな」

　言って、少し苛いら立だたしげにため息をつく。

　……たしかに、僕は父さんには全然敵かなわない……。

　そのことを改めて突つきつけられたみたいで、僕はなんだか悲しくなってしまう。

「まあ、そんなことはどうでもいい。それより、時間があるのなら、レッスンをしてあげるよ」

　その言葉に、僕の心臓は縮み上がる。でも、逃にげちゃいけない、と思いながら、

「お、お願いします」

　彼は、まだ毛布を抱だきしめたままの僕を軽けい蔑べつしたような目で見下ろして、

「それなら、顔くらい洗いなさい。それにその寝ね癖ぐせ」

「……えっ？」

　僕は慌てて頭に手をやり、髪かみの毛がくちゃくちゃの寝癖だらけになっているのに気づいて、また青ざめる。

　……うわ、僕、こんな頭で田邊さんと向かい合ってたんだっ！

　僕は焦あせりながら毛布を畳たたみ、慌てて眼鏡をかける。立ち上がって、

「失礼しました！　顔、洗ってきますっ！」

　叫んで、ガラス張りのサンルームから走り出る。

　サンルームには、もちろんシャワーや洗面台はない。だけどバラに水をやらなければならないから、屋外には校庭にあるような石の流し台と水道が設置されている。

　僕は眼鏡を胸ポケットに入れ、顔を洗ってから、蛇じや口ぐちの下に頭をつっこんで髪を濡ぬらす。

　ポケットからハンカチを出して顔を拭ふき、それから髪の毛の水分をざっと吸い取ってから、懸けん命めいになでつける。

　僕の髪は細くて茶色の猫っ毛。朝にはたいてい寝癖がついている。

　鷹之とセックスした次の朝は、後頭部の髪がいつにも増してクシャクシャになってしまう。

　……だって、鷹之に揺ゆすり上げられるから……枕まくらにこすれて……。

　思って少し赤くなってから、僕はまた昨夜のことを思い出して悲しい気分になる。

　乱暴な愛あい撫ぶ、性急で獰どう猛もうなセックス。

　それはまるで、心が通じ合っていると解る前、凶きよう暴ぼうだった時の彼のような……。

　僕の心がズキリと痛む。

　……鷹之……。

　彼のことを思うと、なんだか泣きそうになる。

　薄うすいハンカチじゃ水気を吸い取りきれなくてまだ髪が濡れている状態だけど……もう、しょうがない。それよりも、田邊さんを待たせないようにしないと……！

　僕は小走りにサンルームに戻もどって部屋に入り、

「お待たせしました！」

　ピアノの前に立っていた田邊さんは、ふと振ふり向き、神経質そうな顔で眉まゆをひそめて、

「きちんと髪を拭きなさい」

「……あ……はい！」

　……やっぱりこんな濡れた髪じゃみっともないよね……。

　僕は焦りながらハンカチを取り出して髪を拭くけど、もうハンカチはグショグショで……。

「……風邪かぜをひいたら、大変だろう？」

　唸うなるような低い声で言われて、僕は思わず首をすくめて、

「すっ、すみませんっ！」

　謝ってしまってから、彼の言葉の内容を頭の中で反はん芻すうする。

　……ちょっとだけ、優やさしい言葉？

　彼が無表情なまま、部屋を横切ってこっちに歩いてくる。ポケットから出したきちんとアイロンのかかったハンカチで、僕の額の雫しずくを拭ぬぐってくれる。

　あまりに意外な行動に、僕はしばらく呆ぼう然ぜんとして立ちつくし、それからやっと我に返って、

「あ、あの……ええと、ありがとうございます……」

　僕は、彼と身体からだが触ふれそうなほどの至し近きん距きよ離りにいることに焦り、怯おびえてしまいながら、

「すみません、貸していただければ、自分で……」

「黙だまって」

　後ずさろうとするけど、厳しい声で言われたら、思わずすくみあがってしまう。

　……やっぱり怖こわい……！

　硬こう直ちよくしている僕の額から頰ほおを、彼がハンカチで拭う。耳たぶから首筋にかけての感じやすい場所にハンカチを滑すべらされて、昨夜の余よ韻いんが残っている身体が震ふるえてしまう。

「……あ……っ」

　僕の口から、かすれた声が勝手に漏もれた。

　僕は、彼の前で変な声を出してしまったことに、恥はずかしくて泣いてしまいそうになり、

「も、もう結構ですから……っ」

　言って逃げようとした僕の腕を、彼が強い力で摑つかむ。僕の首筋に視線を固定したまま、

「……キスマーク……」

　呟つぶやくように言われたその言葉に、僕は愕がく然ぜんとする。

　……普ふ段だんは見える場所にキスマークなんかつけないけど、昨夜の鷹之は我を忘れた感じで。

　慌あわてて首筋を押さえた僕を、彼は真っ直すぐに見み据すえたまま、

「学園長と私以外で、このサンルームに入れる人間……まさか……生徒会長の篁鷹之と？」

　田邊さんの声に、僕は青ざめる。何か言おうとするけど、言葉が出ない。　>>>♥

　……いけない、黙ってたら、まるで肯こう定ていしているみたいだ……！

　僕は、慌てて笑って見せて、

「もしかして、学園の生徒たちが噂うわさしているのをお聞きになったんですか？　それならあれは単なるおふざけの噂で……」

「……本当か？」

「彼は、ただの教え子です。キスマークじゃなくて、きっと虫に刺さされた痕あとで……」

　彼は僕の考えを読みとろうとするかのように黙ったまま僕を見つめ、ふとため息をついて、

「それならいい」

　深く追つい及きゆうされなかったんだからホッとしてもよさそうなものだけど……「こんなやつが篁財ざい閥ばつの子息に相手にされるわけがない」って言われたみたいで、僕はなんだか悲しくなる。

「……では」

　彼の手が、ピアノの鍵けん盤ばんの蓋ふたを開く。

「泊とまり込みで練習していたんだから、少しはまともに弾ひけるようになっただろうね？」

　……うっ……。

　僕は言葉に詰つまり、それから、覚かく悟ごを決めて、

「は……はい……」

　……本当は、練習の途と中ちゆうで、鷹之とのセックスになってしまったんだけど……。

　僕は昨夜の悲しいセックスを思い出して、なんだか泣きそうになる。

　……どうしてあんなに悲しかったんだろう？

　……愛している鷹之と身体を合わせることは、どんな時だって幸せなはずなのに。

「……真宮くん」

　眼鏡めがねをかけて気をひきしめ、鍵盤に指を置こうとしていた僕は、慌てて振り返る。

「はっ、はいっ！　なんでしょうか？」

　また叱しかられると思って身を硬かたくする僕の首筋を、彼はなんだか苦しげな顔で見つめて、

「……やはり、キスマークだ」

　彼は、僕の顔に視線を移し、怖いほど鋭するどい目で僕の目を見つめて、

「君はシラを切った。……ということは、相手はやはり篁だな？」

「ちっ、違ちがいますっ！　彼はそんなことをする子ではなく、品行方正な生徒会長で……」

「噓うそをつくんじゃない！」

　怒ど鳴なる声量で言われたその言葉、彼の険しい顔に、僕はそのまま硬直してしまう。彼は、

「正直に言おう。……あの雷かみなりの夜、君にキスをしたのは私なんだよ」

「えっ？」

　信じられずに見上げる僕に、彼はなんだかすごく苦しげな顔をして、

「……音大生の頃ころから、君が好きだった……」

　僕は言葉を失って、彼の顔を見つめたまま固まる。

　……田邊さんが、僕を……？

　音大のオーケストラ部の練習でも、彼はいつも僕を叱ってばかりだったし、それよりもまず、彼は煌きらめく才能と圧あつ倒とう的てきなオーラをまとった……別世界の人で。

「あの日、私は学園長に知らせたよりも一本前のバスに乗った。真宮涼音がこの学園の音楽教師になったという話を聞いたからだ。私は、早く君に会いたくて、学園長室に行く前に音楽室に寄った。ドアのガラス窓から君の姿を確かく認にんし、ドアを開けようとした時……雷が落ちて、電気が消えたんだ」

　……うそ……。

　全身から血の気が引いていく。

　……じゃあ、キスした時に『鷹之』って言っちゃったのを……？

「なんて顔をしているんだ」

　田邊さんは、その顔に皮肉な笑えみを浮うかべ、

「キスの時に、『鷹之』と言ってしまったこと、そしてそれを私に聞かれてしまったことが、そんなにショックなのかな？」

「……あ……」

　……やっぱり聞かれてしまったんだ……。

　田邊さんが言った、篁家とは古い付き合いだって言葉を思い出す。

　……じゃあ、僕と鷹之のことを、篁の家の人たちに言ってしまう場合もあるってことで？

　鷹之は、大学を卒業して、一族の経営する会社に就職して……次期総そう帥すいと名乗れるくらいになったら、僕とのことをカミングアウトするって言ってくれてる。

　まだ十八歳の彼が、運命の人を見つけたから、なんて言っても説得力がないし、ゲイっていうだけでもスキャンダラスなのに、そのうえ教え子と教師の関係の今は、賛成してくれって言う方が無理だ。

　鷹之は、カミングアウトにはまだ時じ期き尚しよう早そうだ、絶対に反対されるわけにはいかないから慎しん重ちように時機を見る、って言う。

　僕もそれに賛成だ。もしカミングアウトが無理だとしても、鷹之との関係をゆっくりと育て、見み極きわめるためにも、あと数年の期間はいるんじゃないかと思ってる。

　僕の気持ちが変わることは絶対にないと思う。だけどもしかして……まだ若い鷹之が、僕じゃない、別の、本当の運命の人を探し当てる場合も考えられるから。

　そうしたら、僕は何も言わずに彼の許もとを去るつもりだ。

　それは……僕にとっては信じられないほど寂さびしいことだけど。

　まだ若い彼には、恋れん愛あいを考えたり、ほかの人と出会ったりする時間が必要だ。

　隠かくし事ごとをするのはよくないかもしれないけど、それまでは、二人だけで静かに気持ちを育てていきたい、と思っているのに……？

「そのことをネタに脅おどす気はない。ただ、自分の気持ちを君にわかってほしい」

　彼はいきなり僕の手を握にぎる。僕が驚おどろいている間に持ち上げ、キスしそうに顔を近づけて……、

　彼の視線が、ふと僕の手首に釘くぎ付づけになる。彼は驚きよう愕がくしたように、

「この、手首の跡あと……」

「……え？」

　慌てて見ると、僕の手首には、昨夜縛しばられたベルトの跡がくっきりと赤く残っている。

　……うわ、そんなに強く縛られたわけじゃないのに、僕が暴れたから……！

　彼は、すべてを理解した、とでも言いたげに目を見開き、それからかすれた声で、

「……脅されて、縛られて、セックスを強要されたのか？」

「……は……？」

　いきなり言われた言葉に、僕は耳を疑った。彼は、

「そうなんだろう？　篁は、この学園に多額の寄付をしている家の人間だ。それを盾たてに篁は学園長を脅し、そして学園長に言い含ふくめられた君は、学園の存続のために涙なみだをのんで篁に……？」

　彼はとてつもなく怒おこったような顔で拳こぶしを握りしめ、

「なんてやつらだっ！　こんな天使のような子をっ！」

　僕は、彼の口から出たそのシナリオに呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　……そんなメチャクチャな……。

「……そうなんだなっ？　正直に言ってみなさい！」

　彼は乱暴に僕の肩かたを摑み、ガクガクと揺ゆらす。

「……あっ、やめっ……！」

　……あんなにイカされた次の朝で、ただでさえクラクラしてるのにっ！

　昨夜の余よ韻いんで寝ね不ぶ足そくと体力不足、しかも腰こしに力の入らない僕は、もう倒たおれそう。

「……ちっ、ちが、いま、すっ……」

　揺らされながら、やっとのことで言うけど、彼は信じないよ、と言いたげな悲痛な顔で、

「そんな苦しげな声を出せばすぐにわかる！　私が言ったとおりなんだな、真宮くん！」

　言いながら、さらに強く揺すられて、僕は失神しそうになりながら、

「……そっ、そう、じゃ、なく、てっ……」

「ずっと好きだったんだ……」

　彼らしくない、ものすごく苦しげな声に、僕は驚いてしまう。彼は、

「……音大時代、構内で君を初めて見かけたその時から、ずっと好きだったんだ……」

「……た、田邊さん……」

「君に振ふり向いて欲しくて、オーケストラ部では君のことばかりを見ていた。私はこんな性格だから、君を厳しく叱ることでしか気持ちを表現できなかったが……」

「……で、でもあなたは僕の父さん……真宮柾音の演奏が好きだから……」

「君が真宮柾音の息子むすこだと知ったのは、ずっと後だ。私が真宮柾音の音にのめりこんだのは、彼が君の父親だと知ってからなんだ」

「……え？」

「愛いとおしい真宮涼音に、命を授さずけた男。しかも手の届かない涼音と違って、彼はいつでもその演奏を聴きかせてくれる」

　田邊さんはふっと自じ嘲ちよう的に笑って、

「もちろん、ＣＤでだけれど。君と真宮柾音の弾ひき方は似ていないが、その恐おそろしいほどに透すき通った音はとてもよく似ている。……だから私は真宮柾音に心しん酔すいした」

「……そ、それって……」

「私にとっては、世界的ピアニストの真宮柾音よりも前に、真宮涼音がある」

「……田邊さん……」

　彼は、すごく真しん剣けんな顔で僕を覗のぞき込み、

「愛している。私のものになってくれないか？」

「……え……？」

　僕は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてから、

「ちょ、ちょっと待ってください！　僕は……」

「大学時代、君の視線をよく感じた。あの頃、君も私と同じ気持ちだったんだろう？」

　言われて、僕は少しどきりとする。そういえば、彼の姿を目で追ってしまっていたこともあったかもしれない。だけどそれは……。

「……僕が感じていたのは、あなたの才能に対する、単なる憧あこがれだったんだと思います」

　僕は、正直に言う。

「それから……あなたが僕の父さんに心酔していると公言していらっしゃったので、だから、なんというか……あなたのことが怖こわかったんだと思います」

「怖かった？」

「父さんみたいな素す晴ばらしい人に、僕が敵かなうわけがないのはわかってるんです。だけど、あからさまに比べられて、僕が父さんに敵わないことをまた思い知るのは……僕にとっては、それは自分の存在じたいを否定されることと同じで。だから……あなたが怖かったんです」

「……涼音」

「それに僕……」

　僕の脳のう裏りを、鷹之の顔がよぎる。

　それだけで、こんなに愛おしい気持ちになる。

　僕は、あまり会えないけれど父さんや、厳しいけれど伯父おじさんや伯母おばさんや、この学校の生徒たちや……ほかにもたくさんの人を愛してる。

　だけど、恋こい人びととして愛するのは……。

　……僕が恋人として愛したのは、そしてこれからも愛するのは……、

「……僕には、ただ一人、と心に決めた恋人がいるんです」

「……噓うそだ。君は脅されて篁に抱だかれているだけなんだろう？」

　田邊さんの端たん整せいな顔に、なんだか激しい、怒いかりのような表情が浮かぶ。

「……ち……違ちがいます！　そうじゃなくて……」

「噓を言うんじゃない！」

　きっぱりとした声で遮さえぎられて、僕は言葉を失う。

「私は、自分がゲイであることを、そして同性である君に恋こいをしたことをずっと悩なやみ続けてきた。君のような子はゲイではない、告白したら嫌けん悪おされる、そう思ったからあきらめたんだ。ずっと忘れられなくて、ずっと苦しんだ。しかし……」

　彼は、僕を獰どう猛もうな目で見つめて、

「君はゲイだ。男に抱かれている。……それなら」

　いきなり強い力で腕うでを摑つかまれて、僕は逃にげられなくなってしまう。

「……私が君を欲しいと言ってもいいわけだ」

「……え……？」

　ふいに身体からだを抱き上げられ、僕はものすごく驚いてしまう。

「た、田邊さん！」

　僕は、彼の腕から下りようとして暴れながら、

「お、下ろしてください！　こういう冗じよう談だんには慣れていないので……！」

「……冗談ではない。私は本気だよ」

　そのまま部屋を横切って運ばれ、カウチに下ろされる。慌あわてて立ち上がって逃げようとする僕を、彼は強い力でそのまま押し倒す。

「私が……」

　彼は、僕の肩を強い力で押さえつけ、

「……私が、忘れさせてやる」

　……ええっ……？

　呆然とする僕に、彼の身体がのしかかってくる。

「やっ！　いやですっ！　何を……」

「……抱かせてくれ」

　胸が痛くなるほど苦しげな、彼の声。

「……初めて見た時から、ずっとずっと欲しかったんだ」

　彼の手が、僕のシャツの襟えり元もとにかかる。

「……い、いやです……！」

　いつも無表情に見えるほどクールな彼の目が、今だけは獰猛な獣けものみたいに光ってる。

「……はっ、放してください！」

「だめだ。私は……」

　彼の怖いほど真剣な目に、僕は本気で怯おびえた。彼の指が僕の眼鏡めがねを奪うばい、引きちぎるようにしてシャツのボタンを外していく。

　彼の唇くちびるが僕の首筋に激しいキスをする。僕は必死でもがきながら、

「……いやです！　放してっ！」

　田邊さんの手が、僕のシャツを乱暴にはだける。彼の唇が首筋から鎖さ骨こつの上に下り、乳ち首くびに向かって滑すべりだす。

「……好きなんだ。大切にする。だから許してくれるね、涼音……！」

　彼が切せつ羽ぱ詰つまった声で囁ささやいて、僕のベルトに手をかける。

「いやだっ！　鷹之！　鷹之いっ！」

　僕は彼の手を必死で押し返しながら、声を限りに叫さけんだ。

「助けて！　鷹之いぃっ！」

　バタン！

　ドアの跳はね返る音がして、のしかかってきていた田邊さんが動きを止める。

「そこまでだ」

　聞き慣れた若々しい美声。それは……、

「鷹之！」

　僕は必死で上半身を起こし、田邊さんの肩かた越ごしに向こうを見る。

　そこには、拳こぶしを握にぎりしめ、顔をこわばらせた鷹之が立っていた。　>>>♥

　彼の顔に浮うかんでいるのは、激しい怒り。顔が完かん璧ぺきに整っているだけに、ものすごく怖い。

「……俺の涼音に手を触ふれる人間は、誰だれであろうと許さない」

　鷹之はきしるような声で言って、ジリ、と近づいてくる。

　……やばい……！

　鷹之は護身のために、小さい頃ころからいろいろな武術を習っていたらしい。僕が暴漢に襲おそわれた時も、彼はものすごい速さで男たちを倒たおしてしまって。

　……あの時みたいに田邊さんをやっつけちゃったら、大変なことになる……！

「君の方こそ、真宮くんを脅おどし、拘こう束そくし、無理矢理に奪っていたんだろう？」

　田邊さんの声に、鷹之の頰ほおがぴくりと引きつる。

「ちっ、違ちがうっ！　それは誤解ですっ！」

　僕は、必死で叫ぶ。

「僕は、篁鷹之を愛しているから、抱かれているんです！」

　田邊さんは彼らしくない呆ぼう然ぜんとした顔で、僕を見つめる。

「脅されたり、強要されたりしていません。僕は自分の意志で、彼に抱かれているんです」

「信じられない。篁は、まだ未成年で、しかも君の教え子で……」

「わかっています！　でも、もう、どうしようもないんです！」

　僕は泣いてしまいそうになりながら、

「どうしようもないくらい、鷹之を愛してしまったんです！」

　田邊さんは苦しげな顔でしばらく黙だまり、それから僕と鷹之をゆっくりと見比べて、

「そんな関係が、正しいと思うのか？　君はそれで幸せなのか？」

　その言葉が、僕の胸に鋭するどく突つき刺ささる。

「幸せならば、どうしてピアノが弾ひけなくなっているんだ？　苦しいんじゃないのか？」

　鷹之は、未成年で、教え子で、しかも将来を嘱しよく望ぼうされた、僕とは遠い世界の人。こんな関係、正しいわけがない。でも……。

「涼音は幸せです。なぜなら、涼音は俺を愛しているから」

　あっさりと言われたその言葉に、僕は驚おどろいて目を上げる。鷹之は田邊さんを鋭い目で見つめ、

「涼音が幸せであることを、俺が証明します。外に出てください。二人だけで話がしたい」

　うなずいた田邊さんと、鷹之が、サンルームを出ていく。

　僕は混乱したまま、サンルームに取り残される。
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「涼音はあなたを怖こわがっています。演奏者としても、先せん輩ぱいとしても、教師としても。繊せん細さいですぐに自己嫌悪に陥おちいる彼を学生時代からイジメていたでしょう？」

　怒りを必死で抑おさえながら言うと、田邊はその顔に驚きよう愕がくの表情を浮かべて、

「何を言っているんだ？　私は彼のためを思って……」

「相手のことを思っているからといって何を言ってもいいということにはなりませんよ」

　言ってやると、彼の頰が、ピクリと引きつる。

「いくら篁家のお坊ぼつちゃんとはいえ、君にも言っていいことと悪いことがある」

　彼は顎あごを上げ、下目遣づかいに俺に視線を送って、

「この私を誰だと思ってるのかな？」

「『ピアニスト・田邊昌秀』でしょう？」

　俺は肩かたをすくめてみせて、

「あなたは、世界的に有名なピアニストだ。優すぐれた才能と技術を持ち、素す晴ばらしい演奏を聴きき分けられる洗練された耳も持っている。何人もの弟で子しを抱かかえ、母校のオーケストラ部の指導もして、教師としても高い評価を得ている。しかしあなたは……涼音にとっては、優れた教師ではありません」

　田邊の端たん整せいな顔に、激しい怒いかりの表情が浮かぶ。彼はいつもの冷静な態度をかなぐり捨て、

「真宮涼音は、私が見つけた類たぐい希まれなる才能を持ったピアニストだ！　私が指導し、彼を世界的に有名にしてみせる！」

「涼音にとってあなたは、『口うるさくて怖い大学時代の先輩』でしかありません」

「……きっ、君はいったい何を……？」

「涼音の、本当の音を聴いてみたいですか？」

「どういうことだ？　真宮涼音は、私の前でも何度も……」

「あなたの前で弾ひいたよりも何百倍も素晴らしい演奏を、涼音はすることができる。それを……聴いてみたいですか？」

　田邊は、呆然とした顔のままで、ゆっくりとうなずく。俺は、

「それなら、今夜九時、そこのバラの茂しげみの陰かげで隠かくれていてください。覗のぞいていて結構ですが、くれぐれも途と中ちゆうで邪じや魔まをしたりしないように」
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『俺のために弾いて欲しい。今日の夜九時半、サンルームのピアノの前で。鷹之』

　寮りようの部屋。ドアの隙すき間まに挟まっていたメモを見て、僕はため息をつく。

　きっと、鷹之は僕を励はげまそうとしてくれてる。

　僕にピアノを弾かせ、誉ほめてくれて、僕に元気を出させようとしてくれてる。

　ちょっと直情的なところがあるけど、真しん摯しで、純じゆん粋すいで、そしてとても優やさしい鷹之。

　ずっと弾けなかった僕は、鷹之の存在があるから、やっとまた弾けるようになった。

　彼のことを思っただけで胸がキュッと痛くなる。

　鷹之と、学園のサンルームで一つになった、あの夜。

　僕は生まれて初めて、自分の思うように、伸のび伸びとピアノを弾くことができたんだ。

　あの夜みたいに、またピアノが弾けたら……。

　僕はまたため息をついて、

　……もう、いい演奏どころか、ピアノをまともに弾くことすらできない。

　ピアノの前に座るだけで、僕の指はすくんだように固まってしまう。

　田邊さんの声が耳によみがえり、脳のう裏りに焼きついた彼の冷たい視線が、身体からだを凍こおらせ……。

　……僕みたいに迷いの多い人間がピアノを弾くことじたい、間ま違ちがっているのかもしれない。

　僕は、鷹之からのメモを胸に押し当てて、目を閉じる。

「……鷹之……」

　彼の名前を呼ぶだけで、なんだか泣いてしまいそう。

　……心配してくれてありがとう。でも……。

　目を開け、時計を見ると、時間は九時四十分。

　……やっぱり僕は行けない……。

　ドンドンドン！

　いきなりした、乱暴にドアを叩たたく音に僕は驚いて飛び上がる。

「真宮先生！」

「……た、鷹之……？」

　僕はソファから立ち上がって、そのまま硬こう直ちよくする。

　……僕が行かなかったから、怒おこってる……？

「真宮先生っ！」

　鷹之が、いつもの冷静な彼らしくない大声で叫んでる。

　……やばい、このままじゃ、ほかの部屋の先生方が出てきちゃうかも！

「いっ、今開けるからっ！」

　僕は走って部屋を横切り、慌あわててドアを開く。

「やっぱりここにいた」

　言った鷹之の顔が怒っていなかったことに、僕は少なからずホッとする。

「ごめんね。だって僕、もうピアノは……」

　言いかけた僕の身体を、彼の手がそっと引き寄せる。

「涼音が気が向かないのなら、弾かなくても全然構わないんだよ」

　囁ささやかれた優しい声に、僕はなんだか泣いてしまいそうになる。

「……鷹之……」

　鷹之は僕の身体をキュッと抱だきしめてから、僕の顔を覗き込んで、

「秘密の場所に行こう。ここにいたら、ほかの先生に目もく撃げきされてしまう」

　クスッと笑って、声を潜ひそめて、

「……ここで押し倒たおされてもよかったら、それでもいいけれど……？」

　そのセクシーな囁きに、僕は思わず赤くなってしまいながら、

「……イジワル！」

　言うと、彼は声を上げて楽しそうに笑う。それから僕の耳に口を近づけて、

「……それなら、リクエストに応こたえて、うんとイジワルなことをしてしまおうかな」

　囁かれたら、鼓こ動どうがどんどん速くなってしまう。

　……ああ、僕ったら……！

　……彼は僕よりも五歳も年下で、しかも生徒で……なのに……。

　僕は、なんだか泣きそうになりながら彼を見上げ、その端整な顔に見とれてしまう。

　……囁かれただけで、こんなに胸が熱くなっちゃうなんて……！

　鷹之は、なんとなく苦しげなオトナっぽい笑いを浮うかべて、

「そんなに可愛かわいい顔をしないで。今すぐに押し倒したくなってしまうから」
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「だめだ……やっぱり弾ひけない……」

　僕はピアノの前のイスに腰こしかけ、うつむいたままで呟つぶやく。

　……ああ、ここに座るだけで、どうしてこんなに苦しい気分になるんだろう……？

　無理やりに鍵けん盤ばんに指を置いてみたけど、それだけで身体が硬直して、ピアノを弾くどころではなくなってしまった。

「……ごめん……鷹之……」

　僕は、鍵盤の上で固まってしまった指を引き剝はがすようにして下ろし、拳こぶしを握にぎりしめる。

「謝らなくていいんだよ」

　鷹之の優しい声に、ますますつらくなる。

「……僕は……」

　呟いた声が泣きそうに震ふるえていて、自分で驚いてしまう。

　僕は慌てて咳せき払ばらいをして無理やり笑い、ピアノの前から立ち上がりながら、

「……僕は思い上がっていたんだね。これはきっとその代だい償しようだ」

「……涼音？」

「だって僕は一いつ介かいの音楽教師で。みんなに音楽理論や演奏の基き礎そを教えることが、僕の仕事で。だから、『世界の田邊昌秀』にピアノの個人教授をしてもらおうなんて、百万年早くて」

　言ったら、なんだか本当に可笑おかしくなってしまう。

　……僕みたいに才能のないヤツなんかが、彼にピアノのレッスンをしてもらっても、まったくの時間のムダで。

　初めてレッスンを見てもらった日、彼が言った『私の時間を無む駄だにさせないでくれ』という言葉を思い出す。彼はそんなつもりで言ったんじゃないかもしれないけど……その言葉どおり、彼が僕へのレッスンで時間をたくさん無駄にしてしまったのは事実で。

　……僕は本当はあの時、彼のレッスンを自分から断るべきだったんだ。

「涼音」

　鷹之が言って、ゆっくりと僕に歩み寄ってくる。

「……愛してるよ」

　優しい美声で囁かれて、胸が甘く痛む。

　……そうだ。この声……。

　僕は、鷹之と初めて結ばれた夜のことを思い出していた。

　街で偶ぐう然ぜんに出会い、僕らはそのまま結ばれた。

　僕の人一倍強い警けい戒かい心を解とかしてしまったのは、この低くてセクシーな声。そして……。

「君は、君の弾ひきたい曲を、弾きたいように弾けばいいんだよ」

　迷いでがんじがらめに絡からまってしまう僕の心の糸を、ふっと解いてくれるその優しい言葉。

　彼の指が僕の顎あごにかかり、そっと顔を上げさせられる。

「……涼音、愛してるよ……」

　囁いて、唇くちびるに、蕩とろけてしまいそうな優しいキス。

　彼は忍しのび込ませた舌で僕の舌をすくい上げ、上うわ顎あごを舐なめ上げて僕を喘あえがせてから、

「昨夜、無理矢理に抱だいたことを……許してくれる？」

「怒ってなんかいない。ただ、僕の言葉をどうして信じてくれないんだろうって……」

「そうじゃない。俺は、あなたに何かを教えることのできる田邊に嫉しつ妬としたんだよ。彼はあなたの教師になることができる。だけど俺はいつまでたってもあなたの生徒のままだ」

　僕は、彼のその言葉に驚おどろいてしまいながら、

「君は僕の生徒ではあるけれど……僕に大切なことをたくさん教えてくれる。優やさしい気持ちとか、人を愛することとか、いつもクールな恋こい人びとに嫉妬されるのはけっこう嬉うれしいこととか……」

　僕は少し赤くなりながら言い、それからちょっと落ち込んで、

「でも、僕は教師のくせに全然ダメだ。完かん璧ぺきとはほど遠くて……」

「俺は、俺の嫉妬も含ふくめて受けとめてくれるあなたが……とても好きだよ」

「……鷹之……」

「ここには、俺と涼音のほかには、誰だれもいない。間ま違ちがっても、完璧でなくてもいいんだ」　>>>♥

　鷹之は、その美しい黒い瞳ひとみで僕を見つめ、

「……俺のために、弾いてくれる？」

　囁くように言われて、僕は深くうなずいた。

　……弾きたい……。

　……こんなに愛してる、彼のためだけに……。　>>>♥

　僕はイスに腰かけ、ピアノの鍵盤に指を置く。

　指が、ゆっくりとメロディーを奏かなで始める。僕は目を閉じ、自分の音に耳を澄すませた。

　ショパンの優しい旋せん律りつは、まるで言葉の代わりに、「愛してる」って囁くようで。

　……鷹之に、僕の気持ちが届くといい……。

　……愛してる。僕には君だけだ。それが正しくても、間違っていたとしても、僕はずっと君を同じように愛し続けるだろう……。

　僕はそのまま何もかも忘れ……気が付いたら、夢中のうちに一曲を弾き終えていて。

「……ブラヴォー……とてもステキだった……」

「……鷹之……」

　立ち上がった僕を、鷹之が、ふわりと抱き上げる。

　カウチに運ばれて、そのまま押し倒されながら、僕は痺しびれるような幸せを感じていた。

　……楽しかった。ピアノを弾くのが……。

　鷹之のキスを受けながら、僕は思っていた。

　……もう大だい丈じよう夫ぶ。僕はまた、楽しんでピアノを弾くことができるだろう……。

「このまま抱きたい。……いい？」

　真っ直すぐに見つめられ、甘い声で囁かれる。僕は赤くなりながらそっとうなずいて、

「……抱いて……」

　鷹之の背中に手をまわす。彼の指が、夢中の仕草で僕のシャツのボタンにかかり……、

「ああ、ゴホン！　邪じや魔まをして悪いが……とりあえず、そこまでにしておいてくれないか？」

　動どう揺ようしたようなわざとらしい咳払いに続いて聞こえてきた声に、僕はハッと我に返る。

「真宮くんのそんな色っぽい顔をこれ以上見るのは、目の毒だよ」

　僕は慌あわてて起きあがり、サンルームのドアのところに立っている男を見上げて硬こう直ちよくする。

「たっ、田邊さんっ！　どっ、どうしてここにっ？」

　田邊さんは肩かたをすくめて、

「篁くんのご招待だ。まさかそんな場面まで見せられるとは思わなかったが」

「ご安心ください、もうやめるつもりでした。涼音の肌はだをあなたに見せるわけにはいかない」

「こっ？　これって、どういうことっ？」

　訳が解わからず叫さけぶ僕に、

「田邊さんが、涼音の最高の演奏を聴ききたいと言うので……」

　鷹之は、僕にセクシーな流し目を送って、

「涼音が最高の音を出すのは、俺と二人でいる時……特に、抱かれる直前のロマンティックな雰ふん囲い気きになった時だから」

「……うっ……！」

　鷹之は田邊さんを振ふり返り、ふと真ま面じ目めな顔になって、

「涼音は、俺といる時にはあんなに幸せそうな音を出す。納なつ得とくしていただけましたか？」

　田邊さんはふと苦しげな顔になり、それから、フッと笑って、

「降参だ。あの音がすべてを物語っていたな」

「何の話をしてるの？　全然わからない！」

　言うと、鷹之は、

「男と男の話。お姫ひめ様争そう奪だつ戦せんの結果、俺が勝ったんですよ。……というわけで」

　鷹之は、田邊さんに向かって、

「ここから先は見せるわけにはいきませんので、このバラ園に入る鍵かぎを渡わたしてください。俺から学園長にお返ししておきます」

　田邊さんはにやりと笑って、ポケットから鍵を出すと、

「思い出されたか。真宮くんの色っぽい姿を、一度くらいは覗のぞいてみたかったんだが」

　言って、鷹之の手のひらに鍵を落とし込む。鷹之は肩をすくめて、

「それは許可できません。涼音のすべては俺のモノですから」

「それは残念だ。……さて」

　田邊さんは言って、踵きびすを返して僕らに背を向けると、

「私は寂さびしく独ひとり寝ねのベッドに戻もどるとするよ。……あとはごゆっくり」

　言い残して、サンルームを出ていく。バラ園を横切り、塀へいに設けられた木戸から姿を消す。

　鷹之は鍵をポケットに無造作に入れ、それからふと気づいたようにサンルームを出ていく。

　田邊さんに何か言い忘れたことでもあるのかな？　と思っていると、鷹之は木戸のところまで行ってしっかりと内側から鍵を締しめ、またサンルームに戻ってくる。

「さっきは便べん宜ぎ上じよう、少しだけ見せましたが、本気で覗かれてしまったら大変だ」

　彼はため息をついてから、僕をセクシーな目で見つめ、

「感じているあなたはひたすら色っぽいから。あなたに横よこ恋れん慕ぼしている男には目の毒です」

「……うっ」

　僕は言葉を詰つまらせてから、

「そういえば。さっきは、彼が見てるのを知ってて押し倒たおしたんだよね？　ひどい！」

　鷹之は、ひょい、と肩をすくめて、

「ああいう男はあきらめが悪い。ラヴラヴのところを見せつけるのが一番ですから」

「……ねえ、鷹之。どうしてそんなにあの人に突つっかかるの？　もしかして……」

　僕は、彼の顔を見上げて、

「……ちょっとだけ、田邊さんに嫉妬してる、とか？」

　言ってみると、鷹之はムッとした顔になって、

「悪いですか？　だってあの男は、俺が知らない音大時代の涼音を知っていて……」

　彼のムキになったような声に、僕は思わず噴ふき出してしまう。

「あはは……あ、ごめんごめん！　でも、名門伯鳳学園の無敵の生徒会長に、そんな可愛かわいいところがあったなんて……」

　笑いが止まらなくなってしまった僕を、さらにムッとした顔になった鷹之が引き寄せて、

「年下だと思って馬ば鹿かにすると、俺がどのくらいオトナかを証明しますよ！」

　いきなりシャツをまくり上げられそうになって、僕は慌てて、

「違ちがうんだってば！　そうじゃなくて……」

「じゃあ、何？」

「いや、なんか……」

　僕はまた笑ってしまいながら、

「……オトナっぽく見えてもやっぱり高校生なんだね。なんだか可愛いなって……」

　言ってから、僕はその言葉を後こう悔かいした。だって、鷹之が本気でのしかかってきて……、

「……やっ、だめだってばあっ！」

　乳ち首くびにチュッとキスをされたら、僕の身体からだはさっきまでの快感を思い出して痺れてしまう。

「……んっ……やめ……っ！」

「やめません。あなたが俺をちゃんとオトナだと認めてくれるまでは」

　言いながら、ヤケクソのように僕の乳首を強く吸い上げる。

「……あっ、あ……っ！」

「俺が子供じゃないって認めてください。じゃないとお仕置きですよ」

　……な、なんかこのムキになった感じがとっても可愛いんだけど……！

　僕は快感に流されそうになりながらも、すごく微笑ほほえましい気分になる。

　篁コンツェルンの跡あと継つぎで、政財界ではあと五年もすれば篁グループを背負って立つ総そう帥すいになるだろうと噂うわさされ、学園の中でも教師に信望のあつい優等生の生徒会長、そして僕の前でも……普ふ段だんは年上みたいに落ち着いていて頼たよりになる彼。

　……だけど、こんなふうにムキになると……やっぱり高校生なんだなって思っちゃう。

　……なんか……ホント可愛い……。

　彼はいつでも優ゆう秀しゆうな人材であることをアピールするように、小さい頃ころから教育されてきたらしい。だから、どんな時でも落ち着いた姿勢をくずさない。だけど……。

　彼が僕の前でだけこんなに無防備になってくれることがすごく嬉うれしくて、そして、そんな彼が愛いとおしくて……なんだか胸が熱くなる。

「年下だからって、子供だなんて思ってない。愛してるよ、鷹之」

　僕は囁ささやいて、胸の上にある彼の頭をキュッと抱だきしめる。

「……だから、お仕置きは許して」

　照れ隠かくしに付け加えると、鷹之は顔を上げ、それからフッとセクシーな顔で笑って、

「それなら、お仕置きは許してあげます。そのかわり……」

　囁いた唇くちびるが僕の肌に下りて、尖とがってしまった乳首にチュッとキスをする。

「……あ、ん……！」

「……オトナ同士、熱ねつ烈れつに愛を確かめ合いましょう」

「……あぁっ……結局、同じコトをするんじゃないかあっ……！」

　そして僕らは……そのまま朝まで熱烈に愛を確かめ合ってしまうことになる。




　　　　◆◇◆




「ありがとうございましたーっ！」

　あんなに怖こわがっていたくせに、部員たちはちょっと涙なみだ目になって声を揃そろえて叫んでる。

　なんだかんだ言いながらも、生徒たちにとってはけっこういい先生だったんだな。

　発車時刻を待つバスの前に立ち、田邊さんは、

「十月のコンテストには、私も駆かけつけさせてもらう。きちんと招待状を送るように」

　無感情な声で部長に言い、それから僕の方に視線を移して、

「中野先生と一いつ緒しよに、彼らをビシビシ鍛きたえてください。そして優勝させること」

「はい。必ず」

　僕が言うと、彼は満足げにうなずき、それからふいに名残なごり惜おしそうな顔になって、

「君と結ばれることができなかったのが、心残りだけれど」

「ええっ？」

　生徒たちがどよめき、それから、楽しそうに歓かん声せいを上げて、

「うわあ、篁会長にライバル出現だあ！」

「真ま面じ目めな顔して、言う時は言うんだ、田邊先生っ！　実はナイスキャラ！」

　はやしたてる生徒たちに田邊さんは器用に片目をつぶってみせ、バスのステップを上る。ステップの途と中ちゆうで、彼はふと振り返り、

「真宮くん。君の、あの演奏は素す晴ばらしかった」

　さりげなく言われたその言葉に、僕は胸が熱くなるのを感じながら、

「あ……ありがとうございます」

　バスの扉とびらがゆっくりと閉まる。座席に座った彼は窓から顔を出し、

「また十月に！……愛してるよ、涼音！」

　楽しそうに言われた言葉、そして生徒たちの大おお騒さわぎ。かき消すようにして、バスは走り出す。

「真宮先生。あとでお部屋にうかがってもいいですか？」

　なんだかすごく不ふ機き嫌げんな顔の鷹之が言う。

　……やばい！　ここでうなずいたら、きっと部屋で昼間からエッチなコトをされちゃう……！

　慌あわてて断ろうとした僕に、鷹之はふと真面目な顔になって、

「少し会議をしたいんです。生徒会のメンバーと一緒に」

　……なんだ。デートじゃなくて、みんなで来るっていうことか……。

　来てもいいよ、と言いながら、ちょっと寂しい気分になってる自分が情けない。

　　　　◆

　コンコンコン！

　軽いノックの音。自分の部屋のソファに座り込んでいた僕は、慌てて立ち上がる。

「はい！　ちょっと待って！」

　叫さけんで、ドアを開く。そこに立っていたのは、手に白い布ナプキンのかかったトレイを掲かかげた、鷹之だった。

　ふわりと漂ただよった香こうばしい香かおりからすると……これは、カフェの厨ちゆう房ぼうから、焼きたてのスコーンをもらってきたんだろう。ちょうどアフタヌーンティーの時間だし。

「あれ？　たかゆ……」

　僕は、鷹之、と言いかけて、慌てて、

「篁くん。どうぞ、入って。君がお茶の準備をするなんてめずらし……あれ？」

　ドアを大きく開くけど、彼の後ろには誰だれも続いていなくて。

「ほかのメンバーは？　あとから来るの？」

　見上げると、鷹之はひょい、と肩かたをすくめる。部屋に入ってきて、

「生徒会長である俺と、その恋こい人びとである涼音のデートを邪じや魔まするようなヤボなメンバーは、この学園の生徒会にはいませんよ」

　鷹之はドアを閉め、さりげなく鍵かぎをかける。イジワルな笑えみを浮うかべて僕を見下ろし、

「ああでも言わなければ、オーケストラ部のメンバーが、打ち上げと称しようしてここになだれ込んできたでしょう？」

「……じゃあ、会議っていうのは……噓うそ？」

「もちろん」

　鷹之は言って、僕に片目をつぶってみせて、

「恋人とのデートを会議でつぶすほど、この学園の生徒会長はヤボじゃありませんよ」

　僕が言葉に詰つまると、彼は、そういえば、と言って、

「涼音。俺がさっき、『会議だから、生徒会メンバーも同行する』って言ったら途と端たんにシュンとした顔をしましたね」

　彼は嬉しそうな顔で僕を見つめて、

「俺とのデートがつぶれると思って、がっかりしたんでしょう？　真宮先生？」

「ちっ、違うよっ！　そうじゃなくてっ！」

　鷹之は、さっさと部屋の中に入っていきながら、

「キッチンを借ります。お茶の時間にしましょう」

　……うっ、すっかり彼のペースだ……。

　　　　◆

「田邊さんって、けっこう面おも白しろい人だったんだねえ」

　鷹之のいれてくれた美味おいしい紅茶を飲みながら、僕はしみじみと呟つぶやいてしまう。

「あまり怯おびえずに、音大時代から、ちゃんと話しておけばよかったよ」

「よくない」

　僕の隣となりに座っている鷹之は、なんだか苦しげな表情をその横顔に浮かべて、

「涼音を、先にあいつに奪うばわれていたかもしれないから」

「……え？」

「涼音があいつと親しくならなかったから、涼音の『初めて』も、その後も、すべて俺だけのモノになったんだ。もしも涼音が先にあいつと親しくなっていたら……」

　うつむいたまま呟かれたその言葉に、僕はため息をついて紅茶のカップを置き、

「まったくう。僕をなんだと思ってるのかなあ？……こっちを向きなさい、篁くん！」

　言うと、鷹之は驚おどろいたように顔を上げる。僕は彼の顔を見つめて、

「僕は、相手が君だから好きになった。君だからすべてを捧ささげた。愛しているのは、今までも、これからも、君だけだ。……わかった？」

　鷹之は呆ぼう然ぜんとした顔で僕を見返し、それからその端たん整せいな顔に安心したような笑みを浮かべて、

「嬉うれしいよ。いつも恥はずかしがってばかりのあなたの口から、はっきりその言葉が聞けたこと」

　言って、僕の身体からだを引き寄せ、そのままきゅっと抱だきしめる。

「……愛してるよ、涼音」

「口ベタでごめんね。僕も愛してる、鷹之。……あっ！」

　そのままソファの上に押し倒たおされて、僕は驚いて声を上げる。鷹之は僕の顔を覗のぞき込んで、

「言葉が足りなくても大だい丈じよう夫ぶ。そのぶん、あなたの身体は感じやすくて、饒じよう舌ぜつだから」

「えええっ？」

「陽ひ灼やけ止めローションを身体に塗ぬった時、いつにも増して感じてくれましたね。だから……」

　彼は、その端整な顔に、ものすごくセクシーな笑みを浮かべて、

「……お茶の時間にスコーンを持ってきたんです。これに添そえられているクロテッドクリームとイチゴジャムを塗っても、感じてくれるかなと思って」

　逃にげようとする僕をしっかりと抱き留め、彼が顔を近づけてくる。

「……君って、なんてイケナイ生徒なんだ……ん、んんー……」

　あきれるけど、甘い甘いキスをされたら、僕の身体も理性も、トロトロに蕩とろけてしまう。

　……ああ……生徒の彼にこんなに夢中な僕って……やっぱりイケナイ先生かもしれないな！


（夏休みのイケナイふたり　ＥＮＤ[image: ．]）
























　　　　真宮柾音







「父さん」

　澄すんだ声に振ふり向くと、立っていたのは一人の青年。

　すらりとした身体を、柔やわらかな色のスーツに包んでいる。

　艶つややかな栗くり色いろの髪かみ、綺き麗れいな卵形の小さな顔。

　キスをねだるようなバラ色の唇くちびる、ミルク色の頰ほお。

　長い長い睫まつ毛げの下に煌きらめく、紅茶色の瞳ひとみ。

　彼の名前は、真宮涼音。この伯鳳学園の音楽教師。

　ぼく、ピアニストの真宮柾音の……実の息子むすこだ。

「涼音。久しぶり」

　言うと、涼音の美しい目が潤うるむ。

「お久しぶりです。会いたかったです」

　少しかすれた声。涙なみだをこらえるようにして微笑ほほえむ。

　自分の魅み力りよくを解わかっていない人間独特の、無防備な笑え顔がお。

　彼の小さな顔には、不似合いな、不格好な眼鏡めがねがある。

　まるで、それで顔を隠かくすことによって、自分の欲よく望ぼうのすべてをストイックに押し殺そうとでもしているような。

　だが、この圧あつ倒とう的てきな美しさをそんなもので隠せるわけもなく……その眼鏡は、彼の儚はかなげな風ふ情ぜいを増長して、ますます男たちの獰どう猛もうな欲望をかきたててしまうだろう。

　この青年の心を覆おおう鎧よろいをすべてはがしてみたい、その中に隠された白く柔らかい彼に素す手でで触ふれてみたい、そう思わせてしまうような。

　……アブナイなあ……。

　ぼくは、心の中で呟く。

　……父親のぼくでさえ、ドキッとしたぞ……。

「今夜は、僕の部屋に泊とまってください」

　涼音は、先に立って歩き出す。ぼくが、

「ベッドは一つ？」

　言うと、涼音は慌てたように、

「もちろん僕は、ソファで寝ねます。父さんには、明日の演奏会に備えて、きちんと睡すい眠みんをとっていただかないと。あ、それとも、僕がいるとあまり眠ねむれませんか？」

「……水くさいな」

　言うと、涼音は驚いたような顔で振り向く。ぼくは、

「涼音、水くさい。ぼくたちは、親子だよ？」

　ぼくは涼音に歩み寄り、その身体を抱きしめる。

　身長はぼくより二十センチは小さいし、身体つきは華きや奢しや。でも、いつの間にかしなやかなオトナの体型になっている。

「大きくなったね、涼音。あまり会えなくてごめん」

　涼音は、驚いたように一いつ瞬しゆん身体をこわばらせ、それから、

「……父さん」

　その細い腕うでを、おずおずとぼくの背中にまわす。

「父さんは僕の誇ほこりです。演奏会の中ちゆう継けいも、全部録画しています。ＣＤも毎日聴きいています」

　ぼくの胸に、自分の頰をそっと寄せるようにして、

「……毎日、父さんのピアノを聴いているから。毎日一いつ緒しよにいるのと同じです」

　あたたかい体温。優やさしい優しい囁ささやき声。

「……涼音……」

　……ああ、ぼくは本当に涼音が好きだ……。

　……こういうのを息子コンプレックスって言うのかな？

　涼音の身体を離はなし、その綺麗な顔を見つめて、

「一緒に寝よう？　朝まで話していたいよ」

「はい」

　涼音は、潤んだ瞳をして微笑む。ぼくは涼音の肩かたを抱だくようにして、歩き出す。

「涼音が、ぼくの母校である伯鳳学園の教師になれたのは、ぼくもすごく嬉しい。でも……」

「……でも？」

「少し心配だった。ヘンな男にひっかかって、イケナイコトを教えられてたらどうしよう、って」

　涼音の肩が、驚いたようにビクリと震ふるえる。

「イ……イケナイコト……ですか？」

　真っ赤になっちゃって……なんて純情で可愛かわいいんだろう！

「そう。イケナイ生徒とかに、エッチなことされてたら大変だし。可愛い息子を、そんな学校で働かせるわけにはいかないしね」

「エッチなことなんかしてません！　本当です！」

　涼音は叫さけび、ブルブルッとかぶりを振る。ぼくは、少しイジワルだったかな？　と思いながら、思わず笑って、

「涼音は純情な子だもんね、疑っていないから安心して」

　言うと、涼音は、ほっとしたようなため息をつく。

　……なんだか必要以上に、動どう揺ようするなあ。まさか、もう、どこかの男に、『初めて』を奪われちゃったとか……？

　思うけど、目の前の涼音は、本当に、天使みたいに綺麗で、無む垢くに見えて。

　……こんな子が、そんなこと、するわけないか……。

　ここ、私立伯鳳学園高校は、全国でも有数の進学校。そしてお金持ちの子息が通うので有名なお坊ぼつちゃま学校だ。

　ぼくは、この学園で高校時代の三年間を過ごした。

　本当は、涼音もここに通わせたかった。涼音にも相談されたけど、ちょっと迷って、公立高校に進むことを勧すすめた。

　授業レベルも高いし、施し設せつは整っているし、とてもいい学校だけど、この学園には一つだけ気になる点があって。

　女の子に出会う機会の少ない山奥の男子校。何不自由なく育ったお金持ちの子息、しかもなぜか美形が多い。それに加えて寮りようもあるせいか……なぜかこの学園は、同性との恋れん愛あいに走る子の率がとても高いんだ！

　涼音みたいな子を、ここに通わせるのはあまりに危険で。

　今は、涼音ももう社会人。見かけは童顔だけど、いちおう分別のあるオトナのはずで。

　けど……中学生の頃ころの涼音は、危険なほど可愛くて。

　共学の公立高校、しかも彼の伯母おばの勤める学校に通わせたから、涼音はなんとか無事に正しい高校生活を送れた。

　……だけどここに来てたら、涼音なんかあっという間に……！

　……だって、ぼくの、この学園での三年間は……！

　思い出しただけで、目眩めまいがする。

　ぼくは、ある男に三年間つきまとわれ、口説かれ、スキあらば押し倒たおされた（なんとか卒業まで逃にげきったが）。

　……あの男には会いたくない……！

　ぼくはこっそりため息をつく。

　……でも、この学園に来たからには、あの男に会うのは、避さけられないんだよなあ……。













　　　　鳳倖司







「……柾音……相変わらず、本当に綺麗だ」

　私は、思わず呟つぶやく。

「ああ、抱だき合ったぞ」

　私は、双そう眼がん鏡きようを構えたまま言う。

「あまりに麗うるわしい親子の図で、思わず欲よく情じようしそうだ」

　私の後ろに立っていた生徒が、

「は？」

　驚おどろいたように言う。私は彼の動揺ぶりがおかしくて、

「柾音と、涼音くん、二人のＨな絡からみを見てみたいなあ」

　言うと、彼は慌あわてて私の手から双眼鏡を奪うばい取り、

「俺の涼音を、いかがわしい目で見ることは許しません」

　その端たん整せいな顔に、凶きよう暴ぼうな表情を浮うかべて私を睨にらむ。

　私は思わず笑ってしまいながら、

「冗じよう談だんだよ。涼音くんに手を出したら、伯鳳学園生徒会長である君に、闇やみ討うちされる」

「闇討ち？　そんなことをするわけがないじゃないですか」

　肩をすくめて言った彼の言葉に、私は笑って、

「まあ、そうだな。篁財ざい閥ばつの次期総そう帥すいである君が……」

　学園長である私に暴力を振ふるうわけがないね、と続けようとするが……、

「闇やみに紛まぎれてなんて卑ひ怯きようなマネはしません。白昼堂々……殺やらせていただきます」

　その端整な顔に浮かんだ凶暴な笑えみ。

「……本気で怖こわいよ、篁くん」

　思わずぶるっと震えてしまう。彼はまた非の打ちどころのないほど優ゆう秀しゆうな、生徒会長・篁鷹之の顔に戻もどって、

「それは何か心にやましいことがおありだからでは？」

　私は笑って、

「この学園で過ごした三年間、ずっと柾音を追い続けていたんだ。昼間は彼を口説き、夜は彼を想おもいながら……」

「悪い夢を見そうですので、その先は聞きたくありません」

　篁は私の言葉をあっさり遮さえぎり、双眼鏡を上げて覗のぞく。

「……涼音……今夜もやっぱり綺き麗れいだ……」

　小さく呟いて、うっとりとため息をつく。

　学校の寮の部屋を行き来し、そのうえ秘密の場所まで利用して、ほぼ同どう棲せい中のくせに、こんなことを言う。

「まったく、君たちのラヴラヴぶりにはあきれかえるよ」

　私が言うと、篁は肩をすくめて、

「二人は背格好が似ていますね。柾音さんの方が背が高いけれど、二人とも華奢で……あ！」

　篁は、声を上げ、双眼鏡を覗きながら身を乗り出して、

「こっちを向いた。あれが涼音のお父さん……ですか？」

　かすれた声で呟く。私は、

「柾音に手を出したら、白昼堂々、殺るぞ」

「涼音が泣くので手など出しませんが……」

　呆ぼう然ぜんとした声で、

「……とてもあなたと同い歳には見えません」

「どういうことだ？　私が老ふけてるとでも？」

　自分で言うのもナンだが、私はとんでもない美形だ。歳は四十代にさしかかったが、格好よさに渋しぶみが加わってますますセクシー、と生徒たちにも評判で……、

「あなたのことはどうでもいいです。……あの二人、親子には見えません。せいぜい少し歳の離はなれた兄弟……」

「そうだろう、そこが柾音の妖よう精せいたるゆえんだ」

「涼音の持っているＣＤのジャケット写真を見て、『とても若い』と思ってました。が、あれは昔の写真でも使っているのだろうと……まさか今の写真だったとは……」

　篁が、うっとりした声で、

「しかし……本当に美しい親子です」

　私も、網もう膜まくに焼き付いている柾音にうっとりしながら、

「そう。本当に美しい。……今夜が楽しみだな」　>>>♥

　フ、と笑う私に、双眼鏡を下ろして振り向いた篁が、

「この学園内で、不純なことはやめてください、学園長」

「学園一の美人教師の涼音くんと、毎晩毎晩、不純なことをしている生徒会長に、そんなことは言われたくないね」

「不純なことではありません。俺と涼音は運命で結ばれ、将来を誓ちかい合っている仲ですから」

　胸を張って、自信満々で言う。こんな時の篁は、本当に高校生か、と思うほど大人びていて。しかし……、

　私は、少し心が痛むのを感じながら、

「世界に名だたる篁コンツェルンの次期総帥。篁財閥の御おん曹ぞう司し。君がゲイだとわかったら、政財界が大おお騒さわぎになる。君は『総帥になれば一族の誰だれも逆らえない』などと言っているけれど、本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　篁の顔に、ふと憂うれうような表情が浮かぶ。

「……これが茨いばらの道であることは、俺にもわかっています」

　……いちおう悩なやんでいるところを見ると、とりあえず真ま面じ目めにいろいろ考えている、ということか……？

「私は、君たちを応おう援えんしているが……涼音くんが泣けば、柾音が泣く。柾音を泣かせるようなことは許さない」

　篁は、意外なほど真面目な顔でうなずいて、

「涼音は、俺が、責任もって幸せにします」

　その言葉に、私は安心しながら、

「『涼音さんをください』と言われてる気分になるな。あとはお母さんである柾音の承しよう認にんか？」

　冗談めかして言うが、篁は真面目な表情を崩くずさずに、

「明日、柾音さんにカミングアウトしたいんです」

「えっ？」

「ピアニストとして世界中を駆かけ回っている柾音さんにお会いできる機会など、なかなかないですし。今回の学園演奏会はチャンスだと思っています」

　私は、篁の端整な顔を、呆然と見返す。

　彼の表情には、少しの迷いもなかった。

　彼は、財産、家いえ柄がら、頭脳、おまけにモデル並みのルックスを持ち合わせた高校生だ。彼が望めば、どんなに贅ぜい沢たくな暮らしでも許されるだろう。しかし、それは、社会的な禁に触ふれなければ、の話で……、

「この学園にいる時にだけ異性の代わりに男と付き合う。卒業と同時に同性愛からも卒業する。『男と付き合うだなんてとんでもない』という顔で異性と付き合い、結けつ婚こんをして、普ふ通つうの社会生活を送る。そんな生徒がほとんどだ。しかし君は……茨の道を選ぶんだな」

　篁は深くうなずいて、

「涼音とともに生きるためなら、どんなことでもします。篁の家を捨てることになり、すべてを失っても後こう悔かいしません」

「君が、実はこんなにバカな男だとはねえ」

　私が言うと、篁は高校生らしいムッとした顔をする。

「……でも、そういうバカな男を、私は嫌きらいじゃないよ」

　私は、笑ってしまいながら、

「君の純情に免めんじて、カミングアウトに協力しようか？」













　　　　篁鷹之







　……あの学園長、いったい、何をたくらんでいるのやら。

　俺は、学生寮りように戻る廊ろう下かを歩きながら、ため息をつく。

　学園長は、任せておけ、と自信満々で言っていた。

「たかゆ……篁くんっ！」

　いきなり聞こえた声に、俺は慌てて目を上げる。

　それは、俺の、愛いとしい愛しい……、

「すず……真宮先生！」

　そこに立っていたのは俺の美しい恋こい人びと、音楽教師の真宮涼音。そして彼の父親の……？

「……真宮柾音さん……ですよね……？」

　涼音と同じ、紅茶色の瞳ひとみと薄うす茶ちやの髪かみ。しかし、柾音さんは、人間味に欠けるほど完かん璧ぺきに整った顔をしていた。

　天使のように純じゆん粋すいであたたかいイメージの涼音、彼とは対照的な氷のように冷たい美び貌ぼうの柾音さん。

　……目の前で見ると、ますますすごい親子だ……。

　……学園長が、二人の絡からみが見てみたい、と言った気持ちも、少しだけ解わかるような……？

　不覚にも思ってしまってから、慌あわてて否定する。

　……な、何を考えてるんだ、俺は？

「君が、篁鷹之くん？」

　澄すんだ美声の涼音に対して、彼はよく響ひびくハスキーな声をしていた。妙みようにセクシーな……。

「はい。伯鳳学園で生徒会長をやらせていただいている、篁です。真宮先生には、いつもお世話になっています」

　柄がらにもなく、緊きん張ちようする。彼は無感情な声で、

「涼音からの手紙で、君のことはよく知っている」

「俺のことを……ですか？」

　涼音が、父親に頻ひん繁ぱんに手紙を出すことは知っていたが、俺のことを書いてくれているなんて、思ってもみなかった。

　涼音を見ると、彼は頰ほおを染めてうつむいている。

　……まさか、涼音はもう俺たちの関係をカミングアウトしてくれた……とか……？

　俺は、不思議なほど、嬉うれしい気持ちになるが……。

「うん。学園には、すごく優ゆう秀しゆうな生徒会長がいるってね」

　柾音さんの言葉に、俺は思わず肩かたを落とす。

　……シャイな涼音にそんな大だい胆たんなことはできないか……。

「篁くんって、涼音の手紙のとおりだ」

「……は？」

「頼たよりがいがありそう。うっとりするような、すごい美形」

　柾音さんの顔に、目眩めまいがするほど美しい笑えみが浮うかぶ。

　俺の脳のう裏りに、思わずさっきの煩ぼん悩のうが蘇よみがえる。

　……涼音と柾音さんの、二人の絡み……？

　さらさらと触れあう、涼音のミルク色の肌はだと、柾音さんの発光するような白い肌。

　涼音の恥はずかしげな喘あえぎ、柾音さんのため息。

　細い指がお互たがいの身体からだを滑すべり、形のいい脚あしが絡む。

　……うわ、なんて色っぽくて美しい……。

「あっ、あのっ、篁くん！」

　涼音の声に、ハッと我に返る。涼音は、

「もうすぐ消灯時間だから、君も早く部屋に戻もどりなさい！」

「涼音、先生らしいこと言ってる。格好いいな」

　柾音さんが、楽しそうに笑って言う。

　涼音は俺をチラリと睨にらむようにしてから、先に立って歩き出す。しかし、彼が歩き出したのは寮とは反対方向で。

　涼音は近眼のうえにすごい方向音おん痴ち。ただでさえ広いこの学園内ではよく迷う。

　彼がここにきて三ヶ月。もう慣れてもいい頃ころなのだが、俺が甘やかして、朝晩送おくり迎むかえをしているから……、

「真宮先生、寮はこちらです」

　俺が言うと、涼音は真っ赤になってしまう。俺は、先に立って歩きだす。

「涼音。彼は、本当に頼りがいがありそうだね」

　柾音さんの声が、後ろから聞こえた。

　……そうだ、カミングアウトだ！

　俺は密ひそかに拳こぶしを握にぎりしめながら思う。

　……イケナイ妄もう想そうを膨ふくらませている場合じゃない！













　　　　真宮涼音







　……鷹之ったら！　鷹之ったら……！

　ソファに座り込んだ僕は、泣きそうになっていた。

　バスルームからは、父さんがシャワーを浴びてる水音。

　ハスキーな美声で、お気楽な鼻歌が聞こえてくる。

　……鷹之があんな獰どう猛もうな顔をする時は、絶対Ｈなこと想像してるっ……！

　父さんは、息子むすこの僕から見てもものすごく綺き麗れいだ。こんなすごい美人の息子が、どうして僕みたいに地味で冴さえないやつなんだろう、って落ち込んじゃうほど。

　艶つやのある薄茶の髪、長く濃こい睫まつ毛げの下の紅茶色の瞳。細い鼻び梁りよう、完璧なラインを描えがく唇くちびる。

　……息子の僕でさえ、久しぶりに会ったらちょっとドキドキしちゃったほど……父さんには不思議な色気がある。

　抱だき合ったら鼓こ動どうが壊こわれそうに速くなって、身体までちょっと熱くなっちゃったほど。

　……だけど……まさか、鷹之まで……！

　僕は、クッションを抱きしめて、涙なみだをこらえる。

　……鷹之は、あの時、絶対、『柾音さんにＨなことをしてみたい』って思った……！

　優秀で、家柄もよくて、あんなすごい美形で。そんな鷹之が、僕を恋人として選んでくれただけでも奇き跡せきだ。

　本当は、鷹之には、父さんみたいに綺麗な人が似合う。

　鷹之と付き合うようになって二ヶ月。僕らは数え切れないほど身体を重ねた。だけど……、

「そうだ、別に結婚の約束をしたカップルじゃないんだ」

　僕は悲しい気持ちで呟つぶやく。

「鷹之を独どく占せんして嫉しつ妬とする権利なんか、僕にはないんだ」

　コンコン！

　ノックの音に、僕は驚おどろいて立ち上がる。部屋を横切ってドアを開けると、そこには……、

「……鷹之……」

　僕は、なんだか悲しい気持ちになりながら、

「……父さんなら、今、お風ふ呂ろだよ」

　……きっと、鷹之は、父さんと話がしてみたくて……？

「それならちょうどいい」

　彼はいきなり僕の手を取って、

「話があるんだ、涼音。ちょっと来てくれる？」

「えっ、待って！　父さんが……」

「ちょっとほかの人に聞かれたくない話だから」

　強ごう引いんに引っ張られ、僕は部屋から廊下に出る。鷹之は、僕の肩を抱きしめるようにしてそのまま寮の廊下を歩いていく。階段を下り、寮の裏口から外に出る。

「鷹之！　どうしたの？」

　彼に引っ張られて歩きながら、僕は一人で青ざめていた。

　……もしかして、父さんに一ひと目め惚ぼれしたから別れてくれ、なんて言われちゃう……？

　鷹之はどんどん歩いて、誰だれも来ない草むらの中に入っていく。この先には、実は学園の秘密の場所があって……、

　彼が開いたのは、木の陰かげになって見えないような小さなドア。ふわりと夜気に漂ただよう濃いバラの香かおり。

　ここは、学園長と歴代の生徒会長しか知ることを許されないバラ園。中には、ガラス張りのサンルームがあって、グランドピアノと居い心地ごこちのいいカウチがある。

　いちおう教師と生徒、許されないカップルである僕らの、ここは秘密のデート場所でもあるんだけど……、

「大事な話があるんだ」

　カウチに並んで座った鷹之が僕を見つめて言う。僕は、どんなことを言われるのかに怯おびえて、身を硬かたくする。

「柾音さんに、俺たちのことをカミングアウトしたい」

　意外な言葉に、僕は呆ぼう然ぜんとする。彼は真しん剣けんな顔で、

「あの人に会うことなんてなかなかできないだろう？　チャンスだと思うんだ。だから、明日、演奏会の後で」

　鷹之が僕の身体を抱き寄せる。僕を真っ直すぐに見つめて、

「愛してる。俺は年下だし、高校生だし……まだ真剣には二人の将来のことを考えてないと思ってるだろ？　でも、俺……」

　鷹之の唇が、そっと重なってくる。唇が触ふれたままで、

「……愛してる。あなたといるためなら、どんなことでもする」

　彼のキスと優やさしい囁ささやきに、僕の心と身体が熱くなる。

「鷹之……そんなことを思っててくれたんだね。ごめん」

「……え？」

「僕、鷹之がセクシーな目をしたから、父さんにＨなコトをしたい、って思ったんじゃないかって……」

　鷹之は、なんだか急にイジワルな目になって、

「……で？　嫉妬してくれたの？……それとも……俺の目を見て、欲よく情じようした？」

　彼の手が僕の胸に滑すべり下り、乳ち首くびをきゅっと摘つまみ上げる。

「……あ……だめ……」

　それからさらに滑り下りて、スラックスの上から……、

「ああ……っ！」

　布ごと屹きつ立りつを握られて、僕は思わず声を上げてしまう。

「……もう、こんなに硬かたくして……エッチな人だな……」

　耳に口を近づけて囁かれ、身体に甘い痺しびれが走る。

「……や、あ……イジワル……」

　彼の手の中の僕の中心が、ピクンと震ふるえてしまう。

「……嬉うれしいよ。涼音が嫉妬してくれるなんて……」

　囁きながら扱しごかれたら、僕の屹立は、キュンッと反応してしまう。

　それは下着を押し上げ、布越ごしにしか感じられないその愛あい撫ぶが苦しくなってきて……、

「……あっ……お願い、このままじゃ……！」

「何をして欲しいんですか？　言ってください、真宮先生」

　わざと「先生」なんて言う。僕は泣きそうになりながら、

「……イジワル……ここ……して……じかに……！」

「生徒に、そんなエッチなおねだりをするなんて……」

　鷹之は、僕のスラックスのファスナーを開きながら、

「……あなたは、本当にイケナイ先生だ」

　彼の顔が下りる。驚いている間に、引き出された屹立が、あたたかくてたっぷりと濡ぬれたものに含ふくまれて……、

「……あっ……あぁっ……！」

　チュプッ、と含み、舌で舐なめ上げて、彼が僕を責める。

　彼の唾だ液えきが溢あふれ、ツツーッと流れて、僕の蕾つぼみを濡らす。

　彼の指が唾液をすくい取り、僕の谷間にたっぷりと塗ぬり込める。

　プチュ、という音を立てて、彼の指先が僕の蕾に忍しのび込んでくる。

「……ああんっ！」

　唇と舌で前を容よう赦しやなく責められながら、蕾を指で犯おかされる。

　彼の指の動きはとても巧たくみで、硬い入り口を解ほぐしながら押し広げ、僕の内部の感じるところをジラすように愛撫して……。

　僕は、あまりの快感に身体からだを震わせながら、

「……ああ……も、だめ！　鷹之が……欲し……！」

　鷹之が、ゆっくりとのしかかってくる。僕を見つめて、

「愛してる、涼音。一つになりたい。……いい？」

　甘い声で囁かれたら、僕はもう我が慢まんできない。

「……うん。きて……」

　蕾に、硬く反り返った彼が当てられる。我慢できない、というように押し入ってくる。　>>>♥

「あっ、あああっ！」

　彼の逞たくましい屹立を、内部で感じる。思わず甘く締しめ上げてしまう僕に、

「愛してるよ、涼音……！」

　彼はセクシーな声で囁き、濡れた音を立てながら、獰猛な自身で僕の深い場所まで犯し……。

「……あっ、ああっ！　愛してる、鷹之……！」

　僕は、快感の渦うずに巻き込まれ、彼にすがりつき、何もかも忘れ……。













　　　　真宮柾音







「……涼音！　どこ？」

　ぼくは、伯鳳学園の裏庭を走っていた。

　親子水入らずにウキウキしつつ、鼻歌を歌いながらバスルームから出たぼくは、涼音がいないのに気がついて。そういえばさっきノックの音が？　と思い出して。

　このパターン（というかぼくの経験）でいくと、呼び出された涼音はどこかで押し倒たおされちゃったりしてるはず！

「……久しぶりだね、柾音」

　未いまだに忘れられない、低い声に立ちすくむ。校舎の陰かげから、街灯の光の下に現れたのは……、

「……出たな、鳳」

　ぼくが言うと、鳳は楽しそうに笑って、

「失礼な。私は化け物じゃないんだから」

「ぼくにとっては化け物以下だ。さっさと去れ」

　クールな顔をしようと思いつつ、なぜだか頰ほおが熱くなる。

　彼が学園長になったという噂うわさは聞いた。でも、あれから二十六年。彼はすっかり変わってるだろう、と思っていた。

　でも昔と変わらない、いや、昔より格好よくなっている……？

　高校生の頃ころの鳳は、見とれるほどのハンサムで、しかし、いつでもぼくにつきまとい、口説きまくり……、

　言い寄る男どもを容赦なくフリまくる、そんなぼくは、みんなから『クールビューティー』と呼ばれていた。しかし、本当は、ぼくはただ感情を表現するのが苦手で。『好きだ』と言われても、どうしていいのか解わからなくて。

　そんなぼくの心の鎧よろいを、この男は持ち前の強ごう引いんさであっさりとはがし、魅み力りよくでもあり短所でもあるその不ふ真ま面じ目めさで、ぼくをいつでもとまどわせ……、

　……こいつのおかげで、ぼくの学園生活は……！

「昔と変わらず……というよりますます色っぽくなった」

　見つめてくるのは、ドキドキするようなセクシーな瞳ひとみ。

　彼は、ゆっくりと歩み寄ってくる。ぼくは後ずさって、

「来るな。こんな夜中に、どうしてウロウロしている？　まさか、ぼくの大切な涼音の部屋に夜よ這ばいしようとしてた……とか……？」

「そんなことはしない。私のお目当ては、彼のお父さん」

「さっさと去れ。明日の演奏会を取りやめるぞ」

「うっとりするようなお姫ひめ様ぶり。相変わらずのクール・ビューティーだなあ。でも……」

　彼は、校舎の壁かべに背中をつけて硬こう直ちよくするぼくを、至し近きん距きよ離りから見下ろしてきて、

「私は知ってる。君が本当は寂さびしがり屋やで、優やさしくて……」

　ぼくの綿シャツの胸むな元もとに、彼の人差し指がそっと触ふれる。

「……そして、本当は、純情で、とても感じやすいこと」

　ツツ、と指を滑らされて、ぼくの身体が震えてしまう。

「……っ」

「柾音……本当に、昔と変わらないね。離はなれている間、君を一度も忘れたことがなかった」

　憎にくたらしいほどハンサムな顔に笑えみを浮うかべ、ぼくの腰こしを抱だく。ぼくはそれを振ふり払はらい、

「放せ、このスケベ野や郎ろう。ぼくは涼音を捜さがさなきゃいけないんだ。何か嫌な予感がする。もしかしたら、涼音が誰だれかに押し倒されそうになってるのかも……」

「涼音くんだって子供じゃないんだ。デートくらいする」

「涼音はまだ子供だ！　純情で、何も知らなくて……！」

「彼の居場所なら、私に心当たりがある。……おいで」

　鳳はその顔に楽しそうな笑いを浮かべてぼくの手を取り、

「彼がいつまでも子供じゃないことを教えてあげよう」

　　　　◆

　ぼくは、外出したことを悟さとられないようにもう一度シャワーを浴び、バスローブに着き替がえた。

　一足遅おくれて部屋に帰ってきた涼音は、目を潤うるませ、とても色っぽく頰を染めていた。

　ぼくがソファに座って見つめているのに気づくと、ギクンと身を震ふるわせて、

「あっ、ごめんなさい、黙だまって出歩いて。少しだけ用事が……」

「いいよ。お風ふ呂ろに入っておいで。一いつ緒しよに寝ねよう」

　言うと、涼音は素す直なおにうなずいて、バスルームに入って行く。

　涼音がお風呂に入っている間、ぼくはベッドに入り、ヘッドボードに背中をもたせかけて涼音を待っていた。

　バスローブ姿で髪かみを拭ふきながら入ってきた涼音が、ぼくのむき出しになった裸はだかの上半身に目をやる。そしてなぜか色っぽく頰を染めて、

「あっ、パジャマとか、持ってきてないですよね。すみません、気が付かなくて………」

「最近は、裸のまま寝る。パジャマを持ち歩くのが面めん倒どうだから」

「……ええっ？」

「でも今日は涼音と一緒だから……下着だけ、貸してくれる？」

　涼音は、じゃあその下は今は素すっ裸ぱだか？　という顔でぼくの下半身を覆おおうシーツに目をやり、それからさらにカアッと赤くなって、

「はいっ、すぐにっ！　ちょっと待っててくださいっ！」

　焦あせったように叫さけんでクローゼットを開き、引き出しの中からまだ封ふうを開けていないトランクスを何枚も取り出す。まるで高貴な人に献けん上じようするようにぼくに差し出して、

「どうぞ。あの、父さんの趣しゆ味みに合うかわからないんですけど……」

　それは、艶つやのある上等のシルクのトランクス。淡あわい綺き麗れいな色で、とても高価そうだ。

「綺麗。でも、涼音が大切にはこうとしてたんじゃないの？　ぼくが最初にはいたら悪いよ」

　言うと、涼音はぷるぷるとかぶりを振って、

「違ちがいます。父さんが泊とまりに来てくれるからと思って……」

「ぼくのために、買っておいてくれたの？　こんな綺麗なシルク」

「はい。僕がいつもはいてるような安物は、父さんには似合いませんから」

　……ぼくも普ふ段だんは、スーツの下にはふざけた柄がらのパンツとかはいてるんだけど……？

　……まあ、息子むすこの夢を壊こわさないように黙っておくかな……？

「ありがとう。それじゃ、遠えん慮りよなく」

　ぼくは言って、ブルーのパンツを自分用に取る。それから淡いクリーム色のものも取って、

「これは、涼音に似合うよ。……はいて」

「えっ？　えっ？　でも……」

「パジャマなんか着ないで、お揃そろいの格好で寝よう。せっかくの親子水入らずなんだし」

　真っ赤になって硬直する涼音に構わず、ぼくはシーツをはねのけ、トランクスに脚あしを通す。

「あ、いい感じ。とてもいい品だね。すごくはき心地ごこちがいいよ」

　ぼくはベッドに入り、空いている側をポンポンと叩たたいてやる。

「それをはいて、ここにおいで」

　涼音は恥はずかしそうに瞬まばたきを速くし、しかし素直にうなずいて向こうを向く。

　バスローブを脱ぬいだ涼音の身体からだは、華奢だけどとてもしなやかで、ふわりとしたミルク色で。

　……うわ。父親のぼくでさえクラクラするような、綺麗な身体……。

　涼音の天使の羽根みたいな肩けん胛こう骨こつのあたりに、淡く小さなキスマークがあった。

　それは、後ろから抱だきしめられ、「愛してるよ」って囁ささやかれながら、優しくキスをされた痕あと。

　……涼音、本当に大切にされてるんだね……。

　……君には、ずっとずっと幸せでいて欲しいよ……。

　明かりを消し、遠慮がちにベッドに滑すべり込んできた涼音を、ぼくはそっと引き寄せる。

「……あ……」

「抱き枕まくらになってくれる？　こうするととてもよく眠ねむれるんだ」

　首筋に頰を寄せると、涼音はくすぐったそうに笑い、それからぼくの背中に手をまわして、

「はい。おやすみなさい、父さん」

「うん、おやすみ、涼音」

　涼音の身体は、シャボンのいい香かおりがして、ふわりとあたたかくて、とてつもなく滑なめらかで。

　さらさらと肌はだを触れあわせていると、ちょっとヘンな気分になりそうなほど心地ここちよくて。

　……なんで実の息子相手に発情しそうなんだろう、ぼく……？

　あきれた気分で思い、苦く笑しようしながら、穏おだやかな寝ね息いきを立てる涼音の髪にキスをする。

　……ぼくもそろそろ、自分専用の抱き枕を手に入れた方がイイかなあ……？




　　　　◆◇◆




「涼音さんを、俺にください」

　次の日、演奏会の後。涼音の部屋で、篁くんはぼくに深々と頭を下げた。涼音は泣きそうな、でも決意を固めた顔で、

「彼が大学を出て一人前になったら、一緒の籍せきに入りたいんです。先の話ですが、父さんには隠かくしておけない……」

　ぼくは、可愛かわいい涼音が遠くに行ってしまうようで、すごく寂しい。

　本当なら、「冗じよう談だんじゃない！　絶対反対だ！」って怒ど鳴なりたい。でも……、

　昨夜、鳳に連れて行かれたバラ園で、二人を見た。

　涼音は、愛してる、離れられない、って泣きながら、篁くんの腕うでに抱かれていた。篁くんも涼音に、愛してる、俺には君だけだ、って繰くり返し……。

　ぼくがショックだったのは、涼音が篁くんとセックスしてるのを目もく撃げきしちゃったってことだけじゃなくて。ぼくだけのものだと思ってた可愛い涼音が、あんなに感じて、幸せそうな顔をして、篁くんに抱かれてたこと。

　涼音は本気で愛されてる。そして本気で愛してる。涼音は、もうオトナになってたんだよね。

「反対できないよ。……愛し合ってるんだろう？」

　ぼくの言葉に、二人は、はい、と答えた。

「涼音を泣かせたら絶対に許さない。……わかった？」

　篁くんが深くうなずき、涼音の目に涙なみだの粒つぶが盛り上がる。

　ぼくまでなんだか泣いてしまいそうになり、ちょっと用事、と言い残して涼音の部屋を出る。

　そこには……、

「柾音。もしかして、落ち込んでいる？」

　鳳の言葉に、ぼくは肩かたをすくめてみせる。鳳は、

「私が慰なぐさめてあげる。今から学園長室に……」

　無ぶ遠えん慮りよに抱きついてきた彼に、ぼくは思いきり肘ひじ鉄てつを入れる。みぞおちを押さえて唸うなる彼に、

「あの二人のピュアさを見習え。昨夜も、目撃のどさくさに紛まぎれてヘンなことしようとして！」

「そ、それはまあ、男としては当然の成り行きで……」

「あ～あ、恋こいっていいなあ。ここんとこセマってきているドイツ人ヴァイオリニストと付き合おうかな？　ああ、でもこの間共演したイタリア人指揮者もハンサムで……」

「柾音～！」

　鳳の情けない声に笑ってしまう。

　ぼくもそろそろ、息子コンプレックスからは卒業かな？


（放課後のイケナイ人たち　ＥＮＤ[image: ．]）
























　　　　ＳＵＺＵＮＥ







「はあ～、疲つかれた～」

「こんなに大変とは思わなかったよなあ」

　村瀬くんと小山内くんが、言いながら生徒会室に入ってくる。いつもはきちんと制服を着こなしている二人が、今は上着を脱ぬいでネクタイを緩ゆるめ、ワイシャツの袖そでを捲まくり上げた姿だ。

　学園祭まで、あと三日。学園中の生徒が今はその準備に追われている。この私立伯鳳学園は日本で一、二を争う進学校として知られているけれど、学園長の方針できちんと毎年学園祭が開かれる。この近辺の住民の皆みなさんだけでなく、県内の女子高校生達が押し寄せると言われているとても大規模なものだ。たしかにこの学園は富ふ豪ごうの子息、しかもルックスのいい生徒が多いことで知られているから、きっと彼氏を探しに来るんだろう。

　僕の胸が、チクリと痛む。

　……その中でも生徒会長である鷹之は、成績優ゆう秀しゆうな上に美形ということで知られていて、他校にファンクラブもあると聞いた。きっと鷹之目当ての女の子もたくさん来るんだろうな。

「すみません、ちょっとだけ休きゆう憩けいさせてください」

「朝から働きづめで、倒たおれそうなんです」

　二人は生徒会室を横切り、ソファにぐったりと座り込む。デスクで書類をまとめていた多嶋くんが顔を上げて、

「村瀬さんと小山内さんのクラスは、お化け屋や敷しきですもんね。当日は楽しくても、準備が大変そう」

　その言葉に、村瀬くんはまたため息をついてから、

「学園祭当日は、生徒会役員として見回りの仕事がある。だから大道具作りに立候補したんだけど……思ったよりも大変だった」

「まあ、なかなか楽しいけれどね。……そういえば」

　小山内くんが言いながら、多嶋くんを見て、

「多嶋のクラスは何をやるんだっけ？　こんなところで事務処理なんて、余よ裕ゆうじゃないか」

「僕のところはカフェですから。僕を含ふくめた数名のルックス自じ慢まんが接客するんです。準備は簡単だし、売り上げも間ま違ちがいなし！」

　多嶋くんが叫さけび、小山内くんが手で顔を覆おおってため息をつく。

「うちのクラスはごつい男ばかりだからなあ。うらやましいよ」

「まあ、うちも綺き麗れいどころは三人しかいないんですよね。だから僕は責任重大！」

　楽しそうに話す三人を見て、僕は思わず微笑ほほえんでしまう。

「学園祭は、友情を深めたり、いい思い出を作ったりする、とてもいい機会だよね。楽しい学園祭になるといいね」

　村瀬くんは深く頷うなずいて、

「たしかにそうですよね。みんな、いい思い出を作ろうって張り切っているし……」

　言いかけた時、多嶋くんのポケットで携けい帯たい電でん話わが振しん動どうした。

「あ、ちょっと失礼。……もしもし、小こ林ばやし？　何？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

　多嶋くんがとても驚おどろいたように叫んで立ち上がる。少し話してから電話を切り、両手で顔を覆って天てん井じようを向く。

「……ああ～、困った～！」

「どうかしたの？」

　僕が驚いて聞くと、多嶋くんが、

「うちのクラスの小林が、脚きや立たつから落ちて怪け我がをしました」

　その言葉に、僕は血の気が引くのを感じながら、

「大変！　大丈夫なの？　病院には行った？」

「今、病院からだったんですが、軽い捻ねん挫ざでたいしたことはないみたいです。でも、立ちっ放しの仕事とかは無理だって。小林には座ってできる裏方を手伝ってもらうとして……」

　多嶋くんはがっくりと肩かたを落として、

「どうしよう、小林は僕と並ぶうちのカフェの看板だったのに。あいつ、性格はともかく、ルックスはめちゃくちゃいいからなあ。彼に匹ひつ敵てきする美青年は……」

　頭を抱かかえながら絶望的な声で言い……それからふと顔を上げる。そしてなぜか僕の顔をじっと見つめる。

「……いた……」

「え？　何？」

　僕が不思議に思いながら言うと、多嶋くんはふいに目を潤うるませて、

「小林がいないと、カフェができなくなってしまうかも。せっかく頑がん張ばって制服を製作したのに、あれを着られるメンバーは、うちのクラスにほかにはいないし……」

　僕は、小林くんのことを思い出す。

「たしかに、君のクラスは背の高いがっしりした生徒が多いし、小林くんはすごく華きや奢しやだもんね。せっかく作ったのに残念だったね」

　……ああ、せっかく盛り上がっていたのにこんなことになって、クラスのメンバーがすごく可哀かわい想そう。

　僕の胸が、キュッと痛む。

「サイズ直しとかはできないの？　学園祭まであと三日あるし……」

「ちょっと特とく殊しゆなデザインだから、直しは無理です。ああ……困ったなあ……」

　彼は言いながら僕を上うわ目め遣づかいに見て、

「先生なら、あの制服はじゅうぶん着られると思います。ウエストとか、下手へたしたら小林よりも細いかも」

　僕はコンプレックスを持っている貧弱な体型のことを言われてちょっと赤くなる。

　……鷹之みたいに逞たくましかったり、父さんみたいに優ゆう雅がな体型だったら、きっと自信を持っていられるんだろうけど……。

「ああ……きっとすごく似合うだろうなあ」

　多嶋くんにうっとりと言われて、僕は慌あわてて、

「いや、どちらにしろ僕は生徒じゃなくて先生だから、手伝うことは……」

「先生だって参加する人は大勢いますよ。生徒同士というだけでなく、先生との交流も図るという目的もありますから。村瀬達のお化け屋敷なんか、日本史の大おお山やま先生が飛び入り参加するみたいですし……そうだよね？」

　多嶋くんが聞くと、村瀬くんがうなずいてから、

「うん、見回りもあるらしいから、参加は一時間くらいだけどね。……ほかにもけっこう参加する先生はいらっしゃいますよ」

　僕の方に向き直って言う。多嶋くんが、

「だから……先生！」

　言いながら僕のところに走ってきて僕の両手をしっかりと握にぎり締しめる。

「先生も忙いそがしいと思うので、ずっと接客してくれとはいいません！　ほんの三十分くらいでいいんです！　ちょっとだけ手伝ってもらえれば！」

「でも、僕は飲食店のアルバイトをしたことがないから、接客経験とかないんだ。役に立てるのかどうか……」

「僕らもフォローしますから心配しなくて大丈夫です！　それに先生は人気があるからいてくれるだけで客寄せになるし！　お願いします！」

　多嶋くんは必死の形相で言う。僕は困ってしまいながら、

「いや……僕はただの地味な音楽教師だし、客寄せには……」

「なりますよ！　先生はいつも授業の時にはスーツでしょ？　夕食の時もワイシャツとスラックスの上にカーディガンとか堅かたい格好が多いし。だから先生の別の顔が見たいって生徒はたくさんいると思うんです。先生の制服姿、僕も見たいし」

　多嶋くんは僕の手をぎゅうぎゅう握り締めながら言う。

「それに何より……」

　彼は大きな目をうるうると潤ませながら、

「僕、先生と思い出が作りたいな。だって、先生のことが大好きだし」

　その言葉に、僕はどきりとしてしまう。

「うちのクラスのメンバーもきっと同じだと思うんです。だってみんな、先生のこと大好きだし。……先生と生徒って、一いつ緒しよにいられる時間はとても短いですよね？　だから、ほんの一いつ瞬しゆんでも大切にしたい……」

　真しん剣けんな顔で言われた多嶋くんの言葉に、僕の胸が熱くなる。

「そうだよね。僕も、君達と一緒に過ごせる一瞬一瞬を大切にしたいな」

　僕は多嶋くんの手を握り返して、

「わかった。もしもクラスのみんなが僕でいいって言ってくれたら、協力させてもらうよ」

「ありがとうございます、先生。クラスのみんなは絶対にいいって言いますよ。あと、学園長にもついでに許可をもらっておきますね！」

　多嶋くんは僕の手を放し、拳こぶしを握り締めながら叫ぶ。

「やったああぁ──っ！　さっそく行ってきまーす！」

　そのあまりの喜びように、僕は思わず笑ってしまう。多嶋くんは僕らに手を振ふって生徒会室を飛び出していく。その後ろ姿を見送った村瀬くんが、

「くそ～、ずるいぞ、多嶋。絶対に無理だと思ったから、オファーを遠えん慮りよしていたのに！」

　小山内くんもうなずいて、

「そうだ！　白い着物を着た真宮先生、めちゃくちゃ色っぽいだろうし……」

「それは、なんの話？」

　ドアの方から聞こえた声に、僕達は慌てて振り返る。そこに立っていたのは、書類の束を手に持った鷹之だった。鷹之は小山内くんと村瀬くんをキラリと睨にらんで、

「真宮先生におかしな格好をさせることは、生徒会長の俺が許さない。そう言ってあったはずだが？」

「怖こわいなあ。だからあきらめたんだけど……」

　村瀬くんは言って、僕の方をチラリと振り向く。僕は、

「ええと、篁くん。学園祭当日のことなんだけど……」

　言うと、鷹之が厳しい顔で振り向く。

「真宮先生、まさかおかしなことを手伝わされそうだとか、言わないですよね？」

「そ、それは大丈夫。ただ、多嶋くんのクラスの小林くんが怪我をしてしまって……」

　言うと、鷹之はうなずいて、

「はい。先ほど学園長から聞きました。病院に行ったんですよね？　軽い捻挫とか？」

「うん。それで、カフェのウエイターが足りなくなってしまったみたいなんだ。だから少しだけ手伝おうかと思ってる」

　鷹之は眉み間けんに深い皺しわを寄せ、黙だまったまま手元の書類をめくる。そこに目を落として、

「届けは……普ふ通つうのカフェか。おかしなコスチュームなどは着せられないですよね？」

　言ってから、チラリと僕を睨んで声をひそめる。

「……俺が昨日言ったこと、覚えていますよね？」

「え？　あ……」

　僕は、昨夜のことを思い出して思わず赤くなる。

　昨夜。鷹之と僕はバラ園の中にあるサンルームで夜明け近くまで愛を確かめ合った。鷹之はその時に「いろいろなクラスから涼音を貸してくれないかという要望が殺さつ到とうしたんだ。どれも涼音におかしな服装をさせたいというのが目的のようだったので、すべて断っておいたけれど」と言っていた。僕が驚おどろいて「おかしな服装？　熊くまの着ぐるみとか？」と聞いたら、なぜかため息をついて、「あなたは知らなくていいです」って言っていたけれど。

「……おかしな格好をさせられてしまったら、お仕置きしますよ」

　鷹之が僕の耳元に口を近づけて、小さく囁ささやいてくる。

「……あなたは、本当に無防備なんだから」

　その声がやけにセクシーで、僕はさらに赤くなってしまう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。それに多嶋くんは三十分くらいでいいって言ってくれたから、見回りや生徒会関連の仕事にも影えい響きようはでないと思うし」

　僕が言うと、鷹之は何かが引っかかっているような顔で僕を見つめ、またため息をつく。

「……なんだか、嫌いやな予感がしますが」

「大丈夫だよ。それに……」

　僕はちょっとドキドキしてしまいながら、

「学生時代、勉強ばかりしていてこういう行事にはあまり積極的に参加してなかった。だから学園祭がなんだかすごく楽しみなんだ。先生なのに、おかしいかもしれないけれど」

　僕が言うと鷹之はふと優しい顔で笑う。

「わかりました。では、あなたのギャルソン姿を見に、俺も遊びに行きますよ」

「本当に？　じゃあ、ますます頑がん張ばらなきゃ」

　僕は頰ほおが熱くなるのを感じながら言う。

　……ああ、なんだか本当に楽しみだ……！
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「なんなんだ、この人ごみは？」

　俺は廊ろう下かを埋うめ尽つくした生徒達を見み渡わたしながら呆ぼう然ぜんと言う。この学園の生徒はもちろん、他校の女子までが入り交じってたいへんな騒さわぎだ。小山内が、

「どうやら多嶋のクラスのお客みたいですね。あそこでチラシを配っています」

「多嶋のクラスはカフェだろう？　どうしてこんな行列が……あっ！」

　後ろにいた村瀬が、声を上げる。振り返ると、彼の手には生徒が配っていたチラシがある。

「大変です、生徒会長。これを」

　村瀬が言いながら、チラシを俺に渡してくる。

「『時限メイドカフェ。普ふ段だんは普通のカフェですが、ショータイムには美人のメイドさん達が接客してくれます』？」

　俺はとても嫌な予感を覚えながらチラシに目を滑すべらせる。

「『メイド　多嶋まこと、吉よし野の忍しのぶ。スペシャルゲスト　真宮涼音先生』。ショータイム……」

　俺は腕うで時計を見下ろして、ショータイムまであと五分であることを確認する。

「真宮先生のメイド姿、めちゃくちゃ楽しみだよ！」

「真宮先生の生足なんか見たら、おれ、鼻血吹ふいちゃうかも！」

　前に並んでいる生徒達が騒いでいるのを聞いて、俺は深いため息をつく。

「このまま許すわけにはいかない。突とつ破ぱするぞ」

　言うと、小山内と村瀬が深く頷うなずく。

「生徒会だ、道を空けてくれ！」

　俺は言いながら生徒達をかき分けて歩く。満席のカフェのテーブルの間を歩き、パーティションで仕切られたバックヤードに入る。

「生徒会の抜ぬき打ち検査だ！」

　言うと、忙いそがしくコーヒーやクレープを用意していた厨ちゆう房ぼうのメンバーが怯おびえた顔で振り返る。厨房として使われている場所の奥に、さらにパーティションとシーツで仕切られた場所がある。そこが更こう衣い室になっているのだろう。

「うわあ、先生、めちゃくちゃ綺き麗れい！」

「そこら辺の女子よりよっぽど美人です！　スタイルもいいし、うっとりします！」

　中で多嶋ともう一人の生徒が叫さけんでいるのが聞こえてくる。

「ごめん、多嶋くん、吉野くん。接客ならいくらでもするけど……これは無理だよ」

　中から涼音の困った声が聞こえてくる。

「たしかにサイズはぴったりだけど、こんな格好で人前に出るのは……」

「失礼！　真宮先生、いらっしゃいますか？」

　俺は、シーツのこちら側から叫ぶ。

「篁くん！　よかった！」

　中から涼音の声がして、いきなりシーツが開かれる。そこに立っていたのは……。

　……う……っ。

　涼音が着ていたのは、白い綿の長なが袖そでブラウスと黒のベルベットのジレ。ブラウスの襟えりはゴシックなイメージの大きな剣けん襟えりで、襟えり元もとに黒いベルベットのリボンタイを結んでいる。それだけなら少々時代がかってはいるが、おかしくない、だが……。

　……ミニスカート、だと……？

　涼音がはいているのは、ふわりと広がったミニスカートだった。裾すその内側から、白いレースが何重にも覗のぞいている。スカートがとても短いために、眩まばゆいほど白く柔やわらかそうな腿ももが半ば以上まで露あらわになっている。すらりと伸のびた滑なめらかな脚あしは見とれるほど美しいが……。

「……篁くん」

　涼音が言って、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの向こう側から、潤うるんだ目で見上げてくる。

「どうしよう。さっきまで普通にギャルソンの格好で手伝いをしていたんだけど、突とつ然ぜんこういうことになっちゃった。僕、ここのカフェの趣しゆ旨しをよくわかっていなくて……」

　俺は恋こい人びとに女装をさせる趣しゆ味みはまったくないし、こういうメイド服に魅み力りよくを感じたことなどもちろん一度もない。だが……。

「途と中ちゆうで投げ出すのはいけないってわかってる。だけど、どうしても恥はずかしくて……」

　柔らかな美び貌ぼうの涼音に、その服装ははっきり言ってとても似合っている。頰をバラ色に染めているところなどは、いつももっと恥ずかしい格好を見慣れているはずの恋人の俺でも眩暈めまいがしそうだ。

「大丈夫です。真宮先生。これは規約違い反はんですから従う必要はありません」

　俺は言いながら、隅すみのテーブルに積んであった予備のテーブルクロスを取って涼音の身体からだをすっぽりと包み込む。

「……多嶋」

　俺が睨にらむと、メイド姿の多嶋が開き直ったように顔を上げて、

「ペナルティーは覚かく悟ごの上です！　僕は生徒達の熱い要望にこたえたまでです！」

　その言葉に、厨房スタッフから熱い拍はく手しゆが湧わき上がる。俺はため息をついて、

「ペナルティー覚悟の時限企き画かくは、毎年ないではない。だが、少なくとも嫌がる真宮先生にこんな格好をさせるのは許さない。……先生は連れていく。いいな？」

　俺が睨むと、多嶋を始めとするクラスのメンバーは怯えたようにうなずく。俺はテーブルクロスにくるんだ涼音を片手で抱だき締しめるようにして厨房スペースを出て、失望の声を上げる生徒達の間を縫ぬって教室を出る。ついてこようとする生徒もいたようだが、小山内と村瀬に追い散らされる。

「とりあえず、先生を人ひと気けのない場所まで避ひ難なんさせる。先生の着き替がえと荷物を取ってきて、生徒会室に置いておいてくれないか？　あとで取りに行く」

　人気のない裏庭に出たところで、俺は二人に言う。彼らはうなずいて、また教室の方に戻もどっていく。

「時間をとらせちゃってごめんね、鷹之。もう大だい丈じよう夫ぶだから……」

　涼音の言葉に、俺はまたため息をつく。

「ダメです。あなたのこんな格好をほかの男に見せたくありません」

　言いながら、彼の肩かたを抱いて歩きだす。そのまま裏庭を歩き抜け、人目がないことを確かめてから塀へいに取り付けられた扉とびらを開く。バラ園に足を踏ふみ入れ、後ろ手に扉を閉める。

　そして歩きづらそうだった涼音の身体から、そっとテーブルクロスを取り去る。まるで昔の王宮に暮らす少年のようなデコラティヴなブラウスとジレは、涼音の整った顔立ちに見れば見るほど似合っている。滑らかな脚は本当に美しく、俺はまた思わず見とれてしまう。さっきは気づかなかったが、彼は白いレースの靴くつ下したと黒いエナメルの靴を履はいていて脚だけ見ると本当に少女のようだ。

　……時限企画などを立てた多嶋はきちんと叱しからなくてはいけないが……趣味のよさだけは認めざるをえないかもしれない。

「あ……呆あきれてるよね？」

　涼音は恥ずかしげにスカートを引き下ろしながら、頰を染めて下を向く。

「結局途中で逃にげてしまったし、教師のくせにスカートなんかはかされちゃうなんて。それに多嶋くん達はなんだかすごく可愛かわいかったけれど、僕なんかみっともない……」

「そうではなくて！」

　俺は言いながら、涼音の両りよう肩かたを摑つかむ。彼の顔を正面から見み据すえて、

「あなたの女装は、はっきり言ってとても可愛いです。今も思わず見とれてしまったし……さらに告白すれば、綺麗な脚を見てつい発情しそうになりました」

　俺が言うと、涼音はとても驚おどろいたように目を見開く。

「だからこそ、ほかの誰だれにも見せたくないんです。涼音は俺だけのものだから」

「怒おこっても……いない？」

「怒ってなどいません。でも、お仕置きはたっぷりしなくてはね」

　俺が言うと、涼音はその滑らかな頰ほおをさらにバラ色に染める。危険なほどの色気を発しているうえにそんな顔をされたら……もうそれだけで俺の限界が近くなる。

　俺の恋人は、見とれるほど美しくて、どこか危なっかしくて、そして本当に色っぽい。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます。

　今回の『秘密の特別レッスン』は、大だい富ふ豪ごうの子息で私立伯はく鳳ほう学園の生徒会長である篁鷹之、そしてその学園の音楽教師、真宮涼音のお話。年下攻です。同じルビー文庫さんから発売されている『真夜中の特別レッスン』の続編になりますが、読み切りなのでこちらから読んでも大だい丈じよう夫ぶ。安心してお買い求めください（ＣＭ・笑）。今回は鷹之と涼音のラヴな短編いろいろのほかに、息子むすこ激ラヴな涼音の父、美人ピアニストの柾音も登場しております。私はリーマン物やハーレクインな展開の歳としの差物を書くことが多く、学園物はちょっと珍めずらしいです。とても楽しんで書いたことを覚えています。

　実は。この本は今はなくなってしまったリーフ出版さんから二〇〇一年に発刊され、絶版になっていた『放課後のキケンなふたり』を文庫化したものです。今まで文庫化する時には解わかりやすいように同じタイトルのままにしていたのですが、もう少し大人っぽいタイトルの方がいいかなということで改題することとなりました（リーフ版お持ちの方、間ま違ちがえないようにご注意を）。文庫化に際して、前作に引き続きこうじま奈月先生が美しい表紙を描かき下ろしてくださいました。そして私も文庫版用のショートストーリーを書き足してみました。かなり久しぶりの正統派学園物、たいへん楽しく書かせていただきました。そちらもお楽しみいただけると嬉うれしいです。

　とても美しいイラストを描えがいてくださった、こうじま奈月先生。前作に引き続いて表紙イラストの描き下ろし、そしてイラストの使用許可をどうもありがとうございました。前作同様こちらも本当に素す敵てきなイラストだったので、再び本になって嬉しいです。格好いい鷹之、美人で可愛かわいい涼音にうっとりしました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　文庫化のお誘さそいをくださったルビー文庫の皆みな様さま、本当にありがとうございます。担当のＴさん、Ａさん、今回もいろいろとお世話になりました。これからも頑がん張ばりますのでよろしくお願いできれば幸いです。

　そしてこの本を読んでくださったあなたへ。どうもありがとうございました。ご感想などいただけるととても嬉しいです。

　それでは、またお会いできる日を楽しみにしています。




　　二〇一〇年　秋


水上　ルイ　　
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